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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







『エレメンタリオ（旧名アクワーリオ）』の楽屋で──

「みんな、みんな！　大変なの！」

　と、水の精せい霊れいミュースが叫さけんだ。

　次の公演までの休み時間、残りの三人──サーラマとコボリー、そしてシルフィーがまったりしていたところに、駆かけつけてきたのだ。

「んー？　どーしたの？　なんか、奥の倉庫でゴソゴソやってたけど」

　と、だらけてスマホをいじっていた火の精霊サーラマが言った。その彼女が、ミュースを見て眉まゆをひそめる。

「あの、あの……」

　ミュースの様子がおかしい。

　なにか──致ち命めい的てきな問題を発見して、その深刻さにうち震ふるえているような顔だ。ほとんど涙なみだ目めといってもいい。いってみれば、複雑なプラモデルの組み立てが最終段階に入ったところで、説明書の読み間ま違ちがいに気づいたような感じだった。

　取り返しのつかないことをした──

　ミュースは全身でそれを訴うつたえていた。

「あ、あたしね？　古い資材の整理してたの」

「うん。お昼休みだってのに。仕事熱心よねー、あんた」

「だって、ヒマだったし。前から倉庫、散らかりっぱなしだったし。なにかおもしろいもの出てこないかなー、なんて気分もあったから」

「わかった、わかったから。それで？」

「そう、それでね!?　引き出しの、目立たないところの、ものすっごい奥から……これを見つけちゃったの……！」

　そう言ってミュースはひとかたまりの布地を差し出した。量でいったら、バスタオル数枚分くらいだろうか。

　薄うす手ででしわしわ。色は落ち着いたベージュ。肌はだ色いろに近い感じだ。

「…………？　なにこれ？　タイツ？」

「そう！　タイツだよ！」

　それも全身タイツだった。首の下からつま先までを、すっぽり覆おおう形の全身タイツ。サイズから見て、おそらくは女性用だ。

「このタイツがどうしたんですか？」

　と、土の精霊コボリーが言った。

「この全身タイツ。あたしたちの、コスチューム関係のところから出てきたの」

「はあ。そうですか……え？　ちょっと待ってください。それって……」

　勘かんのいいコボリーはもう気づいたようだった。

「そう。そうなの……」

　むき出しの白い肩かたをふるわせ、ミュースはうつむいた。肌の露ろ出しゆつたっぷりの、ステージ衣い装しよう姿のままで。

「……あたしたちが、この仕事を引き継ついだときのこと、おぼえてる？」

「そりゃ、まあ。前任の人たち、辞やめちゃったあとだよね。大変だったわ。どんなダンスやってたのか、ぜんぜん知らなかったし」

　と、サーラマが懐なつかしげに言った。

「うん。それで……衣装についても、引き継ぎがなかったよね？」

「まあね。だけど……前任者の写真は不ふ鮮せん明めいなりに残ってたし、ロッカーには衣装もおいてあったし……出会ったばかりのあたしたちなりに、『この格好でＯＫっしょ？』って推測して……え？　あの？　まさか？」

　サーラマが自分の衣装──その胸むな元もとをきゅっと両りよう腕うでで抱だきしめた。背中がら空き、ほとんどお尻しりの上まで見えているような、露出度過多の衣装のままで。

「そう！　そうなの！」

　泣きそうな顔でミュースは叫んだ。

「引き継ぎがなかったから──あたしたち、ずっと勘かん違ちがいしてたの！　このタイツ！」

　しわしわのベージュのタイツのかたまりを、ミュースは掲かかげた。

「いい!?　たったいまわかったの！　もともと！　このシアターのダンサー──前任者の人たちは、この全身タイツの上に、あたしたちの衣装を着てたの!!」

「!?」

「!!」

「？」

　残りの三者が、三様の反応を見せた。サーラマとコボリーは真っ青になったが、風の妖よう精せいシルフィーは空気を読まずに、ただ首をひねっただけだった。

「ま……待ってよ」

　震える声でサーラマがつぶやいた。
















「じゃ、じゃあ、いまのあたしたちのコスチューム……ずっと前から、『よくわからんけどこういうもんなのかね』と疑問に思いつつ、当たり前に着てきた半はん裸らみたいなコスチュームは──」

「痴ち女じよですよ!!」

　コボリーが叫んだ。すでに涙声だ。

「痴女です！　やっぱり！　前から変だとは思っていたんですよ！　ふとももとかおへそとか！　みんな胸の谷間もバンバン出して！　おかしいですよね!?　だって遊園地ですよ!?　お子さんとかお母さんとか、見に来ますよね!?　そういうセクシー路線とか、期待されてませんよね!?　むしろ嫌きらわれますよね!?」

「お、落ち着いて、コボリー」

「落ち着けませんよ!?　だってわたし、パンツ丸出しですよ!?　ええ、ええ、後ろから見たらちょっと可愛かわいいかもしれませんけどね!?　前から見たら──ガパーっと全開じゃないですか！」

　コボリーの衣装は緑と白の清せい楚そ系デザインだ。実質的な露出度は少ないのだが、前がすごい。鳩みぞ尾おちのあたりからワンピースが左右に割れて、おへそ丸出し。白いショーツも丸見え。その下の生足もまったく隠かくしていないのだ。

「痴女です！」

　自然と、男の視線は彼女の下腹部に集中することになる。ほかの角度からのおとなしいたたずまいがギャップになって、エロさ十倍である。このコスチュームを考案したデザイナーは、きっと変態だ。

「おかしいと思ってたんです！　絶対におかしいと思ったんです！　ど、ど、どうしてくれるんですか!?」

　内うち股またをもじもじとこすりあわせるコボリーを、ミュースとサーラマは必死になだめた。

「落ち着いて、コボリー。それにそうやって恥はずかしがると、むしろエロいから」

「狙ねらってませんよ！　ホントに狙ってませんったら……！」

　これが全身タイツありだったら！　いってみればフィギュアスケート選手のコスチュームみたいなものだ。前がちょっと大だい胆たんに開いていたって、まったく気にしなかっただろうに。

「サーラマさんだって、平気なんですか？」

「え？」

「そんな……背中全開で！　お尻まで見えそうですよね!?　しかもストラップなしで！　胸だって気を抜ぬいたらポロリです。こわくないんですか？　勇者なんですか!?」

「は、はあ？　あ、あたしはいろいろ工く夫ふうしてるし！　こんなの体操着みたいなもんだと思ってるし！　別に……別に……」

　そう言いながらも、サーラマは胸元や尾びてい骨こつのあたりを平手で隠し、もじもじとした。

「ほら！　その仕草！　衝しよう撃げきを隠しきれないじゃないですか！」

「ぐぐっ……」

　サーラマは涙目で歯を食いしばった。

「ち、ちなみにシルフィーは？　平気？」

「へいき──！」

　シルフィーはどーんと豊かな胸を張って、満面の笑えみを浮うかべる。まったく気にしていないようだ。彼女も下半身はショートパンツ、上半身は薄布だけで、バストを強調しまくったデザインである。露出度は四人の中でも強きよう烈れつなのだが、本当に平気っぽい。

「うん……だと思った」

「強いよね、シルフィー……」

「全裸サバイバルのリアリティ番組でも出られるタイプですよね……」

　無人島で三週間とか。しかもばっちり生せい還かんして、体重すら増えてそうな。

「うん！　がんばる！」

　いや、がんばらなくていいから。

　三人は同時に思ったが、面めん倒どうくさいのでなにも言わなかった。

「……んで？　どーすんのよ、リーダー」

「へ？」

　サーラマに訊きかれて、ミュースは目を丸くした。

「このタイツ。もちろん着るわけっしょ？　これからは」

「あ……うん！　そうだよね？　やっぱり、そうしたいよね？　だって……いくらなんでも、このカッコは大胆すぎたよね!?」

「はい。痴女です。ですから着用しましょう。いますぐ。可か及きゆう的てきすみやかに。シルフィーさんも、そう思いますよね？」

「あたしはどっちでもいいよー！」

「……そうですか。じゃあ着る方向で」

「りょうかいー！」

「うん、異存はない、と。そういうことでいいよね？　それじゃ……」

　そこでミュースは黙だまり込んだ。

「どしたの？」

「うーん……。よく考えたら、あたしたちだけで決められなかった。今年、新年度になったときにね？　可か児に江えさんがいろいろ書類送ってきたでしょ？　契けい約やく更こう改かいだのなんだので」

「ああ。そういえばあったね。あたし、ろくに読まなかったけど」

「いろんな権利まわりとか、はっきりさせる内容でしたよね。写真やビデオの使用権とか、キャラクターとしての権利とか。そんなに変な内容ではなくて、むしろわたしたちのお給料もちょっとあがるくらいの、いい条件だったと思いましたけど……」

「全力サイン！　四よつ菱びしハイユニで書いた！」

　コボリーとシルフィーが言う。

　要するに、その契約書には四人ともサインしていた。

「うん。でもね、えーと……あった、あった。これ」

　ミュースはスマホを操作して、クラウドに放ほうり込んでおいた契約書のＰＤＦデータを呼び出した。

「えー、第一六条の二項こう。『ステージ上の衣装など、キャラクターのイメージに改変を加える場合は、甲こう（キャスト）と乙おつ（パーク側）との協議の上、これを行う。もし合意に至らなかった場合は、従来のまま公演を続けることとする』……と」

　画面の文書を読み上げる。

「なんか堅かた苦くるしいなあ。つまり、なんなのよ？」

「平たく言えば、衣装を変えるならパーク側の同意が必要、ということですね」

　と、コボリーが言った。

「つまり可児江くんの？」

「そうなります。現状では」

「じゃあ、聞いてみようよ」




　　　　●




「同意？　するわけがないだろう」

　事じ務む棟とうの執しつ務む室で、可児江西せい也やはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「決して少なくはない予算を投じて、『エレメンタリオ』のリニューアルをしたばかりだぞ？　広告もさんざん打った。お父さんたちのハートもつかんだ。大きなお友達も、おまえら目当てで何度も通ってくださっている。そこで、タイツだと？　おまえら正気か？　その──更こう年ねん期きのおばさんが冬に着るような、あるいは通つう販はん番組で出てきそうな、そんな遠赤外線タイツを着用して、ステージで踊おどる？　それでいったい、だれが喜ぶのだ？」

「あ、あたしたちです……」

「おまえらだけではないか！」

　西也の言葉は辛しん辣らつだった。

「まさか──まさかとは思うが、おまえらは勘違いしていないよな？　パークで四番手につけている人気が、自分たちのダンスのパフォーマンスのおかげだなどと。クオリティの高いステージのおかげだなどと！」

「で、でも……あたしたちもがんばって……！」

「がんばっているのは全員だ！　みんながんばっている！」

　ぴしゃりと西也は言った。

「うむ。よし、認めてやろう。おまえらのダンスはそう悪くない。ミュースの愛あい嬌きようは人を引きつける。サーラマはそれとなく仲間思いなのがウケている。コボリーのがんばりは観客を応おう援えんさせる。シルフィーの奔ほん放ぽうさと華はなやかさも大きな貢こう献けんだ。……だが！　だが、だ！　それでも、おまえらのダンスだけでは戦えないのだ。そうした良さがわかるのは、一いつ般ぱん人では一〇人に一人だ。それでは困る。大衆はもっとわかりやすいものを求めるのだ。要するに、それなりのクオリティでパフォーマンスを披ひ露ろうするおまえらが、そういう性的な格好をしていることが重要なのだ！　だから話題になるのだ！」

「で……ですけどね？　お母さんとか、お子さんたちには……」

「もちろんその問題はわかる。男に媚こびた衣い装しようのせいで、同性から嫌われる──その危き惧ぐは俺も当初からあった。しかし！　ここ数ヶ月の感かん触しよくでは、それほどの問題ではないようだ。もちろんおまえらのスタンスを毛嫌いする女性層もいるだろうが、大半の女性は、笑って許してくれるレベルだ。これもおそらく、おまえらの不器用さと愛嬌のおかげだろう。むしろ、ここでおまえらが全身タイツになったら、これまでのお客ゲストはどう思う？」

「…………！」

「そうだ！　『お高くとまりやがって』と思うぞ!?　醒さめるぞ！　萎なえるぞ！　なにしろ、それまでのサービスをやめるわけだからな！　いってみれば、チャーハンに無料でギョーザをつけていた中ちゆう華か料理店が、そのギョーザセットをやめるようなものだ。まったく、すこしもプラスにならない！　いくらチャーハンが美う味まくても……普ふ通つうに考えたら、お客はがっかりするだろう？」

「うっ……くくっ……」

「わかったな？　ギョーザセットは継けい続ぞくすべきなのだ。以上が、俺が同意できない理由のすべてだ。あきらめて公演に戻もどれ。お客が待ってるぞ。では解散」

　話はそれまでとばかり、西也は書類仕事に戻った。




　　　　●




　事務棟を出て、地下通路の一角まで来てから──

「なにあの態度!?　最悪じゃん！」

　と、サーラマが憤ふん慨がいした。

「でも、ぜんぜん反論できませんでしたよね、わたしたち……」

　と、コボリーが肩かたを落とした。

「あれで高校生なんだから。末すえ恐おそろしいわよね……」

　と、ミュースがどんより、ほとんど戦せん慄りつに近い声で言った。

「ギョーザのポーズ！」

　と、シルフィーは部屋のすみっこで難解なヨガをしていた。

「可児江さんがああ言った以上、これまでの衣装で続けるしかないよね……」

「さもなきゃ、この仕事辞やめるしかないよね」

「それは……できれば、やめたくないです」

　コボリーがぽつりと言った。

　やめたくない。

　それはみんな同じ気持ちだった。

　これまで、ずっとがんばってきたのだ。最初は最悪のチームだった。ダンスも気持ちも、てんでバラバラ。普通ならまず間ま違ちがいなく、友達にはならなさそうな四人が集まって、お客も来ないのに無理矢理ステージに立っている状態だった。

　よく観光地や遊園地のプロモーションなどで、女の子三～四人が楽しく遊んでいる映像や写真がある。でもああいうプロモーションは、注意深く観みるとけっこう辛つらい感じが漂ただよっている。

　なにしろ本当のところ、あれに出演しているモデルの子たちは、事務所から連れん絡らくを受けて派は遣けんされ、その撮さつ影えいの日の朝に初めて顔を合わせただけなのだ。実は初対面なのに、何年も大親友だったみたいなふりをして、カメラの前で笑っている女の子たち。あの辛さと同じものが、以前のミュースたちには漂っていた。

　でも、いまは違う。

　なにしろ、苦楽をともにしてきた。

　ステップはぴったりになってきたし、ワイヤーアクションも事故は起きなくなっている。いまでは気持ちも一つだ。ほかの職場にいって、知らない子と一いつ緒しよに踊るなんて、もう考えられない。

「あたしも。やめたいとは思わないかな……」

「同じくー！」

　ミュースとシルフィーが言った。するとサーラマも苦く笑しようして、自分のひらひら衣装、露ろ出しゆつたっぷりのミニスカートをつまんだ。

「しゃあないか。このままいく？」

「ええ。可児江さんの言うことももっともですし……」

「そもそも、これまでずっと同じ格好だったし、いまさら恥はずかしがっても遅おそいよね……」

「んー。つかギョーザセット？　……にしたって、もうちょっといい喩たとえがありそうなのにねえ」

「うん」

「でも、おいしそー！」

「ったく、あんたはすぐそれだよねー」

　四人はひとしきり笑った。それからちょっとため息をついて、胸を張った。

　このままがんばろう！　たぶん、きっと、あたしたちはこれでいいんだ！

　だれともなしに、四人がきゅっと手をつなぎ、士気を高めていると──

「ろーん。四人とも、なに盛り上がってるんだろん？」

　と、キャストの一人のマカロンが声をかけてきた。このパークではナンバー２の人気を誇ほこる、音楽の妖よう精せいさんである。自分のアトラクションが終わって、休きゆう憩けい中なのだろう。

「あ、マカロン先せん輩ぱい。実は……」

　と、ミュースが事情をマカロンに話した。いろいろと気分が盛り上がっていたところなので、だれかに聞いて欲しい気分もあったのだろう。

「それは……感動的な話なんだろん」

　マカロンは深々とうなずいた。

「僕らもミュースちゃんたちのことは、応援してるんだろん。それに君らがそのコスチュームを続けることは、大だい歓かん迎げいなんだろん」

「ありがとうございま……す？」

「うん、うん。よかったろん。本当によかったんだろん」

「ちょっと待った！」

　立ち去ろうとするマカロンを、サーラマが呼び止めた。

「ろん？　なんだろん？」

「そもそも、なんだけど。あたしらがこのパークに来たとき、マカロン先輩とか、すでにベテランでしたよね？　このパークで長かったですよね？」

「うん。それがどうしたろん？」

「ということは、あたしらの前任者が、どんなコスチュームだったか知ってたわけですよね？」

　マカロンが固まった。

「…………」

「どうして教えてくれなかったんですか？」

「ろん。なにが？」

「いえ、わかってるっしょ？　あたしらが来たとき、『そのコスチュームは間違ってる』って……なんで教えてくれなかったわけ？」

　ミュースとコボリーが、同時にはっとした（シルフィーはぽかんとしていた）。

「それは……」

　四人に背を向けたまま、マカロンは口ごもった。

「それは？」

「ろん。それは……ごめん。実は僕、気づいてたんだろん！　だけど、だけど！　当たり前みたいにそのカッコしてるし、そういうものなんだと思ってたろん！」

「？」

「こういうことなんだろん。『へえー。今度は気合いの入った女子が来たろんねえ。痴ち女じよだねえ。まあせいぜいがんばるろん。でも、何度見ても痴女だねえ……』と」

　四人が猛もう抗こう議ぎしようとすると、マカロンは弁解した。

「でもでも、結果オーライなんだろん！　おかげで人気出たでしょ？　よかったと思うろん！　そりゃあ、ミュースちゃんたちには悪かったと思うけど……」

「ほかの先輩方も？　知ってたんですか？」

「うん。みんなで『今度の新人たちは痴女だ』と言ってたろん」

　激げつ昂こうして、マカロンの喉のど頸くびにつかみかかったミュースとサーラマを、コボリーとシルフィーの二人が引き離はなすまで、およそ三分の時間がかかった。

　呼吸困難で取り乱したマカロンが、実はあのタイツを見つかりにくい場所に隠かくした犯人がいて、それがお花の妖精ティラミーだと白状すると、さらに問題は複雑化した。

　かけつけた秘書室長の千せん斗といすずが、マスケット銃じゆうでマカロンたちを折せつ檻かんし、身を隠したティラミーに出てくるよう勧かん告こくした。共犯の古株キャスト（ワニピーなど）がティラミーたちをかばったせいで、出張から帰ってきたお菓か子しの妖精モッフルが大暴れして（なぜ暴れたのかは不明）、それをいすずが鎮ちん圧あつしようとして、流ながれ弾だまで可児江西也が死亡し（翌朝復活）、あれやこれやとあった末、けっきょくミュースたちの衣装問題はうやむやになってしまった。

　パークの内情がどうであろうと、お客様はきょうも来る。

　ミュースたちはいつもの衣装で、ステージにあがった。プログラムもいつも通りだ。

　でも、ちょっと恥ずかしい気持ちもあったのだろう。そのせいかどうかはわからないが、その日の公演はいつもよりやや好評だった。







　　　火の精せい霊れいなんだけど仕事から帰ったら自宅が炎えん上じようしてた件







　いや、いつもの南なん武ぶ線の駅を降りたあたりで変だとは思ったのよ？

　遠くから消防車のサイレンが聞こえてくるし、いつもはガラガラの商店街前の道路が妙みように混こんでるし、マンションのベランダからあたしんちの方角をスマホで撮とりまくってるオバサンとかいるし。

　わかるでしょ。あの、ちょっと町の雰ふん囲い気きが変だなー、っていう、あれ。

　たぶん地元の消防団に入ってたんだろうけど、見覚えのある唐から揚あげ屋のおっさんがね？　ごっつい消防服着て、ホースを満まん載さいしたリアカー引いて、あたしを追い抜ぬいていくわけ。さすがに『火事？』って思って、歩きスマホで書きかけてたツイートやめて、地元の住所でサーチしてみたよ。

　まあ、出るわ出るわ。

　火事。火事。火事。なんか、あたしんちの近所で火事っぽい。

　不ふ謹きん慎しんで申し訳ないけど、ちょっとわくわくしたよ！　だって火事だよ！　これは撮るしかない！　そのとき書きかけてた、電車の中にいたウザい酔よっぱらいのオヤジのツイートなんて消し飛んだよ！　『近所で火事っぽい』とだけ書き込んで、即そくダッシュですよ！

　ちなみにあたしが住んでるのは駅から徒歩一〇分の古いマンション。二階のワンルーム。家賃はそこそこ安いし、駅からあんまり遠くないし、築二五年だけど光回線は通ってるし、宅配ボックスもあるからネット通つう販はんには困らないしで、けっこう気に入ってた。

　そのマンションが、炎上していた。

　めらめらと、炎上だよ！

　一階のラーメン屋が火元だったみたい。三階から上と、南半分の部屋はまだ無事みたいで、しかも不幸中の幸いで、住民は全員避ひ難なんを終えていた。

　でもあたしの部屋──二〇二号室は絶賛炎上中だった。ベランダに干しておいた洗せん濯たく物ものも燃えている。防犯目的で一緒に干しておいた男物のパンツが、くねくねと炎ほのおの塊かたまりになって、空中に踊おどり出している。

　ああっ。あのパンツ。買うのちょっと恥ずかしかったのに。わざわざ隣となりの駅前のコンビニで買ったのに（ニャマゾンで買ってもよかったんだけど、ログが残るのがなんかイヤだったのでやめておいた）。

「どいて、どいて！」

　かけつけた消防士さんがガンガン放水しはじめる。

「や……やめて、やめて！」

　泣き叫さけび、燃えさかるマンションに突とつ進しんしようとしたあたしを、消防士さんが制止する。

「お嬢じようさん！　きみは二階のあの部屋の人!?」

「はい」

「だれか残ってるの!?」

「いえ……一人暮らしです！」

「ペットとかは？」

「い、いません！」

「じゃあここにいて！　気持ちはわかるけど、危険だから！　絶対に無茶しないで！」

「でも、でも」

　ふざけるな。あの部屋の中には、あたしのＰＣやルーターやＨＤＤがあるのに。いや、それ以外にも服や靴くつや鞄かばん、わりと買ったばかりのアクセとかもある。それから使い慣れた調理道具。わりとお気に入りの食器類。あと、あと──

「いいから下がって！」

　さらに応おう援えんが駆かけつけ、盛せい大だいに放水する。消防車の放水ってすごい。わりとごっつい男の人が、反動を抑おさえるので必死になってる。

　残った窓ガラスがばんばん割れます。壁かべに当たって飛ひ沫まつとなった水すい滴てきが、ずっと離れた路上のあたしに降りかかります。とにかく水しぶきがすごい。

　ああ、そうか。火災現場って、熱さよりも冷たさなのね。火よりも水。近くにいたらみんなびしょぬれになる。勉強になります。

　あたしは泣きそうだった。いや泣いた。

　地元のダメ遊園地で働く身だけど、あたしことサーラマは火の精霊。魔ま法ほうの国からやってきた、本物の火の精霊。

　このときほど、自分の無力を思い知ったことはなかった。

　あたしも火を点つけるくらいの能力はある。でも消せない。あたしの──あたしの大事なＨＤＤや調理道具を、火から救うことができない。っつーか自在に火を操あやつれるようなすごい精霊だったら、そもそもこんな仕事してない。

「あ……ああっ……」

　あたしにできることは、一つだけだった。消防士さんたちが怒ど鳴なったり叫んだりする現場で、その場に立ち尽つくし、スマホを取り出し、ぱしゃっと一枚。

　こんな状じよう況きようでも、指はすばやく正確に動いてくれた。

《仕事から帰ったら自宅が炎上中ｗｗｗｗｗｗ》

『ｗ』の連発で草生やすのって、いまどきどうなの、とも思ったけどね？　でも、なんか。このときはこれがいちばんしっくり来たのよ。もう笑うしかなかったわ。

　おかげでリツイートは五〇〇〇を突とつ破ぱ。

　フォロアーさんもどどーんと増えた。

　どっかの有名なまとめサイトで『甘ブリの火の精霊の自宅がマジで炎上ｗｗｗ』だとか取り上げられた。まあたいていのコメントは『ざまあｗｗｗ』とかそんな感じだったけど（嫌きらわれ者なんです）。死傷者がいないからって好き放題よ。さすがに落ち込んだわ。まあ、これまでネットで好き放題言ってきた代だい償しようだと思うしかない。同情してくれる人もいて、それがせめてもの救いだったよ。

　もうしょうがないので、その後も消防活動の詳しよう細さいリポートをしてみた。がんばれ消防士さん。負けるな消防士さん。この町を守るのはあんたたちだ！

　そんなテンションで実じつ況きようしたら、さらに注目された。みんなウケてる。あたしもガンガン調子に乗った。

　動画も撮りまくって配信したので、あっというまにバッテリーがやばくなった。近所のコンビニに走って予備の電池買ったくらいだった。




　鎮ちん火か後。やっと正気に戻もどった。

　マンションで入ってる保険会社の人が来ていろいろ説明してくれたけど、あんまり頭に入ってこなかった。

　賃ちん貸たい契けい約やくのときに選んだ火災保険は一番安いプランだったから、全損した家財の費用も一部しか戻らない。その他の費用も限られたもので、仮住まいの費用さえ三〇パーセントしか払はらってもらえないんだそうだ（あとで実際にはもうちょっと貰もらえるってわかったけど、そのときはそう解かい釈しやくした）。

　ちなみに火を出したラーメン屋は、がっつり立派なプランの保険に入ってたらしい。それから三ヶ月後、近所にぴかぴかの新店てん舗ぽをオープンしてた。味もまあまあよかったので、客入りも上々。輝かがやける未来が待ってるっぽいです。前はたまに食べに行ってたけど、もう行かねえ。絶対行かねえ。食べログにも星一で評価つけといてやる。っつーかまた火事になればいいのに。

　あたしは丸損。

　火事なんて万に一つの可能性しかないとはいっても、月一〇〇〇円余分に払うといっても──火災保険はもうすこしマシなプランに入っておくべきだと思いましたよ！

　もう手て遅おくれだけどね！

　保険というのはいわばギャンブル。キートンさんもそう言ってた。あたしはそのギャンブルに負けたのだ。受け入れるしかない。受け入れるしか……ない。

　宿しゆく泊はく費が一〇〇パーセント補ほ償しようされるなら、すぐさま新しん宿じゆくでも行ってすっごい高級高層ホテルにでも泊とまったんだけど、そういうわけにもいかない。そもそも手持ちのお金がぜんぜんない。

　そんなわけで──

「助けて！　泊めて！」

　あたしが真っ先に電話した相手は、職場の同どう僚りようのミュースだった。

　一いつ緒しよにがんばってきたダンス仲間。『エレメンタリオ』のリーダー役。それにすっごい性格いい奴やつだし、かわいいし、超ちようマジメだし、ほっぺがぷにぷにしてるし……いや、それはともかくなんというのか……まあ、たぶん親友といっていい仲なんじゃないかとこちらは思ってる。

　ミュースももう事情は知ってるはずだから、すぐにＯＫしてくれると思ってた。『大変だったね、サーラマ！　すぐうち来なよ！　セーセキ駅わかる？　迎むかえにいくからね！』とか言ってくれると思ってた。それから枕まくらを並べて『サーラマ、もう寝ねちゃった？』なんて言われたりして、二人で天てん井じようを見ながら将来の夢やら恋れん愛あいトークなんか語り合っちゃったりするかもしれないなあ、と思っていた。

　正直、一いつ瞬しゆん、自分の悲劇を忘れて顔がゆるみましたよ！

　実は彼女のうちに泊まったこととかなかったんで、まあ、これからその口実もとい機会もとい願望が実現する、そういうお泊まりイベントが待ってるんなら火事の件もよかったんでね？　とさえ思っていた。

　だから──

　電話口でミュースが返事に困ってるのに気づいたときには、ちょっと（いやかなり）ショックだった。

『あ、あの……サーラマ？』

　電話の向こうで、ミュースは口ごもった。

『あ、あたしの部屋ね？　ちょっといま、すごい散らかってて……』

「そんなの気にしないよ。あたしんちなんか黒こげだよ！」

　片づけしたいんだったら、二時間でも三時間でも、ずっと待つよ？　むしろ手伝うよ？　それにミュースの部屋が散らかってるとか、ちょっとギャップがあって……いい！　ぐっとくるよ！　秘密ができるよ！　秘密の共有だよ！　わーお！

　鼻息が荒あらくなるのをこらえながら、何度も気にしないって言ったけど、ミュースはあくまでかたくなだった。

『う、うん。それは……本当にありがたいんだけど。あと大家さんが……その、いろいろ……。友達が泊まるのとか、そういうの苦手みたいで……』

「え……？」

『ち、ちがうの！　迷めい惑わくとか、そういうのじゃなくてね!?　都合が悪いっていうか、その、あれこれ難しいっていうか……ちょっと急には……無理っぽい……の』

「そ……そう」

　さすがに頭が冷えてきた。

　たぶん、あたしの方がおかしいのだろう。火事のせいで冷静さを失っていたみたいだ。被ひ害がい者しやヅラして、いきなり強ごう引いんに部屋に押し掛かけるなんて、よく考えてみたら迷めい惑わく千せん万ばんだ。だって、（あたしがどう思っていようと）ミュースはあくまで職場の同僚。この件ではそれ以上のことまで要求できない。

『サーラマ。ホントごめん！』

「あー……そ、そっか。うん、いいから。むしろこっちこそごめん。はは……」

　なんて言ったけど、自分を取り繕つくろうので必死でした。

『さ、サーラマ……ホントならね!?　すぐにうちに来てもらってたよ!?　でも……ごめんね？　どうしても……無理な事情があって……』

　そんな事情、あたしには想像もつかない。でもミュースが無理だと言ってるのだ、それはたぶん、本当に無理だということで……。

「うん。わかったから」

　すごく冷たい声で言ってしまった。あたしはいつもそうなのだ。

『サーラマ……』

「テキトーにほか当たるわ。大だい丈じよう夫ぶ。伝つ手てなら山ほどあるしさ。あたし、フツーに友達たくさんいるから」

『……本当？』

「うん。じゃね」

『サ……』

　電話を切って、ため息をつく。

　火災現場から二ブロック離はなれたコンビニ（換かえの電池を買った店）の前で、あたしは途と方ほうにくれた。

　時刻はすでに二四時に近い。終電も終わりかけだ。

　ミュースに電話で豪ごう語ごしたのは、もちろん噓うそだった。あたしはあんまり友達がいない。

　なにしろこんな性格だ。自分勝手だし、空気読めないし、辛から口くちなことばっかり言ってるし。

　嫌われてるのはわかってる。だけどお上品な上うわっ面つらだけのやりとりなんて空むなしいと思うし、そんな友達ごっこなんて、あたしはまっぴらごめんだ。

　まあ……ずけずけと、ひどいことを言っても許してくれるのは、ミュースやコボリー、シルフィーなど、いまの職場の仲間ばかりだけど。モッフル先せん輩ぱいたちはあたしのことをクソミソに言ってるのを聞いたことがあるし、ほかの連中だって似たようなものだろう。

　残りの同僚──コボリーとシルフィーに『泊めて！』と頼たのむことも考えたけど、なんかむしろためらってしまった。ここでこの二人からも断られてしまったら、立ち直れない気がしたのだ。あとコボリーとシルフィーに泊めてもらったら、パーク内で『やっぱりあいつ、友達いないんじゃね？』という噂うわさが立つに違ちがいない！　それは……（事実なんだけど）……いやだ！

　しょうがないからファミレスでも行ってドリンクバーのみで粘ねばるしかないか……と思っていたら、意外な人から電話がきた。

　秘書室長の千せん斗といすずちゃんだ。

『大変だったわね、サーラマ』

　と、いすずちゃんは言った。

『宿はあるの？　もし無いなら、女子寮りようのわたしの部屋に来なさい』

「え、あの──」

『あいにくパーク内の施し設せつはほとんど施せ錠じよう済みなの。警備センターなら泊まれるけど、オークロのそばで寝るのはイヤでしょう？　だからわたしの部屋に来なさい』

　ほとんど断定的な口調。まあ、その通りではあるのだけど。警備部長のオークロくんは、いい奴だ。でも元プロレスラーらしくてすごいガタイよくて勤務中もマスクつけてて、要するに変人だ。あと寝ている女の子を襲おそうような変態でもたぶんないし、紳しん士し的なタイプなんだけど、むしろそれが重たいというか疲つかれるというか落ち着かないというか──つまるところいすずちゃんの言う通りで、オークロくんのそばで寝るのはさすがにつらいよ！

「あ……うん。お世話になります」

『タクシーを使ってもいいわよ。さすがにそれくらいの経費は出すから』

「あ、どうも」

『領収証は忘れずに。それでは、待ってるわ』

　電話が切れた。




　甘あまブリ女子寮の部屋の前で、いすずちゃんが言った。

「よく来たわね、サーラマ。じゃあ、あがって」

「あ、はい……」

　いすずちゃんはあたしよりも年下のはずなんだけど、いつもタメ口全開だ。

　対するあたしは、意識しないとついつい敬語になってしまう（ミュースたちなんかナチュラルに敬語だよ！　疑問にも思ってないよ！）。

　職場での役職がどうこうよりも、これは『格』なのか？　とよく思う。人間力とか社会力とか戦せん闘とう力（？）とか、そういう、アレな。大学入試で二浪ろうして、やっと入った大学のサークルの先輩が一歳年下でも、自然に敬語が使える人たちって、いるよね？　たぶんああいう感じ（いや、別にあたしはそんな経験ないけど。前にブログでそういう話題見た）。

　いすずちゃんは部屋着だった。

　いまは八月。エアコンないとかなり暑い。薄うす手でのタンクトップにショートパンツ姿だ。エロい！　つかおっぱいでかっ！　ムカつく！　むしろ気の毒なレベル！　っていうかちょっと揉もませてみろ！　くそっ！

「……なに？」

「いや、別に……」

「…………。それよりツイートの実じつ況きようは見事だったわ。おかげでパークの注目度もまた上がったと思う。あんな状じよう況きようでも営業のことを忘れないなんて。あなたのプロ根こん性じようには感激したわ」

　まったく感激していないような、抑よく揚ようのない声でいすずちゃんは言う。

　あれはパークの営業なんてまったく関係なくて、あたし個人のサガというか、ダメ人間特有の承しよう認にん欲求というか、ただのヤケクソというか、そういう理由だったんだけど。あんまり買いかぶらないでほしい。

　いつものあたしならすぐに冷たく否定してずけずけ言ってやるところだったんだけど、さすがに今夜はクタクタだったので、

「あ、うん……」

　と適当に相あい槌づちを打つのにとどめておいた。

　それよりも、だ。

　そんなことよりまず目を引いたのは、玄げん関かんからすぐ目の前のダイニングに鎮ちん座ざしている、どでかいバスタブだった。

　ダイニングに、バスタブがあるのだ。

　甘ブリ女子寮は決して豪ごう華かではない。築二〇年以上で、部屋はみんな１ＤＫだ。つまり普ふ通つうの安アパートと変わらない作りだし、それどころかその時代でも設置が普通だったユニットバスすらない。お風ふ呂ろは共同浴場のみ。

　ところがいすずちゃんの部屋は、本来なら食しよつ器き棚だなやテーブルが置いてあるはずの場所を押しのけて、どどーんとバスタブが置いてある。キッチンの瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器からホースが引いてあって、いまもバシャバシャとバスタブにお湯が注がれている。

「疲れてるでしょう？　まず入りなさい」

「えっ」

「お風呂よ。いま入れてるから」

「いやでも、あの」

　たしかにお風呂は入りたかったよ！　とはいえ、これは。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「なにが？」

「いや、床ゆかとか……。ここ木造でしょ？　しかも二階だよ？」

　水一リットルは一キログラム。バスタブの容量が二〇〇リットルとすれば──これ、たぶん総重量二五〇キロくらいだよ!?

「補強してあるから。いつも使ってるし問題ないわ」

「あと湿しつ気けとかスゴいんだけど!?」

「換かん気きしてるから。心配いらないわ」

　見れば窓まど際ぎわにサーキュレーターが五台。全力稼か働どう中です！　っていうかこんなので心配いらなくなるの!?

「とにかく、入りなさい」

　なぜか断固とした口調だった。仕方ないのでお言葉に甘えて（？）、入浴させていただく。本当だったら心の底からぐったり、さっぱり、のんびりとお風呂を楽しむところだったんだろうけど、はい、無理です。

　手短にお風呂から出ると、ふわふわのティラミーバスタオルと、ＸＬサイズのティラミーＴシャツがおいてあった。パークのグッズだ。拭ふき心ごこ地ちも着心地もいいんだけど、ティラミー先輩の顔がでかでかと印刷されているので、ちょっと、というかかなり辛つらい。

「あのー。これ平気なの？」

「なにが？」

　奥のリビングからいすずちゃんが答える。

「ティラミー先輩のグッズとか。ぶっちゃけ、あたし先輩に視し姦かんされてるような気分になるんだけど」
















「…………」

　いすずちゃんはしばらく向こうで黙だまり込んでいた。

「その発想はなかったわ。じゃあそのタオルとＴシャツは、用が済んだら焼き払はらっておいてくれる？」

「あ、うん……」

「灰も残さずに。お願いね」

「はあ……」

「では寝ねましょう。明日あしたも早いから」

　リビング兼けんベッドルームの床に、寝ね袋ぶくろが置いてあった。これが自分の寝ね床どこなんだと思って入ろうとすると、その前にいすずちゃんが寝袋に入ってしまった。

「客人を床に寝かせるわけにはいかないから」

「え、でも」

「あなたはベッドで寝なさい。それでは、お休みなさい」

　そう告げて寝てしまう。

　あたしは尻しり込ごみしながらも、仕方なくいすずちゃんのベッドに横になった。知らない枕まくらに、知らないシーツ。落ち着かないし、すぐには眠ねむれないので、寝ながらスマホをいじる。

「サーラマ」

　不意にいすずちゃんが言った。

「寝る前のスマホはやめなさい」

「え？　でも、眠れなくてさ……」

「目が悪くなるし、液えき晶しようのバックライトでむしろ眠れなくなるわ」

「うん……」

「たとえ眠れなくても、体を横にして目を閉じているだけで、ある程度の休養にはなるのよ。そのつもりで休みなさい」

　ぜんぜん休めません。

　もうちょっとこう、身の上話だとか、そういうのがあってもいいのに。いすずちゃんと寝てると軍隊の宿舎にでも泊とまってるような気分になる。

「とにかくスマホはやめなさい。いいわね？」

「わ……わかりました」

「話は以上。では今度こそおやすみなさい」

　反論なんて一いつ切さい認めない調子だ。

　仕方ないのでスマホは切って、暗くら闇やみの中で目を閉じる。ガマンして一時間。ぜんぜん眠れない。それに火事の実況動画の閲えつ覧らん数がどこまで伸のびたか、気になって気になって仕方がない。

　いすずちゃんの方は寝てしまったようだ。すうすうと、ちょっとかわいらしい寝息が聞こえてくる。

　どうせ寝てるんだから、スマホつけてもかまわないよね……。

　そう思ってスマホのスイッチに指を這はわせると、

「スマホはやめなさい！」

　と、いすずちゃんが声を張り上げた。

「…………!?」

「モッフル卿きよう。スマホは……やめ……なさ……い……」

　それきり静かになる。

　寝言かよ！

　っつーか、どんな寝言だ。あたしは布ふ団とんの中でほっとして、スマホを起動。火事の実況動画が一万ヒットを超こえてるのを確認して感激したり。

「やめなさい！」

「!?」

　思わず肩かたがビクッとした。

「西せい也やくん……やめて……」

　なんとなく切ない声。これも寝言か。

　って西也くん？　可か児に江えくんのこと？　そんな風に呼ぶ仲になってたの!?

　あと『やめて』ってどういうこと？　え？　え？　夢の中でやらしいことしてるの？

「西也くん。やめて……そのスイッチは……核かくミサイルの……」

　どんな夢見てるんだよ！

「三〇〇万人の命が……」

　なんかアクション映画っぽい感じ？

「わたしに……わたしに撃うたせないで……」

　核ミサイルのスイッチを押そうとしてる可児江くんと、それを阻そ止ししようとするいすずちゃん？

　なんだかクライマックスに突とつ入にゆうしてるよ！

「だからスマホはやめなさい、モッフル卿！」

　そこで戻もどるのかよ!?　もう意味わかんないよ！

　それきり寝言は終わってしまった。

　なんだか寝苦しいらしくて、いすずちゃんは寝袋からほとんど半身をはみ出させて眠っている。

　核ミサイルのスイッチとモッフル先せん輩ぱいのスマホのことが気になって、あたしはますます眠れない。ようやくうとうとしてきたのは、もう外がすっかり明るくなってきた時刻だった。

　二時間も寝れなかったっぽい。

　朝の六時半きっかりに目覚まし時計が鳴り、いすずちゃんは朝の入浴を終えるとあたしをたたき起こしにきた。

『もうちょっと寝かせて』と懇こん願がんしたが、この子がそんな言葉を聞いてくれるわけもなかった。




　憂ゆう鬱うつな通勤時間がなかったのは助かったけど、その日の公演はかなりしんどかった。

　いやまあ、いつもテンション低めの芝しば居いやってるんで、そのあたりはまだ助かったけど。ダンスの方ではミスを連発。ワイヤーアクションではコボリーと衝しよう突とつして大回転してしまった。

　火事の件はあんまりみんな触ふれてこなかった。いちおう『おー、実じつ況きよう見たろん』だの『大変だったふもねえ』だの『宿あるみー？　ボクんち泊まるみー？』だの言ってくる連中はいた。職場のみんなもさすがに心配顔で声かけてきてくれたけど、あんまり突つっ込んだ話題にはならなかった。なにしろ夏休み中なんで、忙いそがしいのだ。のんびり休きゆう憩けいして世間話をする時間すらない。みんなでかわりばんこにおにぎり食べて、ちょっとやりとりをするくらいが精せい一いつ杯ぱいだ。

　ミュースとはきのうの件で、ちょっとぎくしゃくしていた。いちおう心配はしてくれてるんだけど。

　でもって夕方。

　今夜はどうしようかなあ、いすずちゃんの部屋はくつろげないし、漫まん喫きつで寝た方がまだマシかなあ……なんて思っていたら、コボリーが声をかけてきてくれた。

「サーラマさん」

「ん？」

「よかったら今夜、うち泊まります？」




　コボリーからの申し出は、あたしにとってはまったく意外だった。

　正直なところ、『（アクワーリオ改め）エレメンタリオ』の同どう僚りようたちの中では、コボリーはいちばんあたしのことを『合わない』と感じてるんじゃないかと思ってたからだ。

　なにしろコボリーは内気なタイプで、いわゆる黒くろ髪かみロング。本人は否定してるけどオタク系。オフの服なんかはアナスイが多い（かなり高いのに……。どこからお金出してるんだ？）。まあそういう系統のファッションだ。どんな相手にも敬語でしゃべるし、とにかくマジメ。ミュースも大たい概がいマジメだけど、コボリーはそれ以上。空気もめっちゃ読むタイプ。

　そういうコボリーからしたら、仕事もテキトーで放言ばかりのあたしなんて絶対イライラするだろうし（自覚はあるんですよ、自覚は！）、実際、意見が食い違ちがうこともしょっちゅうだ。

　でも、お世話になることにした。

　確かにコボリーとはかみ合わないところもあるけど、別に嫌きらってるわけじゃない。っつーかあたしにはとうてい無理なかわいさとか清純さ（ケッ！）とかを持っているのはすごいなあ、と思うし。しかもそれが、どうも計算ずくではないっぽいことに最近気づいてきた。コボリーは素すでああなのだ。

　そんなコボリーの私生活というのは、ちょっと気になるでしょ!?　いや、むしろダラけてるところとか、やさぐれてるところとかを発見してやりたい！

　そういうわけで、勤務明け。

　あたしとコボリーはとなりの長ちよう府ふ市にある彼女のアパートに向かった。

「サーラマさん」

　途と中ちゆうでコンビニに立ち寄り、遅おそめの晩ごはんを買って出たあたりで、コボリーが言った。

「本当はですね。わたし、たまにはサーラマさんと、じっくり語り合う機会があってもいいかと思っていたんです」

「あ……うん」

「今回のサーラマさんの不幸は重々承知の上で、失礼なんですけど、きょうはいい機会になるかな、と」

「はあ」

「ところが……すみません。ちょっと予定外というか……トラブルが発生してしまいまして。どうしてもやらないといけない作業があるんです。あんまりゆっくりお話しできそうになくて……」

「そ、そう……っていうか、もしお邪じや魔まだったら、遠えん慮りよしておくけど」

「いえ！　それはいけません！」

　コボリーは握にぎり拳こぶしで否定した。こういうときはやたらと力が入る子なのだ。

「ああしてお誘さそいした以上、サーラマさんを夜空の下に放ほうり出すことなんて考えられません！　それにほら、なんか雲行き怪あやしい感じだし。もうすぐ雨です。大雨です」

「うん……。なんか南の空がゴロゴロいってるよね……」

　天気予報もまもなく雷らい雨うだとか言ってるし。ここで放り出されると、けっこう困る。

「そういうわけで、すみません。友達が一いつ緒しよに泊まることになってしまうかと思うんですけど、どうか我が慢まんしてください」

「そ、そう。……いや、それくらいは別に平気だし。ってか友達が来るの？」

「はい。わたしの作業のお手伝いというか、アシスタントというか……。あ、いました。あそこです」

　見ると、行く手のマンションの前に三人くらいの女の子がたむろしていた。わりとかわいい子たちだけど、服装は地味だ。ジャージ姿やトレパン姿。地味というより、部屋着に近い。

「おー、来た来た！　お帰りー！」

　その三人は手を振ふってコボリーを出で迎むかえた。

「コボちゃん、なんかもー、ごめんねー？　連れん絡らくが間違ってたみたいで。あしたの朝一に入にゆう稿こうしないと、おしまいみたいなんだよ！　ホント、ごめんなさい！　この通り！」

　たぶんリーダー格っぽい、メガネにジャージの子がコボリーに平謝りした。

「いえ……。正直、いろいろ思うところはありますけど、合同誌に参加されたみなさんにご迷めい惑わくをおかけするわけにもいきません。…………がんばります」

「よっし、その意気！　あとお詫わびにオランジのワッフル買ってきたよ！　がんばろうね！　……っていうか、こちらが職場のサーラマさん？」

　三人がそろってあたしを見る。注意深い、探さぐるような目だ。

「あ……ども」

『わ─────！　ホンモノだ！　ホンモノだ！』

　たちまち三人は目を輝かがやかせた。

「きのうの実況、見ましたよ!?」

「うちは前からフォローしてます！」

「っていうか、辛から口くちだけどいつもいいこと言ってるっすよね！　あたしは味方っすよ！」

　あれやこれやとはやしたてる。いきなりのことにあたしは気け圧おされるばっかりだ。好意的なのはありがたいんだけど、こいつら、なに？

　わいわいと騒さわぎながらマンションのエレベーターに向かう三人を見送りつつ、あたしはコボリーに耳打ちした。

「あのさ、どういうお友達？」

「……サークル仲間です」

　コボリーの口はとても重たげだった。

「他言無用にお願いしたいんですが、わたしの趣しゆ味みは同人コミックの執しつ筆ぴつでして」

「そ、そう」

「その同人誌の即そく売ばい会かいが、数日後に控ひかえてるんです。わたしのサークルが出す本は──薄うすい本は──もう作業が終わってるんですけど。ほかにも合同誌の作業が残っていたことが、つい先ほど判明いたしまして」

「合同誌って？」

「いろんなサークルの作家さんが集まって、ひとつの本を作ることです。それが……連絡ミスとか伝言ゲームとか、そういうあれこれで見落とされていたんです。『あれ？　言ってなかった？』というアレです。トリケ ンさんやマカロンさんもよくやりますよね。アレです。正直、大だい天てん狗ぐ正まさ家いえで真っ二つに斬きってやりたいほど腹が立っています。でも、仕方がありません。ほかのサークルさんに迷惑はかけられませんから。さいわいネームはみんながやってくれたので、作画担当のわたしが一晩がんばれば……まあ、どうにかなるレベルです」

「はあ」

　そんな説明されても、あたしにゃさっぱりわかりません。

「ちなみに大天狗正家って？」

「日本刀の名前です。まあ、持ってませんけど。気にしないでください」

「そう」

「ちなみにノルマは四ページです。わたしはプロじゃないのに。かなりしんどいです。たぶん、今夜は寝ねれないです」

「そう……なの」

「ちなみにサーラマさん、コミスタは使えますか？」

「なにそれ？」

「そうですよね。そうじゃないかと思ってました……」

「いや、だからそれなによ？」

「コミックスタジオ。漫まん画がを描かくときに使うソフトです。もし使えたら手伝ってもらおうかと思ったんですけど……すみません。サーラマさんは寝てください」

「う、うん……」




　その後は寝るどころではなかった。

　コボリーとサークル仲間は漫画の執筆で大おお忙いそがし。あたしは隣となりの寝しん室しつで寝かせてもらってたんだけど、リビングからはギスギスしたやりとりが聞こえてくる。

「あのさ、ここのトーンは60Ｌの10％でいいんだよね？」

「……だから、乳ち首くびはグラだっていいましたよね？　それ、アミなんですけど」

「あ、うん……ごめん」

　これがまた、眠ねむれん。

　本人たちは『あくまで趣味だ』と言い張ってるんだけど、あの声こわ色いろ。あの緊きん張ちよう感かん。もう仕事の領域だよ！　なんだかわからないけど、あたしまで仕事サボって寝ている罪悪感があるよ！

　あまりにも眠れない。あたしはムクリと起きて、寝室を出た。

　時刻は夜中の二時半。

　みんなには『ちょっと喉のど渇かわいて……』とか言うだけにして、すぐ引っ込もうと思ってた。一心不乱にタブレットに絵をかいてるコボリーに一声かけたけど、彼女はほとんど気づいてなかった。すっごい集中力。ダンスの稽けい古このときだって、あんな真しん剣けんな横顔見たことがない。実はあの子って、こっちの仕事の方が向いてたんじゃね？

　ちなみにコボリーのサークル仲間は、ちょうど手が空いてた様子だ。コボリー宅のサブＰＣ、あとは各自が持参したノートＰＣで漫画の手伝いをしてたみたいなんだけど、あたしが出てきたときはボケ──っとしてた。

　それどころか、一人なんかテーブルに布広げて裁さい縫ほう仕事なんかまでやってた。

　って、どうして裁縫仕事？　こんな夜中に？

「コスプレですよ！」

　あたしが怪け訝げんそうな顔をしたら、裁縫してた子は直球どストライクでこう言った。

「売り子の衣い装しようなんです。いま描いてる原稿でね？　めっちゃめちゃにされるキャラがいまして！　ほら、かわいいでしょ!?」

　そのキャラのイラストを見せてもらう。最初は女の子なのかと思ったら、女装してる男の子なんだそうな。

　うわっ。キモッ。

　……と言えたら気分も楽だったんだけど、正直、たしかにかわいいと思った。ふうーん、きれいな絵だなあ。線とかも繊せん細さいで……妙みような色気もあるし。これ描いた人すごいよ。しかもこれで男の子？　うーん、嫌いじゃないなあ。このキャラ、なんて名前なのかなあ。

「サーラマさん、着てみません!?」

　えっ。

「うん！　きっと絶対似合ってますよ！　男前な感じとか！」

　いや。あの。

「別に当日着ろなんて言ってませんよー！　いまだけ！　いまだけ！」

　いまだけ？　それなら、うーん、でも、その。

　答えを濁にごしながらも、ちらりとコボリーを見る。こちらの会話なんて聞こえてもいない様子で、彼女はディスプレイ上の原稿とにらめっこをしていた。

　見ていない。聞いてもいない。

　あたしも寝不足のせいか、どこか頭のネジが外れていたようだ。ここで断ったら、このお友達のみなさんの雰ふん囲い気きを悪くしちゃうような気がするし、そうなるとますます寝付きにくい感じになるし──

「あー、うん。その」

　一〇分後。

　コボリーの邪魔をしないように、寝室の方で着き替がえしたあたしを見るなり、サークル仲間の三人は黄色い悲鳴をあげた。

「きゃあ───────っ!?」

「いける！　これは絶対いけるっすよ！　やっぱりそうだと思ってました！」

「お姫ひめさまだよ！　ここにお姫さまがいるよ！」

　だのなんだの、握り拳で盛り上がってる。

　あたしが着たのは、えーと……魔ま法ほう少女（少年？）っていうの？　なんか、そういう系統の格好。実のところ普ふ段だんのステージで着てる衣装よりも、肌はだの露ろ出しゆつはずっと少ない。長なが袖そでだし、膝ひざ上うえまでニーソだし。どちらかというといすずちゃんの冬服くらいの感じだ。

　だが、しかし。

　なんだろう、この恥はずかしさは。

　パステルピンク。ひらひらのフリル。少女趣味全開。しかも魔法のステッキみたいなもんまで持たされている。

　小学生のころのあたしが着れば、まだはしゃいでたよ。だけどもういい年なのよ。これを着るのはものすごい羞しゆう恥ちプレイなんじゃないの!?　いってみれば四〇近くで高校生の子供がいるお母さんが、セーラー服を着るような、そういう、あれな！

　あたしがその辺の違い和わ感かんを表明すると、三人は全力で否定した。

「ないないないない！　絶対ないって！」

「マジで似合ってますよ！」

「むしろそのもじもじした感じがヤバいっす！　ご褒ほう美びっす！」

「そ、そう？」

　困こん惑わくしながら、くるりと一回転。フレアミニのスカートが翻ひるがえると、三人はさらに悲鳴をあげた。

「くそっ！　くそっ！　サーラマさん、あざとすぎますよ！」

「釣つり目気味で意地悪そうな人がこの清純キャラをやると、こんな破は壊かい力があるとは……！」

　困るあたしをそっちのけに、三人はスマホで撮さつ影えいしまくる。ちょっと待て。撮影まで許した覚えはないぞ!?　おいっ!?

「サーラマさん！　もう一回、くるっと回ってください！」

「あ、うん……」

　思わずやってしまう。ふんわりとフリルがひろがる。三人は大喜び。

「最高！　最高っす！」

「もはや犯罪だわ！　ヤバいって！」

「サーラマさん！　そのまま、そのまま！　ちょっと背筋を反らして、ステッキ構えて！」

「え？　え？」

「こう！　こうですよ！」

　ジャージの子が指導するんで、真ま似ねしてみる。魔法のステッキ（これがまたえらく出来がいい）をつきだして、指先で顎あごをちょんとつついたようなポーズ。

「うん、完かん璧ぺきです！　それでそれで、決めゼリフをこう言ってください！『肝かん細さい胞ぼうがトップギアだぜ』……と！」

　あの、なにそれ？　どんな話なの？

「サーラマさん、お願いします！　さあ！　さあさあさあ！」

「でも、でも」

「無理でしたら、シンプルに『肝細胞だぜ』でいいですから」

　もっとわけがわからないよ！　どんな話のキャラなんだよ！

「じゃあせめて……せめて『肝細胞』だけはお願いします。そこは譲ゆずれないです」

　譲れないのかよ！　そこまで肝細胞にこだわる理由が知りたいよ！

「はい。がんばって、サーラマさん！」

「なるべくかわいく言ってください！　ほら、肝細胞！」

「か……肝細胞……」

「もっとかわいく！　あとポーズ忘れないで！」

「か、かんさいぼー」

「そう、それ！　その感じです！　かわいいポーズと一いつ緒しよに！　もう一回！　せーの……」

「かんさいぼー！」

　ミニスカをフリフリさせて、魔法のステッキを構えて、なるべくかわいく、媚こび媚びの笑え顔がおであたしは叫さけんだ。三人は歓かん喜きして写真を撮とりまくる。

　その瞬しゆん間かん、となりの部屋から顔をのぞかせたコボリーと目が合った。

　全身が凍こおり付く。

　彼女はどんよりと、そして同時に血走った目であたしを見ていた。

　あたしはひらひらの魔法少女（？）なコスチュームで、ステッキをもって、決めポーズのまま固まっていた。

「あの……」

　コボリーが言った。

「すみません、いま午前三時なんですけど」

「ご、ごめん」
















　わかる？　こんな格好で必死に決めポーズやったときに、『午前三時なんですけど』と言われたときの、あの絶望感。あたしが拳けん銃じゆうとか短刀とか持ってなくてよかった。持ってたら即そく座ざに自害していたよ！

「ちょっと、近きん所じよ迷めい惑わくなので」

「う………………………うん」

「みんなも、ほら。下書き、できたから」

　いや待て、そこでなぜ『みんなも』なの!?　首しゆ謀ぼう者しやはあたしって形!?　なんか、めっちゃ納なつ得とくいかないんだけど!?

「あ、は──い……」

　コボリーのサークル仲間はおずおずと仕事場に戻もどっていく。みんなが出て行くと、コボリーはあたしのそばまで来て、ぼそりと言った。

「すみません。事情はわかってますから。みんなが無理言ったんですね？」

「あ……うん」

「いろいろすみません。でもとにかく寝ねてください」

　それだけ言って、コボリーは隣りん室しつに行ってしまった。その間ま際ぎわに、ぱしゃりと一枚、スマホであたしの姿を撮影するのも忘れなかった。

「あ……ちょ……!?」

「おやすみなさい」

「やすめるかよっ!?」

　とてつもない弱みを握にぎられたような気がする。それに気まずいし、恥ずかしいし、情けないしで……。

　けっきょくウトウトできたのは、またしても朝になってからだった。




　寝不足であまりにもどんよりした目をしていたせいか、出勤すると会う人会う人、みんなが心配顔で声をかけてきた。

　あたしだけじゃなくて、コボリーもフラフラだ。ほぼ徹てつ夜やで、三〇分くらいしか寝ていないらしい。

　けっきょく心配したミュースが午前の公演を休止するようにかけあってくれて（雨天のおかげもあったけど）、あたしもコボリーもちょっと休めた。

「どんな乱らん痴ち気きパーティをしたのかは知らんが……」

　と、支配人代行の可児江西也くんが言った。休止を聞いて様子を見にきたのだ。

「体調管理はしっかり頼たのむぞ。来週はＢチームのオーディションなんだ。それまでにしゃきっとしておいてくれ」

「うん。ごめん……」

　寝不足でぼーっとした頭のまま、あたしは可児江くんに答えた。

　ちなみに『Ｂチーム』というのは、いままであたしたち四人だけで公演を回してきた『エレメンタリオ』の予備キャストだ。

　うちらだって休日は必要だし、どうしても体調が悪い日はあるし、新作の企き画かくや稽けい古こもやらなきゃならないしで、週七日、一日四～五回の公演をずっと続けるのはさすがに無理だ。これまでは繁はん忙ぼう期きでも、月曜か火曜に公演休止の日を入れて調整してきたけど、いつまでもそうしてはいられない。いちおうパークで四位の人気アトラクションなのだから。

　そこで可児江くんが募ぼ集しゆうをかけて、予備のキャストを雇やとうことにした。どうなることかは分からないけど、将来的には二チームを回して、うちらの負担を減らしたい考えらしい。

　それはありがたいんだけど、あの可児江くんのことなので同時にしっかり年ねん俸ぽうも減らしてきそうで心配だ。

　しかもちょっと自じ慢まんぽくてイヤなんだけど、うちらのダンスとワイヤーアクションは、そんなに簡単じゃない。ぶわーっと高く宙に浮ういて、暗い照明の中で入り乱れて、くるくる回る。事故が起きたら大おお怪け我がだ。別に衣い装しようがエロいだけで人気があるわけじゃない（……と、ひそかに信じてる）。

　舞ぶ台たいだからお客さんから遠いし、ルックスとかはメイクでごまかせるにしても、その辺のダンサー崩くずれなんぞに真似できるわけ～？　……などと思ったりもしている。

　そのＢチームのオーディションが、数日後にあるのだ。審しん査さにはもちろんうちらも参加することになっている。

「とにかく、すこし寝ろ」

　と、可児江くんは言った。

「あと火事の件は千斗から聞いている。まだ仮宿なのか？」

「うん、まあ……」

「事務ビルのどこかに仮か眠みんスペースを作ってもいいぞ。どうせ俺も今夜は徹夜だし、応接室のソファーとか……」

「それは遠えん慮りよしときます！」

　いすずちゃんと一晩でもあんなに疲つかれたのに。ましてや可児江くんなど！　もっと眠ねむれないよ！

　可児江くんが襲おそいかかってくるとは思わないけどね？　警備のオークロくんとはまた違ちがった意味でくつろげないタイプの男だし。

　上司で、超ちようイケメン。あたしとどうこうなるとか、そんなわきゃないけど。たとえ大きなビルの別の部屋だとしても、彼がいると思ったらソファーの上で寝返り打って、わき腹やら太ももやらをボリボリかけないんだよ！　あと、なにもないにしたって、スッピンで寝れないんだよ！　夜中とか明け方にトイレいったとき、万一にでも、出くわしたくないんだよ！

　わかってほしい！

　うまく言えないけど、とにかく彼がそばにいたらリラックスできないんだよ！（たぶんこれが可児江くんの実は非モテな原因の一つだと思う）

　あたしが答えに窮きゆうしていると。

「今晩はうちに来るよ─────っ！」

　可児江くんとの会話に割って入ってきたのは、同どう僚りようのシルフィーだった。

「おお。シルフィーか。もう決まってるのか？」

「うん！」

　にっこり笑ってシルフィーが答える。いや、決まってないでしょ。あたし初耳だよ。

「サーラマ。いや？」

「え。いや……ってわけじゃないけど」

「じゃあ決まり！　今晩はあたしのお宅拝見！　緊きん張ちようするけど、弛し緩かんします！」

　どっちなんだよ。

「そうか。じゃあ頼んだぞ。ちゃんと休むようにな」

「任せて！」

　シルフィーはビシっと親指を立てた。




　風の精せい霊れいシルフィー。

　この子が同僚の中で、いちばんわからない子だったりする。シルフィーは壊かい滅めつ的にコミュニケーションがとれないタイプだ。言動が不思議すぎて理解に苦しむ。

『おはよー』と言ったら『ライオン製薬！』と答えるし、『ライオン製薬？』と言ってみたら『おやすみまで！』と答える。

　本番前の楽屋で、持ち込んだ花火をいきなり点火、回転しながら『炎ほのおのコマ！』とか叫んだりする。

　正直、最初のころはドン引きだった。

　申し訳ないんだけど、お脳の方がいろいろ残念な子なんだと思うしかなかった。

　なんだけど──

　実は決してバカではないらしい。

　日ひ頃ごろのメッセやチャットにもちゃんと返事はしてくる。内容は不思議だけど、少なくとも日本語にはなっている。というか、やたら難しい単語まで平気で使う。

　しかも運動神経は最強レベル。ダンスもうちらの中でピカイチだし、なにをやらせてもとんでもなくうまい。いつも陽気でハイテンション。

　さらにスタイル抜ばつ群ぐん。つかスーパーモデル級。きらっきらのプラチナブロンドで、しかもいすずちゃんや映えい子こちゃんに匹ひつ敵てきする巨きよ乳にゆう。私服も別に変じゃない。ちゃんとかわいいし、だらしなくなんてない。

　休み時間にノーパソで動画編集のソフトなんかもいじってるんだけど、これが英語版オンリーのバージョンだったりするし、メールをちらっと覗のぞいてみたら、なんかよくわからないロシア語みたいなので返信を書いてたりする。

　まあ少なくとも理解できるのは、シルフィーがあたしたち同僚のことを好きなのだということくらいか。

　あたしやコボリーやミュースが冷たくすると、この子は露ろ骨こつに落ち込む。しゅんとする。あわててフォローすると、たちまちしゃきっと元気になる。そしてニコニコしながら、なんの脈みやく絡らくもなくお菓か子しを差し出してくる（こないだは京都の生なま八やつ橋はしだった）。

　たぶん天才タイプなのだろう。いい子なのも確かだ。少なくとも、この子については『不思議ちゃんなあたしってかわいいでしょー？』とか、そういう計算はまったくない。ありえない。

　えー、つまり。要するに。ただの変人だ。それがまた疲れるわけなのだが。

　その晩も強きよう烈れつだった。

　シルフィーは甘あま城ぎ市内の古い安アパートに住んでいた。築三〇年以上だろうか。鉄骨の階段がギシギシいって、共通廊ろう下かに洗せん濯たく機きが置いてあって、一部屋１ＤＫくらいの、そういうアパートだ。

　問題はその安アパートの郵便ポスト、その全六室の宛あて名なが『しるふぃー』のみだったことなのだが。

　郵便ポストを全部チェックしているシルフィーに、あたしは半信半疑でたずねた。

「ぜ、全部借りてるの!?」

「うん！」

「六室、全部？」

「うん！　便利だよ！」

　わけがわからない。

　たとえ安アパートだとしても、この辺の相場なら家賃は一室四万くらいだろう。それが六室。つまり二四万円!?

「そんな家賃むりむり！」

　シルフィーは笑いとばした。

「いろいろあってねー。家賃は全室で三万ペソなのさ」

「ペソとか言われても」

　つまりいくらなのよ？

「それより気をつけて！　部屋の中！」

「え？」

　二階のいちばん端はしっこの部屋に入る前に、シルフィーが言った。

　そーっと、慎しん重ちように安やす普ぶ請しんのドアを開ける。室内には、ドミノがずらりと並んでいた。

　そう、ドミノだ。

　何百、何千のドミノ。

　歩くスペースなんて、ほんのちょっとしか残っていない。数百個置きにストッパーは置いてあるけど、それだって頼たよりないものだ。

　キッチンもリビングも、びっしりとドミノ。しかもアパートを改装したのか、隣りん室しつや下の階ともつながっているみたいで、そちらにもドミノがず───っと続いている。

「ドミノ？　なぜドミノ？」

「いま挑ちよう戦せん中」

「いやだからなぜ？」

「ふふふ。挑戦こそがわが人生よ。わからないかなー、サーラマくん」

　人差し指を突つき立てて、ちっちっと不敵に舌を鳴らす。

「えーと、つまり挑戦なわけね？」

「その通り！」

「ちなみにいくつ？」

「三万個！」

　聞けば一ヶ月以上前から、毎晩こつこつ、こつこつとドミノを並べて来たらしい。ぱぱっとググってみたら、いまのドミノ倒たおしのギネス記録は三二万。シルフィーの挑戦ではとうてい及およばないレベルなんだけど、個人だったらかなりすごい。

「うん。まあ。がんばれ」

「がんばる！」

　びしっとＶサイン。

　それからすぐに寝ねることになった。食事はシルフィー行きつけのお好み焼き屋、入浴は近所の銭湯に寄ったので、たしかにあとは寝るしかない。でも真の理由は、キッチンもユニットバスもドミノで埋うめ尽つくされていたからだ。

「つか、どこで寝ればいいの？」

　寝るスペースさえ、この部屋にはない。布ふ団とんやマットをはずしたベッドの上さえ、数千のドミノが占せん拠きよしている状態なのだ。

「あそこ」

　そのベッドの上に、ハンモックが宙づりになっていた。壁かべと壁との間にぴーんと張ってある。わずかな隙すき間まと足場を使って、あのハンモックに入って、空中で寝ろと言ってるらしい。

「ごめん、あたし漫まん喫きついくわ」

　するとシルフィーはたちまち涙なみだ目めになった。

「ハンモック、嫌きらい？」

「いや嫌いじゃないけど。っていうかそんなので寝たことないし」

「ハンモック、楽しいよ？」

「ええ？　うーん。もしかしたら楽しいのかもしれないけどね？　普ふ通つう、安あん眠みんは無理っしょ？　あたし、かなりヘロヘロだし！」
















「倒してもいいから」

「ど、ドミノを？」

「うん。倒しても大だい丈じよう夫ぶ。怒おこらないよー！」

　それはありがたいけど、だからって倒したくないよ！　あたしがあのハンモックから落ちたら、大だい惨さん事じだよ！　ストッパーはあるから、このアパート全部のドミノは全ぜん滅めつしないでしょ。でもたぶん、シルフィーの二～三日分の努力はパーになる計算だよ、これ！

　シルフィーはうるうるとこちらを見ている。

　あたしはただ困こん惑わくしている。

「ハンモック……いいよ？」

「う……うん」

「ハンモック……すてきだよ？」

「そ……そう」

　一分くらいはそんな状態が続いただろうか。このまま放ほうっておいたら、ほとんど切腹みたいなノリで、彼女はドミノを全部ぶっ倒してしまうのではないか──そんな不安まで脳のう裏りをよぎった。

　いや、シルフィーはそういうタイプじゃないとは思うんだけど。でもなんか、そんな気分になった。いろいろズレまくってるけど、この子の善意はたぶん本物だから。

「あー…………うん。寝るよ」

　あたしは根負けした。

「ハンモック？　案外、いいかもしれないし」

「やった──────っ!!」

　飛び上がって喜ぶシルフィー。その振しん動どうでドミノが五〇〇個くらい倒れた。ストッパーのおかげで被ひ害がいは止とどまったけど。

「だいじょうぶ！　だいじょうぶ！　平気！　平気！」

「でも、なんか、ごめん……」

「平気だってー！」

　本当にダメージゼロな感じで言ってくる。だけどシルフィー的には、深夜もドミノを並べる作業があるということで、あたしが先に寝ることになった。

　ハンモックで。

「セーダム・ビーラ・ナル・マフサ・バジラーノ・メヌ・ヤーゲ」

　深夜。ひとつひとつ、ドミノを並べながらなにかの呪じゆ文もんを唱えているシルフィー。あたしはぶらぶらとハンモックにくるまれて、空中で眠ねむろうと努力する。

「エド・ラーナム……」

　超ちよう気になる。

　宙づりの空中で、こんな言葉が聞こえてきて、平気なわけがあるだろうか!?

　ところが。それが案外、平気だった。

　ハンモックも平気。

　というかむしろ、ここ数日ではいちばんぐっすり眠れた。ふわふわ。ぶらぶら。その振動のおかげで、あっという間にうとうとできた。

　おそるべし、ハンモック！

　捨てたもんじゃないよ！　ハンモックの寝ね心ごこ地ち、最高だよ！

　まあ、朝に目をさましたら、寝ぼけてハンモックから落っこちて、真下のドミノに壊かい滅めつ的打だ撃げきを食くらわしてしまったのだけど。

　数百個はやってしまったかもしれない。

　だけどシルフィーは文句ひとつ言わずに、

「また並べれば大丈夫！」

　と笑ってくれた。ちょっと涙目だったけど。

　本当にいい奴やつだなあ、シルフィー。でもドミノに挑戦中ならあたしを呼ぶなよ。

「今夜も泊とまる!?」

　いや、それはさすがにごめんこうむります。




　ハンモックのおかげで寝不足は改善できたけど、その日は半日ほど休みをもらった。新居を探す必要があったからだ。

　数日前からネットの賃ちん貸たい情報はテキトーに見み繕つくろっておいたので、あとは不動産屋に連れん絡らくして目当ての物件を見て回るだけだ。

　甘城市を中心に、五件ほど見た。家賃六万から七万くらい、１ＤＫから１ＬＤＫ。まあまあいい物件もあったけど、微び妙みようにピンとこなかった。さすがに一階はイヤだし、二階でいい部屋もあったんだけどそこは大家がうるさそうだし、古い五階の部屋はエレベーターがないからキツそうだし──てな調子である。

　検けん索さくからやり直して、また来週に部屋探ししようかなあ、と思いながら甘ブリに向かう。夕方の公演に出るためだ。

　楽屋に入ると、最初にミュースに会った。

「あ……」

　気まずい沈ちん黙もくがあった。

　あの日に泊まるのを断られてから、あたしたちはちょっとぎくしゃくしている。会話も挨あい拶さつも最低限。ミュースの方からは声をかけてくるんだけど、あたしが素っ気なくしてる。

　ガキっぽい？

　はいはい、そうですよ、すみませんね！　スネてるんですよ！

　っていうかこっちも気まずくて、どんな顔したらいいのかわからないのよ！

「さ、サーラマ。不動産屋さん行ったんでしょ？　内見、どうだった？」

「うん。微妙だったかなー」

「そう……じゃあ、まだ決まらない感じ？」

「んー。またあちこち探して、来週見にいくつもり」

　たいした用事もないのに、スマホをいじりながら答えてしまう。こういうときのあたしのスマホは、無関心を装よそおうツールみたいなもんだ。画面を親指でなぞってるだけで、なぜか気持ちが落ち着くのだ。

　失礼なのはわかってるんだけど……。

「サーラマ……。あ、あたしもね？　いろいろ、お部屋探してみたの。となりの市なんだけど、けっこういい物件があって……」

　なんか、イラッとした。

「別にいいって」

「でも、でも──」

「ガキじゃねーんだから。ねぐらくらい自分で探せるっての」

「あ……うん」

　ミュースは黙だまり込んだ。

　自分でも最悪だと思うよ。でもこの時はそう思っちゃった。

（泊まる場所がなくてフラフラしてるあたしを見てて、落ち着かないんでしょ？　さっさと部屋を見つけてもらって、自分の後ろめたい気分をすっきりさせたいんでしょ？

　だったらほっといてよ。いまさら親切顔されても、正直ウザいだけだから）

　そんなことまで、口に出して言いそうになった。でも幸い、その前にコボリーとミュースが楽屋に入ってきて、話はそれきりになった。

　その後の公演は──普通のお客さんからみたら気づかなかっただろうけど、本当のところはかなりグダグダで息が合わなかった。




　公演が終わって閉園時間になると、楽屋にラティファさまが来た。モッフル先せん輩ぱいといすずちゃんも一いつ緒しよだ。

「聞きましたよ、サーラマさん！」

　と、お姫ひめ様は握にぎり拳こぶしで言った。

「なんでもお宅が火事で全焼だとか。もっと早く知っていれば、わたしもお力になれたのに。みんな教えてくれないんです。もう！」

「え？　あ……うん」

「お部屋がないそうですね？　でしたら、わたしのところにお泊まりください。ええ、大丈夫です！　何日でも、何ヶ月でもかまいませんから！」

　姫様は目が見えないから、視線はあたしに合ってないんだけど、それでも力強い表情だった。

　ラティファさまは、これまたすごくいい子だ。しかも彼女はメープルランドの王族で、お城の立派なお部屋に住んでるわけで。あたしのマンションが炎えん上じようしたと聞いたら、こう言ってくれるのはむしろ当然のことだった。

　問題は、モッフル先輩やいすずちゃんが困った顔をしていることだ。察するに、きょうのきょうまであたしの火事のことを、ラティファさまに知らせていなかったっぽい。

「サーラマ。ちょっとこっち来るふも。いいから来るふも」

　モッフル先輩が手招きするのに従って、あたしは部屋を出て行った。廊ろう下かで二人きりになると、モッフル先輩は言った。

「すまないんだけど、このお誘さそいは断ってほしいふも」

「はあ。かまいませんけど、なぜです？」

「きりがなくなるからだふも」

「…………？」

「ラティファはああいう子だからね。だれかが困ってると、放っておけないふも。ああしておまえを何ヶ月でも泊まらせると言ったのは、たぶん、本気ふも」

　まあ、そうなのだろう。なにしろあの子は本当にいい子だから。

「だけど、これをやり出すときりがないふも。ラティファに泣きつけばどうにかなるという前例を作ると、厄やつ介かいになる」

「ええ？　でも、あたし、そこまで甘える気なんてないですよ？」

「うん。それはわかってるふも。だけど、うちにはもっとダメな奴らが──」

「みー！」

　そのときティラミー先輩が部屋に踏ふみ込んできた。

「ラティファさま！　ボク、おうちが水害でダメになっちゃったんだみー！　だから泊めて？　泊めて？　大だい丈じよう夫ぶだみー！　おなかをさすれなんて、絶対に言わないんだみー！」

「え？　あの、あの……」

　困こん惑わくするラティファさま。続いてマカロン先輩がやってきて叫さけんだ。

「僕も困ってるろん！　養育費のせいで家賃が払はらえないなんて、悪質なデマなんだろん！　だけど光熱費とか、いろいろ苦しいろん！　ラティファさま！　どうか僕も泊めてほしいんだろーん！」

「え？　あの、その……」

　さらに困惑するラティファさまのもとに、今度はワニピー先輩がやってきた。

「聞いたっぴー！　家賃ゼロ円、ロリロリなロイヤルギャルが付いてる超ちよう絶ぜつ物件があるってのは、ここだっぴー!?」

「あの、あの。ちょっと……」

「あわれなボクを助けて欲しいんだみー！」

「家賃、肩かた代がわりしてくれるなら大人しく帰るろん！」

「なんでもいいから添そい寝ねを所しよ望もうするんだっぴー！」

　ラティファさまはひたすら困ってる。そこでモッフル先輩が言った。

「いすず。やるふも」
















「了りよう解かいよ」

　いすずちゃんがマスケット銃じゆうを構え、ティラミー先輩、マカロン先輩、そしてワニピー先輩を手て際ぎわよく射殺した。

「こんな調子ふも」

　ぐったりしたティラミー先輩たちの遺体を見下ろし、モッフル先輩は言った。

「きりがなくなるというのは、こういうことふも。慈じ悲ひ深ぶかい王族なんてのはね、こういうアホどもにはカモ同然なんだふも。だからケジメはきっちりつける。お泊まりはなしふも。さあ、解散、解散」

「ええ？　おじさま！　そ、それはさすがに……」

　ラティファさまが抗こう弁べんする。

「サーラマのことなら気にするなふも。これまでもいすずやコボリー、シルフィーのうちに泊まってるんでしょ？」

「ええ。泊まり歩いてるみたいよ」

　と、いすずちゃんが言う。

「だったらあとしばらく、どうにかなるふもよ」

「そうですか……。では、サーラマさん、すみません」

　姫様もぺこりと頭を下げてくる。

「あ……うん。別にいーけど」

　といいつつ、正直残念な気分だった。

　ラティファさまの居室はすごく広いし、きれいだし、寝る場所なんかいくらでもあるし、職場から近いし（というか職場のど真ん中だし）、いいことずくめだ。しかも姫様はやさしいしおとなしいし、コロッケへのこだわり以外は変人じゃないし、ゆっくり、ぐっすり眠ねむれるかもなあ、なんて思ってたのに。

　あー、しょうがないなあ。もうこうなったら、火事の日に考えた通り、漫まん喫きつでも泊まるしかないか……と覚かく悟ごしたところで、ふらりと可児江くんがやってきた。

「なんだ、騒そう々ぞうしいな。地下まで銃声が聞こえてきたぞ……」

　手には書類の束。たぶんラティファさまかいすずちゃんあたりと、経営の話でもあったのだろう。

「なにがあったんだ？」

「ええ。実は……」

　いすずちゃんが事情をかいつまんで話すと、可児江くんはうなずいた。

「なるほど。ふむ……」

　顎あごに手をあて、考える。目線がちらちらっと動き、最後にあたしをじっくり観察する。こういうときの可児江くんは、ちょっとこわい。なんか、ものすごーく深い思案をしているのだ。あたしより年下のはずなのに、全部お見通し、という感じで。

「ところでミュースはどうしているのだ？　どうせなら、今夜はあいつのところに厄介になればいいではないか」

「え？　えーと……」

「仲はいいんだろ？」

「そ、それは……」

「ええい、面めん倒どうくさい。俺が連れん絡らくしてやる。ほら」

　可児江くんはすぐさまスマホを取り出して、ミュースに電話する。あたしが止めるヒマさえなかった。

「……ミュースか？　俺だ。実は今夜、サーラマが泊とまるところがないそうなのだが。おまえのところはどうなんだ？　……いや、大家なんてどうでもいいだろう。ふむ……ほう……ふむ……」

　ミュースが電話の向こうで何かを言ってるけど、内容は聞こえない。

「なんだかウダウダ言ってるようだが、そんなのは知らん。いいか、泊めろ。泊めるんだ。……ああ？　それとも、俺の頼たのみが聞けないのか？　だったら上等ではないか。次の企き画かく会議はキッツイことになるのを覚悟するのだな！　おまえの提案なんぞ、全部ボツになるかもしれんが？　おお、困ったな。うーん、こわい、こわい！　大おお恥はじをかくことになるんだろうな！」

　ひどい。

　支配人代行の権力を前面に押し出して、渋しぶるミュースに無理矢理あたしを押しつけようとしている。可児江くんは、こんなことをするタイプの人じゃないと思ってた。見み損そこなったよ！

　なのにいすずちゃんもモッフル先輩も、それどころかラティファさまも、黙っているだけだ。とがめも諫いさめもしない。それもショックだった。しょせんは可児江くんの言いなりってわけ!?

「ちょ……可児江くん……！」

「うるさい。……とにかく頼んだからな。これから行かせるから、近所まで迎むかえにこい。支配人命令だ！　以上」

　一方的に電話を切った可児江くんに、あたしは猛もう抗こう議ぎした。

「信じらんない。なに勝手なことやってくれてんの!?　これパワハラじゃん！」

「そうだな、パワハラかもしれん」

「あたしそんなこと頼んでねーし！　つか最悪！　困ってるじゃん、ミュース！　あたしのせいで！　なにやってくれてるわけ!?」

「俺がなにをやっているか、だと？」

　そう言って可児江くんはあたしの顔をのぞきこんだ。不敵な笑えみ、とでも言うのだろうか。冷たい無表情のはずなのだけど、なぜか彼が笑っているように見えた。

「もちろん仕事だ。気にくわないなら、辞表でも書いてこい。明朝九時までにな」

「そっ……」

「話は以上だ。モッフル。おまえが送れ」

「了りよう解かいふも」

「千斗は残れ。ラティファと予算の相談がある」

「了解よ」

　モッフル先輩もいすずちゃんも、不平ひとつ言わずに従った。ラティファさまも、真ま面じ目めな顔だけど何一つ言わずにうつむいている。

「ほら、サーラマ。来るふも」

　呆ぼう然ぜんとしているあたしの腕うでを、モッフル先せん輩ぱいがぐいっと引っ張った。




　社用の軽自動車で、モッフル先輩が送ってくれた。

　あのずんぐりむっくりの体型で、どうやって車を運転するのかは謎なぞなのだけど。助手席からだと、足がペダルに届いてるのか見えない。あんまりキョドるのもみっともないから、あえて考えないことにした。

　しかも運転が──うまい！　加速と減速がすごくスムーズ。すうーっと走り出して、静かに信号で停止する。車線変へん更こうもきわめてスマート。助手席に座っててもストレスゼロ。もっと荒あらっぽい運転をするタイプだと思ってたのに。なにこの紳しん士しっぷり。

「まあ、あれふもよ」

　パーク前の都道をしばらく走ってから、モッフル先輩は言った。

「実は西也、いすずから全部事情聞いてるふも」

「それって？」

「事実関係だけだよ。邪じや推すいは一いつ切さい抜ぬきだふも」

　要するに、あたしが焼け出されたあと、一度もミュースのうちに厄やつ介かいになっていない、という事実のことなのだろう。

「それで西也はあえて、ああいう横暴なパワハラやったんだと思うふも。でも、ぼくもいすずもラティファも、みんなお見通しだったから。あいつの芝しば居いも大したことないねえ」

　ああ。やっぱりそういうことですか。

　可児江くんはあえて汚よごれ役を引き受けた、と。強ごう引いんにあたしとミュースを引き合わせて、問題を解決しようとした、と。

　はいはい、立派ですね！　優やさしいお心こころ遣づかいですね！　涙なみだが出てきますよ！

「……バッカみたい」

　そういう風に恩を売られるのとか、マジでしんどいんだけど。あたしそんなにバカじゃねーし。つか余計なお世話？

　あー、ムカつく。ほっといてよ。

「もっふ。バカみたい、か。言うと思ったよ。でもまあ、あの処置に根こん拠きよがなかったわけでもないふも。なにしろ……」

「なにしろ、なんです？」

「火事のあと、最初にいすずんちに泊まったでしょ？　あの電話のとき、実はぼく、いすずのそばにいたふもよ」

「はあ」

「ちょうど会議のあとでね。ランディやゲンジュウロウとダラダラ世間話をしてたら、資料を片づけてるいすずに電話がかかってきて……。あの電話、ミュースからだったふも」

「？」

「なんか、ちょこちょこ話してたけど。察するに、あれはミュースがいすずに『サーラマを泊めてやってくれ』と頼んでたんだと思うふも」

「え……？」

　ミュースが？　あの晩、いすずちゃんに？

「もっふ。電話を切ったらね。いすず、すぐにおまえにかけたふも。『うちに来い』って。だからたぶん、間ま違ちがいないふもよ」

「ええ？　そう言われても……」

　どう解かい釈しやくしたらいいのか、困る。

　ひょっとして、その次の日からコボリーやシルフィーが誘さそってくれたのも、同じ流れだとか？　ミュースがみんなに頼んでたの？

「もっふ。だっておまえ、友達いないでしょ」

「ええ？　別にいくらでもいるけど……」

「うそつけ。しかも『あたし友達いっぱいいるから、泊まるところなんか困ってないし！』とか同どう僚りようにも言っちゃうような面倒くさい奴やつでしょ？」

「はあ？　意味わかんねーし」

　すみません。正解です。

「ふん、言ってるがいいふも。ぼくみたいなナイスな紳士は、おまえの虚きよ栄えいなんぞ鼻で笑っておしまいだけど、コボリーやシルフィーは違うふも。あいつらは真に受けてるでしょ」

「む……むむ……」

「だからミュースが心配して『誘ってあげて』と声をかけたとしても……これはごく自然なことだふも」

「…………」

　なにそれ。あたし、みっともなくない？　なんか、超ちようみじめな気分なんですけど……。

「もっふ。かっこ悪いねえ。サーラマさんのクールなイメージ、台無しだねえ」

「お……大きなお世話だっつーの……」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　みんなが気を遣つかってくれてたのに、あたしときたら、なんだ。

　情けない。超情けない。

「もっふ。その屈くつ辱じよくにゆがんだ横顔。たまらないふも。ぼくだけの楽しみとして秘密にしてやるふも」

　うるさい。死ね、クソネズミ。

「なにその反はん抗こう的な涙目？　『うるさい。死ね、クソネズミ』とか思ってるふもね？」

「そ、そんなことないですよ」

「いいや、絶対そう思ったふも！」

　聖せい跡せき椿つばきケが丘おか駅近くの交差点で、ていねいにステアリングをきりながら、モッフル先輩はため息をついた。

「……ともかく。ミュースがおまえを泊めない理由、ぼくは知らないふもよ。ウダウダやってないで、本人に聞けよ、という話ふも」

「そう言われても……」

「だって、おまえら親友ふも？」

　ずばり言われて、あたしはうつむいた。顔から火が出る思いだった。

「違うふも？」

「そういうわけでは……」

「どっちなんだふも」

「そ……それは。あたし的には……そうだといいな……というか……」

「じゃあ聞け。これ以上、ぼくらを煩わずらわせるんじゃねえふも」

「別に頼んでねーし……」

「ふん」

　郊こう外がいのネオンが流れていく。視界の片かた隅すみでまたたく信号と街灯。あたしは運転席のモッフル先輩をまともに見ることができなかった。

「あの……モッフル先輩」

「なんだふも」

「それはいちおう、なんつーか……先輩の親切心ってこと？」

「うん。おもにミュースへの親切だけど。一割くらいはおまえへの親切でもあるふも」

「あーはいはい。ありがとうございますね……」

「なにその投げやりなお礼。『はい』は一回にするふもよ！」

「はいはい……」

「わざといったふもね!?　あー、むかつく！　死傷率が一番高いの、助手席だって知ってる!?　ぼくのハンドル操作一つで、おまえの命は……」

「もういいから。待ち合わせ場所、すぐそこですよ」

　駅近くの大通り、よく目立つコンビニの前で、私服姿のミュースが待っていた。ぶかぶかのＴシャツにぴっちりのショートパンツ。かわいい……。

　ミュースはこちらの車に気づいて、一いつ生しよう懸けん命めいに手を振ふっていた。

「おお。あそこふもね。……あとサーラマ、いまの話ツイートするなよ？」

「しませんよ。するわけないでしょ!?」

「いや、おまえならやりかねないふも。『職場の人間関係でモッフルから説教された。上司顔マジでウザい』とか」

「しねーっての……！」

　さすがにそこまで恩知らずじゃないよ！

　そもそもあたしのスマホのバッテリー、あと一二パーセントだし。

　あ、でも──

　五〇パーセント以上だったら、ちょっとぼやかして書いたかもしれない。




　あたしを降ろしたモッフル先輩の車が遠ざかってから、ミュースは言った。

「サーラマ……絶対、だれにも言わないでね？」

　あいさつもなにもない。いきなり最初の一言だった。

「い、言わないって……なにがよ？」

「うまく説明できないんだけど。とにかく、だれにも言わないで欲しいの」

　もともと最近、ギクシャクしてた間あいだ柄がらだし、あたしもどう反応したらいいのか困っていた。

　正直、今夜なんかは会ったとたんにキッツいイヤミの一つや二つくらいぶつけられるんじゃないかと思ってた。なにしろ、可児江くんのゴリ押しでこういうことになったわけなんだし。

「あたし……下宿してるの」

「それは聞いてたけど」

「たまにあるでしょ？　普ふ通つうの家なんだけど、二階の一部分だけ女の子に貸してるような、そういう……」

「あー、うん。あるよね。大家も借り主も安心できるような、そういう物件」

「そう。家賃もかなり安かったし……。いろいろ助かるの。そういう部屋」

　夜の住宅街を歩きながら、切実な声でミュースは言った。

「それがなんで秘密なわけ？」

「その大家さんね……？　お医者さんなの」

「そ、そう」

　それのなにが問題なわけ？　立派な仕事じゃない。

「あ、でもあたしは別に患かん者じやとしてお世話になってないよ!?　一度も！　ホントに！　……だけどだけど、いろいろ誤解されそうっていうか、恥はずかしい……っていうのも大家さんに失礼なんだけど、とにかく違うの！　そのあたりのことを、察して欲しいの！」

「なんだか、わけわかんないんだけど……」

「とにかく秘密にしてね？　絶対、だれにも言わないでね？」

「言わないよ……」

　つーか、言うわけないじゃない。

　そこまで信用されてないのか、と悲しくなってくる。あたしがため息をついていると、

「で、ここがその下宿なんだけど……」

　と、ミュースが立ち止まった。うつむき、耳まで真っ赤になっている。

　ようやくあたしはその病院に気づいた。鉄筋コンクリート造りの、大きな家。入り口が三ヶ所ある。ひとつは住人用の玄げん関かん。もうひとつは下宿人用の玄関。そして──三つめは病院の玄関。

　その病院の看板には、こうあった。




『椿ケ丘肛こう門もん科』




　あたしはあっけにとられた。

　肛門科……？

「何度も言うけど、ホントに患者じゃないからね？　絶対！　絶対ちがうからね!?　同じ家に住んでるだけで……ってサーラマ、なんで黙だまってるの？　ひいた？　ねえ、ひいたの!?　ひいたんだよね!?　でもホント違うの！　なにか言って！　ねえ、お願い！」

　ミュースが涙なみだ目めですがりついてくる。

「いや……いろいろ納なつ得とくしたわ……」

「え。それどういうこと!?」

　そりゃ、言えんわ。

　すさまじい脱だつ力りよく感かんがあたしを襲おそった。この数日間のモヤモヤは、いったい何だったのか。

　肛門科か。

　そりゃ、言えんわな。

　あたしだって、ミュースの立場だったら言えない。これは無理だ。

「いや。ただ『ああ、なるほど』って思っただけだよ」

「そ、それダジャレだよね!?　うまいこと言った感じなの!?」

「ちがうってば！」

「でも、でも……！」

　ダジャレじゃないよ！　偶ぐう然ぜんだよ！　不ふ可か抗こう力りよくだよ！　あと、あんたがそういうネタに反応するのはやめてよ！　ホントやめて！　泣きたいのはむしろこっちだよ！

　まあ泣き笑いというか、そんな気分だけど。

「サーラマ……嫌きらいにならないで！」

「なるわけないでしょ!?　っていうか近きん所じよ迷めい惑わくだから。ほら、入ろうよ。ね？　ね？」

「うん……ホントごめんね……」

「つか、なんであんたが謝るわけ？　やめてよ」

「でも、でも……」

「もう全部わかったから」

　そう、全部わかった。ここ何日かで、いちばん晴れやかな気分になったくらいだ。

「あたしこそ、ごめんね」

「でも……」

「ほら、入ろ！　はやくはやく！」

「う、うん……」

　もたもたしながら、ミュースが下宿人用の玄関に入っていく。

「はあ……」

　あたしはため息をついてから、ミュースの後に続いた。




　ミュースのお部屋はほどほどの広さで、とても清潔。敷しいてもらったお布ふ団とんもふかふかで、すばらしい快適さだった。

　シャワーを借りて出てきたら、ベッドでミュースがすやすや寝ねてたから、その姿をばっちり撮さつ影えいさせてもらった。やばい。余よ裕ゆうで死ねる。

　スマホの撮影アラーム音を聞いて起きちゃったミュースに、『むにゅ……もう、やめてよー』なんて組み付かれちゃったりもして、至福の時間が過ぎていった。

　あらためて寝る前には、がっつり恋れん愛あいトークやら人生トークやらもできた。あと夢にまでみた、『ミュース、もう寝ちゃったの？』につづく静かな寝息のコンボまで堪たん能のうさせてもらった。

　翌朝に起きたら、外ですずめがチュンチュン鳴いてて、ミュースが味み噌そ汁しる作ってた！　薄うす手での部屋着にエプロンつけて、『おはよ、サーラマ。朝ごはん、もうすぐできるからね！』とか言いやがった。
















　なにこの嫁よめ！　あたしを殺す気かよ！

　まあ、その朝までずっと、あたしの方はするーっとクールに『うん』だの『ありがと』だのと繰くり返してただけなんだけど。

　出勤のときは、玄関前でたまたま出会った大家さんにあいさつした。優やさしそうな老婦人で、あたしに『いつでも来てくださいね』と言ってくれた。感激。ミュースは気軽に『じゃあ行ってきます、おばあちゃん！』だとか言ってた。親しいのね。

　でも、あのおばあさんが肛門科か。

　なぜか大人になった気がしたよ……。








（おしまい）









　　　腐くさってばかりじゃないんですよ？







　土の精せい霊れいコボリーです。

『（アクワーリオ改め）エレメンタリオ』で働いています。

　みなさんは妖よう精せいの存在を信じますか？

　はい。信じるもなにもないですね。わたしやミュースさん、サーラマさん、シルフィーさんはみんな元素の精霊ですし、モッフル先せん輩ぱいたちはそれこそ魔ま法ほうの国から来た妖精さんなのです。

　ところが最近、うちのパークでは従業員キヤストの間で、妙みような噂うわさが広まっているようなのです。

　どうもこのパークには、妖精さんがいるらしい──

　意味がわかりませんね。だって、現にいるわけですから。みんな額に汗あせして働いてるんですから。わたしもその話を初めて聞いたときは、頭の上に『？』なんて漫まん符ぷが浮うかんだくらいです。

　いってみれば普通の会社で、『どうもこの職場には人間がいるらしい』と言われたようなものです。

「いやいや、嬢じようちゃん。そんな妙な顔をするんじゃねえって」

　と、わたしに言ったのは施し設せつ部長のレンチくんさんです。勤務中の休きゆう憩けい時間、地下通路の一角で世間話をしていたときのことでした。

　わたしとレンチくんさんは、特別親しい間あいだ柄がらというわけでもないんですが、なぜか顔を合わすことが多いのです。エレメンタリオの施設のことで相談するときも、だいたいわたしが窓口になってますし。そのときも、自然に休憩所で缶かんコーヒーを飲んでいたレンチくんさんにあいさつした流れでした。

「『妖精さん』ってのは、ほれ、言葉のあやよ。どでうーにも得体のしれねえ何かが、いるんじゃねえのかってぇことでえよう」

　べらんめえ口調というのでしょうか。レンチくんさんはいつもこんな調子でしゃべります。大きなレンチに手足が生えて、ねじり鉢はち巻まきをした職人気質かたぎの方です。パークのいろいろな施設──電気に空調、上下水道、音おん響きようや照明など、なにからなにまで面めん倒どうを見てくださっている、とても頼たよりになるおじさんでして、あの可か児に江えさんですらちょっと頭が上がらないくらいです。

「得体のしれないなにか、とおっしゃりますと……」

「それがわからねえから、とりあえず『妖精さん』って言ってんじゃねえのかい？　あちこちで、どでうーにも説明がつかねえことが起きてるってえ話でよ……」

「グレムリン的なものですか？」

「なんでえ、そりゃ」

「地上人の皆みなさんの伝説で、機械とかにいたずらをする悪い妖精のことです。第二次世界大戦の爆ばく撃げき機とか。正体不明の故障などは、グレムリンの仕し業わざだとよく言われていたそうです」

　レンチくんさんはきょとんとしました。

「妙なもん知ってるな、嬢ちゃん」

「いえ……」

「うん、だが……そんなようなもんかねえ。妖精のいたずらなのは間ま違ちがいねえし。ただし悪さはしねえんだ。その妖精さんは……いいことばかりするってえ話でよ」

「はあ。そうなんですか」

　逆グレムリンということでしょうか。いいことをする妖精さん。それなら結構なことなのでは。

「実は俺もよ、ひとつあってな。ありゃあ、『妖精さん』の仕業じゃねえのか、ってのがよう」

「見たんですか？」

「いいや。見ちゃあいねえ。あれは……ほれ、三月ごろのことよ。第二パークのスタジアムあんだろ」

「はい。ありますね」

　もちろん、知っています。あのスタジアムでサッカーの臨時試合を催もよおしたおかげで、うちのパークは最低動員数を達成して、こうして生きながらえているのですから。いまでは第二パークの敷しき地ちごと、モルマートという巨きよ大だい企き業ぎように売ばい却きやくされてしまいましたけど、あのスタジアムはある意味、甘あまブリの救世主です。

「あのスタジアムでサッカーやったときのことなんだけどなあ……。どうも腑ふに落ちねえことがあってよ」

　レンチくんさんのお話では、こうでした。

　あのサッカー試合の直前、実は照明装置に問題が起きていたのだそうです。徹てつ夜や作業明けの早朝に、スタジアムの照明が落ちてしまって、それきりウンともスンとも言わなくなってしまって……。

　もちろんレンチくんさんやその他のスタッフは、必死に原因を調べたそうなんですが、古い施設ですし、これがなかなか思うようにいきません。そうこうしているうちに、パークは開園。サッカーの試合開始まで、残すところ八時間となってしまったそうです。

「そんなこともありましたね……」

「まったく、あのときは冷や汗もんだったぜ。昼前になって、ようやく制せい御ぎよ室のＰＣが原因だってわかったんだけどよ……」

　そのＰＣがものすごく古い機種で、レンチくんさんでも手に負えなかったのだそうです。

「Windowsじゃねえんだ。ＰＣ‐98だぞ？　お嬢ちゃん、知らねえだろうなあ」

「いえ。ＮＥＣのですよね？」

「お、おう……知ってたかい」

　WindowsのＰＣが普ふ及きゆうする前、日本ではそういう機種が広く使われていたのです。ＮＥＣのＰＣ‐９８００シリーズが圧倒的だった時代のことです。もう二五年くらい前のことです。

「制御装置作ったメーカーもとっくに潰つぶれてるし、そんな時代のＰＣをいじれる奴やつなんかどこにもいねえし……途と方ほうに暮れてたんだがよ……」

　レンチくんさんは遠い目をしました。

「三〇分くらいか。ちょいと席を外して戻もどってきたら、直ってたんだよ」

「はあ……」

「いや、ホントだって。二、三のコマンドと数字が書き換かえてあったんだよ。ライトの総数と定格出力の問題だったみてえで……テストのあと、古い電球を五〇個くらい取り替かえたから、そのせいだったんだなあ。だけどよ、そんな問題、俺以外に気づけるわけがねえんだ」

「それで、妖精さんですか」

「そうとしか思えねえんだ。不思議なこともあるもんだなあ……と。まあ、これはそういう与よ太た話よ」

「なるほど。不思議ですね」

　皮肉でもなんでもなく、ごく普ふ通つうに言ったつもりだったんですけど、どうもレンチくんさんは気分を害された様子でした。

「なんでえ、嬢ちゃん。ぜんぜん信じてねえだろ？」

「いえ、そういうわけでは」

「にしちゃあ、反応が冷てえんじゃねえのかい？」

「すみません。いつもこうなんです」

　ステージでは笑え顔がおを振ふりまいていますけど、普段のわたしはわりと無表情です。あとはサーラマさんやシルフィーさんの悪ノリに困こん惑わくしている顔が多いくらいでしょうか。

「ま、いいや。……おっさんの長話に付き合わせちまってすまなかったな」

「いえ。楽しいお話でした」

「ぜんぜんそうは見えねえんだけどなあ……。そんじゃ」

　レンチくんさんはため息混じりに行ってしまいました。




　同じ日に、同じ『妖精さん』の話を聞いたのは、千せん斗といすずさんからでした。

　一日の仕事が終わって、ほっと一息。ミュースさんたちとお別れしてから、社員食堂で焼き魚定食を頼んだところ、彼女を見かけたのです。いすずさんはすでに食事を終えて、お茶を飲みながらノートＰＣを操作していました。どうやらお仕事中のようです。

　いつものわたしなら、ちょっと離はなれた席にそそっと座って、目が合ったときに軽く会え釈しやくする程度にしたでしょう。でもそのときは、いつもの席にワニピー先輩が座っていて、近づきにくいムードだったのです。

　いえ、ワニピー先輩と仲が悪いわけではありません。

　ただ、ちょっと、気まずかったのです。

　先日、キャストの飲み会がありました。そこでたまたま同席したワニピー先輩を、サーラマさんがいじったりからかったりしました。わたしたち『エレメンタリオ』の四人の中で、だれがいちばん好みのタイプか……なんて話だったんですけど、酔よったワニピー先せん輩ぱいは、『強しいて言うなら……』とわたしのことをご指名されました。

　いえ、それだけです。

　その場で笑っておしまい。それくらいの、軽いトークでした。

　わたしはワニピー先輩を尊敬しています。長い間、こういうお仕事を続けるのは並なみ大たい抵ていのことではありませんから。わたしのような地味なタイプとしては、学ぶべきところの多い方です。

　だけど、正直、恋れん愛あい対象としては──うーん、すみません、ものすごく妥だ協きようすればアリな気もしますけど、基本はナシです。だって、お気に入りのアイドルに六ケタ単位で散財して、そのアイドルのお泊とまりが発覚しても徹てつ底てい的てきに擁よう護ごするような方です。しかも目が本気なんです。これは無理です。

　美形キャラばかりのマンガが好きなせいか誤解されがちなんですけど、実はわたしはリアルの方では面食いではありません。ルックスについては、ワニピー先輩はぜんぜんＯＫなのです。だというのに、残念なことです……。

　すみません。

　わたしごとき地味な精せい霊れいが、男性をつかまえてアリだのナシだの、傲ごう慢まんな発言でした。反省してます。以後、気をつけます。

　ともかく。

　その夜の食堂で、ワニピー先輩のそばに座るのはちょっと辛つらかったのです。

　だからわたしは先輩に軽く会釈して、いすずさんの方に移動しました。ごく自然な仕草でいけたのではないかな、と思ってます。ワニピー先輩だって、『ああ、いすずちゃんとお話しするんだっぴー？　オイラ、ちっとも気にしてないんだっぴー』とか思ってくださったのに違ちがいありません。深くうつむいて、フォークで何度も何度も、お皿の上のハンバーグを突つき刺さし続けていましたけど、きっと納なつ得とくしてくれています。

「コボリー。きょうはもう終わり？」

　と、いすずさんは言いました。ノーパソの画面からは、まったく目を離しません。

「はい。いすずさんはお仕事ですか？」

「ええ。求人広告を作ってるの。それがどうも、うまくいかなくて……。デザインもいろいろ工く夫ふうしているのだけれど。どうしてなのかしら……」

「見せていただいても？」

「ええ。忌き憚たんのない意見を聞きたいわ」

　いすずさんはノーパソをひょいとこちらに渡わたしてきました。ずりしと重い手て応ごたえ。古い機種ですから当然なんですけど、なぜこんなに軽々と持つことができるのでしょうか。あの重厚なマスケット銃じゆうでモッフルさんたちを折せつ檻かんするときも、この筋力が地味に役立っているのでしょう。

「…………」

　求人広告のデザインは、四月のものとほとんど変わりがありませんでした。

　よくいえば手て堅がたい作り。悪くいえば面おも白しろみがないというか……。

　特にキャッチフレーズも工夫がありません。『やる気のある人、大だい募ぼ集しゆう!!』とか。これでは労働環かん境きようの厳しい居酒屋のホールスタッフ募集みたいです。

「あの、失礼ですが。どこをいじったんですか？」

「それは……」

　いすずさんは自信がなさそうでした。

「……前は『やる気のある人を大募集』だったの。今回はもっとキャッチーな感じにしようと思って、『を』を削さく除じよしたわ。さらに思い切って、『！』を二つも付けてみた」

　つまり──

『やる気のある人を大募集』

　↓

『やる気のある人、大募集!!』

　──ということみたいです。

「が……がんばりましたね」

「ええ。でも、可児江くんやトリケンの反応が芳かんばしくないの。イラストも強化したのに……」

「イラストって、この未み来らいくんさんの顔ですか？」

　求人広告の片かた隅すみに、未来くんさんの顔イラストが入ってます。未来くんさんというのは、超ちようベテランキャストの妖よう精せいさんで、地球に手足の生えた感じの方です。ぶっちゃけマイナーです。たぶん、知ってる人はほとんどいないんじゃないでしょうか。

「そうよ。モッフル卿きようのイラストも考えたけど、それは前に使ったから」

　だからといって、未来くんさんはないでしょう。そのイラストの表情も、なんとなく人をナメきったようなうすら笑いに見えますし（ある意味、ご本人の性格を如によ実じつに表現した絶ぜつ妙みような似顔絵ではあるのですが）。

　これでは甘ブリのイメージダウンまっしぐらです。

　いすずさんも漠ばく然ぜんとした自覚はあるみたいで、どうにも元気がありません。ため息混じりにつぶやきました。

「ああ……また『妖精さん』が助けてくれないものかしら」

「妖精さん？」

「いえ。気にしないでちょうだい。つい泣き言が漏もれてしまっただけよ。不適切な発言だったわ」

「そうですか。でも、ちょっと話してみませんか？」

「なにを？」

「『妖精さん』のことです。レンチくんさんからも聞きまして。噂うわさになってるみたいですから」

「それは……この広告の内容とは無関係だわ」

「ええ。でもいまのいすずさんは、創作活動全ぜん般ぱんにおける、いわゆる『煮に詰つまってる』状態です。こういうときは、いくらジタバタしてもいいものは出てきません。すこし気分転てん換かんをしてみてはどうでしょうか」

　実はわたし個人としては、その『妖精さん』のお話に強い興味があったわけではありませんでした。気分転換にはちょうどいいネタだったので、おすすめしてみたまでのことです。

「そうね……あなたの言うことにも一理あるわ。では話しましょう」

　いすずさんはノートＰＣを閉じると、居住まいをただしました。そんなに改まってするような話でもないと思うんですけど。

「四月に求人をしたでしょう？　あのときは、それなりに応おう募ぼがあったのよ。安あ達だちさんたちを皮切りに、四月は合計で三〇人以上。でも、五月以降は一〇人以下。どうも四月のときは、何者かの手助けがあったようなの」

「何者かの……ですか」

「ええ。わたしは普通に、パークの公式サイトに募集情報を出して、いくつかの求人サイトに求人広告を掲けい載さいしたわ。でも、それだけではまるで効果がなかったの」

　ところが、その数日後から、あちこちのサイトや掲けい示じ板ばん、ＳＮＳなどにリンクや画像が貼はられまくって、一気に求人募集のことが世間に知れ渡ったのだそうです。

「だれがやったのかは、未いまだにわからないままよ」

「はあ……」

「募集広告の画像も、勝手に手直しされてたわ。文章はそのままで、デザインだけきれいに、見やすく、人目を引くように修正されて……。最初は可児江くんの仕事だと思ったのだけど、彼も心当たりはないと言っていたわ。たぶんパークのだれかなんでしょうけど……」

「それが『妖精さん』の仕し業わざということなんですか？」

「暫ざん定てい的に、そう呼んでいるだけよ。本人が名乗り出ない以上、ただの気まぐれでしょうし。あてにするわけにもいかないでしょう？」

「まあ……そうかもしれませんね」

「似たような話があちこちにあるから、みんなで勝手に『妖精さん』と呼んでるだけよ。あなたのところはどうなの？」

「いえ。エレメンタリオうちは……どうでしょう。よくわかりません」

「そう」

「それで……いかがですか？　気分転換になりました？」

「どうかしら。むしろ、自分の無能さを嚙かみしめただけのような気がする」

「そうでしたか。すみません」

「あなたのせいではないわ」

「…………」

「…………」

　いすずさんはそれきり黙だまり込んで、ふたたび仕事に戻もどりました。わたしも無言で食事に戻ります。

　なんだか気まずい感じでした。

　それほど親しくない相手と、まったく会話が弾はずまないまま、ごはんを食べるのはしんどいものです。

　救いはメニューが焼き魚だったことでしょうか。小骨とワタを取り除きながら、きれいに食べる作業のおかげで、どうにか間が持っているような気がしました。

　いすずさんはメープルランドでもかなり地位の高い貴族の出身みたいですし、わたしのような庶しよ民みん派の精霊にとっては近づきにくいムードの人です（ミュースさんはあんまり気にしていないみたいですけど）。

　なにしろいすずさんの話し言葉からして、貴族です。いまどき『だわ／よ』言葉で話す女子なんて、まず見かけません。もしいたとしたら、かなり痛い感じになります。ところがこの千斗いすずさんは、ものすごく自然体で『だわ／よ』言葉を操あやつります。まったくイヤミがないのです。これは希少種です。

　ちなみにわたしはエレメンティウム法国という小さな魔ま法ほうの国の出身です。実家は温泉街の老舗しにせ旅館で、兄が二人、妹が一人います。

　両親や祖父母からは、売れないダンサーなんかやめて、さっさと帰郷してどこかに嫁とつげとよく言われてますが、その気はまったくありません。

　なにしろわたしの実家は、いちばん近いマンガ専門店のある街までも、三時間はかかるような田舎いなかです。もちろん光回線は通っていません。ネット通つう販はんをポチっても、品物が届くまで三日はかかることでしょう。

　だけどいまのマンションは、新しん宿じゆくまで三〇分、秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろでも五〇分前後です。夜に通販をポチると、翌日の勤務後に帰宅すれば、宅配ボックスに品物が届いているくらいの迅じん速そくさです。正直、この地上界の甘あま城ぎ市という立地はわたしにとって理想的な環境なので、甘ブリが潰つぶれてしまうか、わたしがクビを言い渡されない限り、手放す気は毛頭ありません。

　すみません、脱だつ線せんしました。

　とにかく、そんなごく平へい凡ぼんな一いつ般ぱん精せい霊れいのわたしが、セレブないすずさんと向き合って、無言のまま焼き魚定食を食べるのはなかなかタフなひとときだという話なのです。

「わかったわ」

　いきなりいすずさんが言いました。

「え？」

「煮詰まってる原因よ。そろそろ……九時ね。前の入浴から八時間が過ぎている。これがいけないんだわ」

　ノートＰＣをぱちりと閉じて、いすずさんは立ち上がりました。

「お風ふ呂ろですか？」

「そう。お風呂よ」

　しっとり濡ぬれたおしぼりを頭頂部に当てつつ、いすずさんは言いました。いすずさんは河童かつぱの家系らしいので、これをやると気分が落ち着くのでしょう。いえ、あくまでわたしの推測ですけど。

「いろいろとヒントをくれて感謝するわ、コボリー。まずは入浴して、それからデザインを考え直すことにしましょう」

「はあ」

「では、失礼するわ」

　仕事道具や湯飲みを片づけ、いすずさんは行ってしまいました。

　残されたわたしは、ワニピー先せん輩ぱいがこちらを見ていることに気づきました。あ、すぐに視線を逸そらしました。不器用な方です。人間の視野は二〇〇度あって、直接眼球を向けていなくても、ワニピー先輩くらいの位置にいる方がどこに注目しているのかは、おおよそ見当がつくのです。スカートの裾すそとか、胸の谷間とか──どこを見られているか、女子はほとんど気づいてます。みなさんも気を付けてください。

　ここでワニピー先輩とお話をしてもよかったんですけど、焼き魚もほとんど骨だけになってしまったので、やめておきました。かなりぬるくなったお茶を飲んで、退散です。

「お疲つかれさまです」

　わたしが会え釈しやくすると、ワニピー先輩は『あ……ぴー』とかもごもご言って、うつむきました。その仕草はなかなかかわいかったです。勉強になります。

　ここで『コボリーちゃん、いま、いすずちゃんと何の話してたんだっぴー!?』とか言ってきてくれたら、わたしも気が楽なのですけど。そうはなりませんでした。まあ、わたしもたいがい、地味な精霊ですし。先輩も気まずいだけなのでしょう。申し訳ない気分です。ごめんなさい。




　女子更こう衣い室のロッカー前で帰り支じ度たくをしていると、ドルネル先輩からメッセが来ました。

《コボリーちゃん。まだ退社してないねる？　ちょっと相談したいことがあるんだけど……》

　ドルネル先輩はお花の妖よう精せいです。昔は『フラワー・アドベンチャー』というアトラクションでお花の妖精さんをやっていたんですけど、第二パークの地下で一〇年ほどニート生活をエンジョイしたあと、最近になって復帰しました。

　だけど『フラワー・アドベンチャー』にはすでにティラミー先輩がいるので、おゲ客ス様トの前に出る仕事はほとんどしていません。なぜかドルネル先輩には舞ぶ台たい演出の才能があったみたいでして、いまではパークのライブショーのディレクターなどを務めています。わたしたち『エレメンタリオ』の演出についても面めん倒どうを見てもらってますから、いろいろと頭が上がらない方でもあります。

　わたしはすぐさま返信しました。

《大だい丈じよう夫ぶです。いますぐうかがいます》

《助かったねる。中央ステージのＭＣＲにいるから、頼たのむねる。なぜかミュースちゃんがつかまらないねる》

　本来、こちらの担当者はミュースさんです。でも彼女は某ぼう社しやのスマホを使っているので、電波が届かないことがよくあります。パーク内ならまだいいんですけど、退社したあと、バスや電車で移動しているときなんかは、まずつながりません。たぶん、そのせいでしょう。

　わたしは中央ステージのＭＣＲに急ぎました。いちおう説明しますとＭＣＲというのは、マスター・コントロール・ルームの略です。お客様からは見えないけど、ステージを見下ろすメープル城の中層に設けられてます。ショーで使われるありとあらゆる機材を遠えん隔かく操作することが可能でして、ここがないとわたしたちはまともなお芝しば居いができません。空港でいったら管かん制せい塔とうみたいなものです。

　地下通路を小走りして、メープル城のエレベーターでＭＣＲに駆かけつけますと、ドルネル先輩は制せい御ぎよ機材と格かく闘とうしている最中でした。すさまじい数の配線をつないだりはずしたり。もはやスパゲティ状態です。

「ドルネル先輩？」

「ああー、来たねる、来たねる」

　配線のスパゲティの中から身を起こし、ドルネル先輩は言いました。げっそり、疲れきったご様子です。

「どうされたんですか？」

「また音おん響きよう系のトラブルねる」

「また、といいますと」

「うん。ゴールデンウィークのときの……」

「ああ……」

　それで思い出しました。四月下げ旬じゆんのゴールデンウィークのとき、パークでは大型ライブショーを企き画かくしました。

『Ａ（甘ブリ）ファイト開始！　地球に落ちたモッフル』という正体不明のタイトルです。九〇年代のどこかのアニメの第一話をパクった感じでアレなんですが、ショーそのものの内容は気合い入りまくりのすばらしいものでした。わたしたちは連日連夜、リハーサルを重ねて工く夫ふうをこらしました。新生した甘ブリを世に知らしめようと、みんなでがんばった渾こん身しんのライブです。

　ところが、その初回公演で音響のトラブルが起きてしまったのです。せっかく集まったおゲ客ス様トをお待たせしてしまって、背筋も凍こおる思いでした。

　さいわい、新人バイトの中ちゆう城じよう椎しい菜なさんが美声を披ひ露ろうしてがんばってくれたおかげで、どうにか機材復旧までの時間を稼かせぐことができました。だけど、あの初回公演のときの悪夢はパークの従業員キヤスト全員が忘れられません。

「きょうの公演のあと、機材をいろいろテストしてたら……また原因不明のトラブルが起きたんだねる。いま調べてる最中だけど……このままだと、来週からの新公演は内容の変へん更こうが必要になるかもしれないねる」

「はあ……」

「ついては、君らの出番をなくすことになるかもしれないねる」

「え？」

　わたしは耳を疑いました。

「怒おこらないで聞いてほしいねる。どういうことかというと……」

　ドルネル先輩のお話では、スピーカーのチャンネルを半分に減らす必要があるんだそうです。

　でもパークのメインキャラであるモッフル先輩たちの出番ははずせませんし、音楽やＳＥ（音響効果）も必要です。アナウンスのチャンネルも大事。そうなってくると、わたしたちの登場シーン（ステージ中央からちょっと離はなれた場所です）あたりを、あえて消すしかなくなるのだそうです。

　うーん。わかります。

　わたしたちがライブに登場する。それ自体は可能ですけど、音が出ないのです。下手をしたら、エレベーターからせり上がるモーター音の方がお客様に聞こえてしまうかもしれません。これはそういう演出の場面なのです。

「すまないと思ってるねる！　でも構成から考えると、切りどころはここしかないんだねる！　ここはどうか、こらえて欲しいんだねる……！」

　ドルネル先輩はほとんど土下座しそうな勢いでした。わたしもあわててしゃがみこんで、先輩をなだめます。

「わかりました、わかりましたから。落ち着いてください」

「コボリーちゃん……！」

「みんなには、わたしからうまく伝えておきます。どうか安心してください」

　それに本音をいってしまえば、『エレメンタリオ』の公演と、様々なライブショーを両立させるのは、わたしたちにとっても大きな負担なのです。

　ミュースさんも、サーラマさんも、シルフィーさんも、みんながんばっています。

　だけど正直、クタクタです。

　オフの日なんか、どこにも出かけません。自宅でゴロゴロ、寝ねてばっかりです。たまには四人でどこかに遊びに行こうか、なんて話になったりもするんですが、まず遠くには行きません。こないだの休みなんか、甘城駅前のカフェでお茶しただけで、即そく解散です。だったら最初から寝てればよかったくらいですね。

　そんな調子なので、ライブショーの出番がなくなるのは、かなり残念ですけどちょっとホッとする側面もあるのです。

「ありがとうねる！　でも、これは決定事じ項こうというわけじゃないから……」

「はい？」

「このまま機材の不調が続けば、そうなるってだけの話ねる。もし解決すれば、このまま出演してもらうことになるから、がっかりしないで欲しいねる」

「はあ……」

　なんでしょうか。現場でがんばる立場としては、こういうアヤフヤな方針こそが困るんですけど。ダメなときは『ダメ！』、イケるときは『イケる！』と、はっきり言って欲しいものです。そうでないと、気持ちの切り替かえができないのです。

「そうなる可能性もあるってことねる。だから、お願いねる。そんな感じでエレメンタリオのみんなに伝えて欲しいねる！」

「わ、わかりました……」

　だったら、ここ数週間続けている舞ぶ台たい稽げい古こはどうしたらいいんでしょうか。続けるしかないんでしょうか。困りました。

「はあー。困ったねる……」

　わたしの苦く悩のうなんかそっちのけで、ドルネル先輩はぼやきます。

「こんなときに、またあの『妖精さん』が来てくれればいいのに……」

「妖精さん、ですか」

　またこの話題です。

「そうねる。あの四月の、最初のライブショーのときの音響トラブルだねる」

「はい。大変でしたよね」

「あのとき、やっぱり『妖精さん』がやってきて直してくれたというのが、もっぱらな説なんだねる。なんだかよくわからないうちに、機材のトラブルが改善されて。いまだにみんな、原因がわからないんだねる」

「どこかの接せつ触しよくが悪かったんじゃないですか？」

「そうかもしれないけど！　あれはきっと妖精さんのおかげなんだねる！　そうでなくちゃ、あんなに絶ぜつ妙みようのタイミングで機材トラブルが改善されるわけがないねるよ！」

　なんだかここまで来ると、いざというときの神かみ頼だのみみたいで、あまり感心できません。技術的な問題というのは、あくまで自分たちで解決するべきでしょうし。だけどドルネル先せん輩ぱいの必死な様子を見ていると、そのあたりを指し摘てきするのはためらわれました。

「……とにかく、事情は了りよう解かいしました。わたしたちもそのつもりでいますので、いまは新ライブショーを成功させることに集中してください」

「ありがと！　ありがとねる！　そのうち、お礼に黒くろ部べダムに連れてってあげるねる！」

　言い忘れていましたが、ドルネル先輩はダムマニアなのです。

　ダムの、マニアです。

　その人が言うくらいだから、たぶん、きっと黒部ダムは良いダムなのでしょう。貯水量だか放水シーンだか、わたしにはなんかよくわからない理由で。ダム漫まん画が家かの井いの上うえよしひさ氏ならわかるのでしょう。あと水の精せい霊れいのミュースさんならグッとくるのかもしれませんけど、土の精霊のわたしにとっては、ダムはピンときません。

　ですけど、ここは感謝すべき局面なのでしょう。

「はい。機会がありましたら」

「約束ねる！　きっと感動するんだねる！」

　正直、あまり約束したくなかったんですけど、愛あい想そ笑いの一つも浮うかべなければ収まらない場面でした。

　でもそのダムって遠いですよね？　一いつ泊ぱくは必要ですよね？　上司と外がい泊はくとか。ちょっと困るんですけど。

「あの。とにかく。それでは……」

　拝おがみ倒たおすようにペコペコしているドルネル先輩を置き去りにして、わたしはＭＣＲをあとにしました。




　なぜかその日は、例の『妖よう精せいさん』の話を聞く機会が多かったです。

　帰宅中、営業部長のトリケン先輩とメッセで話しました。トリケン先輩は九月からのＰＶの内容であれこれ悩なやんでいるそうでして、わたしたち『エレメンタリオ』の扱あつかいについても迷っているそうです。

　まあ、あれですよ。

　わたしたちのコスチュームのエロさとか、そういうのを前面に押し出すべきなのか、むしろその辺は控ひかえめにしてファミリー客の歓かん心しんを買うべきなのか、と……。そんな感じの葛かつ藤とうです。





《いやはや、参りました。『妖精さん』

は、ほどよい感じにまとめてくれたん

ですけどねえ……》






　メッセ越ごしにトリケン先輩は言いました。

　またしても『妖精さん』です。





《と、いいますと？》

《実はですね？　前に作ったＰＶは、す

べて私の作品というわけではないのです。

あれやこれやと試し行こう錯さく誤ごしているうちに、

このトリケンも前まえ屈かがみのまま意識を失っ

てしまいまして》






　普ふ通つう、そういうときは前のめりだと思います。





《ちょっと自信がないまま、動画をアッ

プしてしまったのです》

《はあ……》

《寝て、起きて。動画サイトをもう一度

見るのはかなりの勇気が必要でした。な

にしろ、このトリケンが編集したバージョ

ンでは、いすずさんのパンチラ寸前ショッ

トとか、サーラマさんの胸チラ寸前ショッ

トとか、がっつり頑がん張ばっていたんです》

《…………》

《さすがにやりすぎなのではないかと、

そうおびえていたところもありまして

……はい》






　やっぱりトリケン先輩は最低です。さりげにわたしたちを性の商品化しています。





《それは》

《いえ！　誤解しないでいただきたいの

です！　このトリケンも、前屈みながら

迷ってはいたのです！　だからこそ、アッ

プした動画について大きな葛藤があった

のですよ！》






　とか言いつつ、あげてたんじゃないですか。トリケン先輩が悩んでいるのは、そういう男性向けのあれこれについて、『アリか？　ナシか？』ということにすぎません。





《コボリーさん。怒おこってます？》

《いえ》






　もちろん噓うそです。さすがにちょっと腹が立ってます。





《それより、妖精さんがどうのとか言っ

てましたよね？》

《そう！　そうなんです！　話を戻もどしま

すと、その翌朝です！　このトリケンが

ビクビクとおびえつつ、前夜アップした

動画を観みますと……これが、見事に直っ

ていたのですよ！》

《ＰＶが、ですか？》

《はい！　ＰＶの内容が、絶妙な形でお

となしくなっていたのです！　おかげで

地元のお母さんたちの反発を避さけること

ができました。いま思えば、あのＰＶこ

そが最善だったのです！》






　要するにトリケン先輩は、どこかの他人が勝手にいじった動画こそが、最高だったと全力で主張しているわけです。それはそれで問題な気もするわけですが。





《以来、そういう奇き跡せきは起きていません。

恥はずかしながらこのトリケン、『またあ

の妖精さんが来てくれたらなあ……』な

どと思うこともしばしばなのです》

《お気持ちはわかりますが》






　と、わたしは打ち込みました。





《そういう調子で赤の他人をあてにする

のは、どうなのかなー、と思います》

《うーん。なかなか前屈みに厳しいこと

をおっしゃりますね、コボリーさん》

《すみません。というか『妖精さん』が

どうのとか、わたしにぼやかれても困り

ます》






　メッセ越しなせいでしょうか。わたしの言葉もちょっとキツめになってしまいます。





《ごもっともです、はい。それで……ど

うでしょうかねえ？　エロ押しで行きま

すか、それともファミリー押しで行きま

すか？》

《そうですね。加減によると思います》

《と、おっしゃいますと？》

《エロ押し、というのはわかりますが、

あまり長い時間映すのはよくないと思い

ます。そうなるとＰＶを観た女性が不ふ愉ゆ

快かいに思う危険が増しますから。ほどほど

の色っぽさで、ほんの短い時間、そうい

うシーンを入れるくらいで充じゆう分ぶんです。一

二フレームくらいのカットを、三ヶ所く

らいに散らす感じがちょうどいいのでは

ないかと》

《ははあ……》

《さすがにサブリミナルってわけじゃな

いですけど。一二フレームくらいの短時

間でも、ファミリー向けのノリにうんざ

りしてたお父さん方は『おっ!?』と思っ

てくださるのではないでしょうか》

《なるほど！　参考になります！　とい

うかコボリーさん、どこでそういうこと

を覚えたんでしょうか？》

《いえ。別に。どことは。日ひ頃ごろいろいろ、

映像作品を観ていて思ったことです》






　まあ、アニメなんですけど。

　いまでも実は、仕事に疲つかれたとき、たまにアニメ関係の求人なんかを、検けん索さくすることがあります。編集の仕事とか、ちょっと憧あこがれてたりもします。

　いえ、いまの仕事は辞やめませんよ？

　趣しゆ味みは趣味にとどめておくのが、いちばんいいのです。それくらいわかってます。求人を見るのはただの妄もう想そうです。





《むーん。具体的な指し摘てきまでしてい

ただいたのですが、どうも自信があ

りません。不ふ肖しよう、このトリケンに、

そこまで絶ぜつ妙みような編集ができるでしょ

うか？》

《それはなんとも……。がんばってみる

しかないのでは？》

《はい。ありがとうございます！　この

トリケン、『妖よう精せいさん』のご出現を期待し

つつ、最善を尽つくしてみます！》






　けっきょくだれかの力頼だのみなニュアンスですが、わたしからどうこう言うことでもありません。





《それでは、失礼します》

《はい！　いろいろ助かりました！　あ

とコボリーさん、よろしければ、ついで

にこのトリケンの士気のためにも、『がん

ばれっ☆　がんばれっ☆』と書いてくれ

ませんか？》






　ものすごくフラットな無表情で、わたしはその言葉を打ち込みました。





《がんばれっ☆　がんばれっ☆》

《ああっ、感謝感激です！　このトリケ

ン、あなたのお言葉で一〇年は戦えそう

です！》






　そんなのでいいなら、あと一〇回くらいは『がんばれっ☆』を書いてもかまわなかったのですが、面めん倒どうなのでやめておきました。





《よかったです。それでは》

《コボリーさんに、女め神がみリーブラの

祝福あれ！》

《[image: ノシ]》






　トリケン先せん輩ぱい、なんかテンションあがってるみたいです。これでちゃんとしたＰＶが作れればいいのですけど。




　自宅の最も寄より駅についたのは、もう二三時ごろでした。夜の早い商店街なので、お店はほとんど閉まっています。

　わたしはなんとなく駅前のコンビニに入って、マンガ雑誌をぱらぱらと立ち読みしました。それから朝食用の食パンと、バナナと、牛乳を買い物カゴに入れます。スナック菓が子しがものすごく食べたい気分でしたけど、深夜のスナック菓子なんて自殺行こう為いです（体重的な意味で）。ぐっとこらえてお菓子コーナーから遠ざかります。

　気づいたら手持ちのお金が一〇〇〇円しかなかったので、ＡＴＭでお金を下ろしていると、そばのお酒コーナーでカップルぽいお客さんがいちゃいちゃしていました。

（えー？　そんなに飲めないよー）

（だいじょぶだって。ヨユーヨユー）

（そんなのでがんばれるのー？）

（ヨユーヨユー。マジでマジで）

　そんな調子の、どーでもいい会話をなさってます。もしわたしが土の高位精せい霊れいで、周囲の有機物を自由に腐ふ食しよくさせる強力な魔ま法ほうを持っていたら──そうですね、とりあえずは、このカップルの買い物カゴに入ってるおつまみを腐くさらせますね。大だい腸ちよう菌きんとか、ふんだんに混ぜる感じで。

　まあそんな魔法、使えませんけど。

　でも腐食を早くする魔法は使えます。わたしなりにがんばって、このカップルのおつまみの賞味期限を、九月一二日から九月九日まで早めることは可能です。

　むなしいので、やめておきました。自分がみじめになるだけです。あのカップルがうらやましいなんて、認めたくありません。

　レジで会計します。

　よく顔を見るバイトの男の子が、わたしを見て笑ってくれました。たぶん学生さんなのでしょう。地味だけど誠実そうな人です。前にコピー機を使おうとして不具合があったとき、ちょっとお世話になりました（コピーする原げん稿こうは見られないように、断固死守しました）。

　笑ってくれたといっても営業スマイルでしょうから、こちらはなんとも心苦しい気分になります。

「七五五円になります」

　お財さい布ふを開いて、五〇円玉と五円玉を探していると、そのバイトさんが言いました。

「きょうもお仕事ですか？」

「え？」

「あ……す、すみません。いつも……この時間だから……」

「…………」

　わたしはなにも返事ができませんでした。五円玉がなかったので、申し訳ない気分になって、消え入りそうな声で『すみません……』というのがやっとでした。

　いい人そうなのに。舞ぶ台たいを離はなれると、わたしはまるで笑え顔がおが作れません。情けないです。

　会計をすませて、二四五円のお釣つりをもらって、コンビニを出ました。

「ありがとうございましたー！」

　なぜかバイトさんの声はいつもより大きかったです。

　コンビニから自宅への帰り道、もやもやといろいろ考えました。

　もしかしたら、あのバイトさんはわたしのことを気にかけてるのかもしれません。いえ、それはさすがに自じ意い識しき過か剰じようだとも思いますけど、なぜか胸がどきどきします。

　いろいろ妄想します。

　次にあのコンビニにいったとき、あのバイトさんが一念発ほつ起きして、手紙を渡わたしてきたらどうしよう？

　あるいは、変な酔よっぱらいにからまれて困ってたら、あのバイトさんが助けてくれるとか？

　いえ、そんなドラマはなくてもいいから、ただ普ふ通つうに挨あい拶さつして、軽く会話ができたら？

　もちろん、そんなことにはなりません。

　なにしろ、わたしは当分、あのコンビニには近づかないでしょうから。なんだか気まずくて、あのバイトさんがいる時間帯は避さけるでしょう。もし彼と出会っても、やっぱり笑顔を向けることはできないんじゃないかと思います。ただ、あたふたして、ペコペコして、向こうから『なんかこの子キョドってるなあ』と思われておしまいです。たぶん──じゃなくて、確実にそうなります。

　いつもそうなんです。

　生まれつき内気で、前に出るのが苦手でして。だからこそ、そんな自分をなんとかしたくて、ダンサーなんて不釣り合いな仕事をやっているところがあります。

　おかげで最近は、何百人というおゲ客ス様トを前にしてもおびえなくなってきました。もちろん、三人の仲間がいるからできることなんですけど。ちょっとは度胸がついてきたわけです。

　でも、まだまだです。自分がなにかがんばっても、『わたしがやったんですよ！』なんてとても言えません。

　わたしの手て柄がらなんですよ！

　──なんて、やっぱり、どうしても言えません。

　そのせいで、きょうもいろいろとやらかしてしまいました。噓うそなんてつきたくないんですけど、もごもごしているうちに、結果としては噓になっているというか……。

　はい。

『妖精さん』というのは、わたしコボリーのことです。

　レンチくんさんの言っていた、第二パークのスタジアム──あの照明機材のプログラムを修正したのは、わたしです。ちょうどあのとき、別の機材の搬はん入にゆうでその場に居合わせていまして。

　必死なレンチくんさんが席を外している間に、ちょっといじってしまいました。

　わたしの実家の旅館でも、エプソンの古いマシンを使っていまして……そちらの操作はわたしの担当だったんです。まだ小学校くらいのころのことです。

　実家も電気をたくさん使う環かん境きようでしたし、大型の露ろ天てん風ぶ呂ろなんかもありましたし、出力の問題なのはすぐにわかりました。それで、ちょっと数字をいじって、ちょこちょこっと……。

　さいわい、お役には立てたようで、スタジアムは無事に稼か働どうしてくれました。でも、『わたしがやりました』だなんて、とても言えませんでした。




　いすずさんが悩なやんでた求人の件も、犯人はわたしです。

　彼女の求人広告というのは──その、お役所の地味なお仕事みたいな感じでして。まったく世間に知られていませんでした。

　さすがにどうなのかなあ、とわたしも思いまして、あちこちに拡散するべくリンクをあちこちに貼はらせていただきました。デザインも微び妙みようだったので、画像データの方でちょっといじらせてもらいました。

　個人的にものすごく抵てい抗こうはあったんですけど、匿とく名めい系の掲けい示じ板ばんで自作自演もさせていただきました（あ、でも自分の同人漫まん画がでは絶対にこんなことはしません！）。

　おかげで求人広告は広まってくれました。五月以降は応おう募ぼが減ったということですけど……申し訳ない気持ちです。五月以降もケアしておけば、いすずさんの悩みもなかったわけですから。

　このお手伝いも申しん告こくしませんでした。本来ならするべきだったと思うんですが、もしかしたら怒おこられるのではないかと、怖こわくなってしまいまして……。




　ドルネル先輩が苦しんだ中央ステージの音おん響きようトラブルの解決についてですが……。

　それもわたしです。

　あのライブショーでのトラブルも、根っこはスタジアムのときと同じでした。もともとパークにあった機材のカタログデータが、古いものだったのが原因です。ステージにあったアンプの出力は、ちょっとゲタをはかせた感じでして、最新のスピーカーだと期待される数値が出ないのです。

　ステージを囲む各ポイントには、平均四台のスピーカーがありまして、それぞれのスピーカーを一台ずつ眠ねむらせれば問題がなくなります。

　すみません。ちょっとややこしいですね。とにかく、各所を回って一つずつ接続をはずせば、とりあえずの問題は解決するということだったのです。

　そのトラブルに気づいたわたしは、（どうせヒマだったので）あちこちを歩き回って問題を改善してみました。ドルネル先輩に『これが問題です！』と言えればよかったんでしょうけど、ちょっと自信がなかったので言えませんでした。

　音響問題はそのままで、いまに至ります。




　そしてトリケン先輩のＰＶです。

　実はこのコボリー、トリケンさんからたびたび相談は受けていまして、パークのサーバーには余よ裕ゆうでアクセスすることができました。つまり『この動画、どう思いますか？　パスはこちらです。ａｍａｂｕｒｉ』といった調子です。トリケン先輩はそんなやりとりさえ忘れていたようです（これはこれで大問題ですよね……）。

　おかげで（？）わたしはトリケン先輩の作製した（未公開状態の）ＰＶを閲えつ覧らんする機会に恵めぐまれました。

　うーん、たぶん、これだとキビしいです。

　そう思ったわたしは、社内の規定には違い反はんしていると知りつつ、ちょこちょこっと修正を加えてしまいました。

　トリケン先輩が保存しておいた、以前のデータから動画をサルベージして、勝手に編集させていただきました。

　よくないことだとは思います。

　でも、同時に必要なことだとも思いました。とはいえ、とてもみなさんには話せません。これまた黙だまって知らんぷりです。なんとも申し訳ない気持ちです。




　そんなこんなで、あれこれやらかしているうちに、いつのまにか『妖よう精せいさん』なんて噂うわさが広まってしまったのでした……。

　もはや後あと戻もどりはできません。このまま隠かくし通す所存です。ごめんなさい。

　そんな決意をしつつも、わたしはその晩、すぐには寝ねませんでした。やるべきことがあったからです。

　今年自作したばかりのＰＣを立ち上げます。大した用よう途ともないのにインテルのｉ７のいいやつを使ってます（ちょっと前までＡＭＤ派だったんですが、さすがに白旗をあげました）。メモリも奮発して16ＧＢつけました。さらにけっこうお高いＳＳＤ二つをＲＡＩＤ０で構成したりなんかしてます。おかげで起動はすごく速いです。

　……まあ、やることは別に高度な物理演算なんかじゃなくて、ネットにつないだだけなんですけど。

　まずは、ドルネル先輩の問題を解決する必要があります。

　音響機器のメーカーさんや、すでになくなってしまった機材の会社の情報をあれこれあたります。日本語のサイトでは全ぜん滅めつだったけど、海外のサイトに残ってることなんかも、けっこうあります。

　うわー、ロシア語です。さすがに読めません。翻ほん訳やくサイトを使っても、かなり苦戦しそうです。でも一時間くらいがんばって、どうにか目当てのＰＤＦを見つけました。こちらは英語のみです。英語だって得意じゃないですけど、がんばって読みます。

　似たような事例──うちのステージと同じトラブルが、実は海外でもあったみたいです。訴そ訟しようにまで発展したみたいで、いまだに決着がついておらず、当然、双そう方ほうの主張には隔へだたりがあります。つまり、どちらが真相なのか、イマイチわかりません。事故原因の真相究明というのは、いつも政治的な理由で阻はばまれるのです。ほしいのは専門家のニュートラルな意見なのですが。難しいものです。

　まあとにかく、確信には至りませんでしたけど、おおよその解決策はわかりました。そのあたりの説明をざっくりと書いて、代わりのソースコードも書いて（一部の改変なので一〇分でできました）、適当な捨てアドとって、ドルネル先輩に送信します。

　メールの名前を考えるのもめんどくさかったので、『youseisan0301』にしておきました。あ、ちなみに数字はそのときの時刻です。きのうのきょうなので、なんだかバレバレな気もするんですけど、そこはシラを切り通そうと思います。

　メールに『これで音響トラブルは解決できると思います』とだけ書こうかどうか迷いましたけど、そんなことを書くと露ろ骨こつにわたしっぽいので、無言にしました。ええ、もういいのです。使うか使わないかはドルネル先輩次し第だいです。

　でもたぶん、これでわたしたちのライブショーでのお役やく御ご免めんは、撤てつ回かいしてもらえるのではないでしょうか。だからミュースさんたちに話をするのは、もうちょっと先送りにしてもいいのではないかと思います。

　いすずさんやトリケンさんの問題は──そうですね、きょうはまだ大だい丈じよう夫ぶでしょう。タイミングをみて、今週のうちになんとかしてみたいと思います。

　メールを送信。すぐに寝ました。

　眠かったです。ＰＣの電源を切ることさえ忘れてしまったくらいです。




　翌朝、寝不足でフラフラしながら出勤すると、いつもの『エレメンタリオ』の楽屋で、ミュースさんたちがわいわい騒さわいでいました。

「おはようございまーす……って、どうしたんですか？」

　なにしろ地味で存在感の薄うすいわたしですので、みんなは最初、わたしに気付きもしませんでした。

「妖精さんに、けいれ────いっ！」

　と、シルフィーさんが叫さけびました。直立不動。なぜかアメリカ海兵隊式の敬礼です。しゅぴっと指先がいい音をたてます。

　楽屋の空きロッカーに、なんかスタイリッシュな戦せん闘とう機のモデルが飾かざってあります。ＳＦっぽい感じの架か空くう戦闘機です。双そう発はつ、ラムジェット装備。ああ、戦闘妖精さんですね。雪ゆき風かぜですね。前にアルターさんから発売された。もうすぐサベージってロボットも出すらしいです。ありがとうございます（ほとんど意味不明）。

　その偶ぐう像ぞうの前には、小さな杯さかずきとお香こうが置いてあります。仏ぶつ壇だんみたいなムードで。それからスナック菓が子しも。どうやらお供えもののようです。

「けいれ───い、おわりっ！」

　マジメに敬礼をしてたのはシルフィーさんだけでしたけど、ミュースさんもサーラマさんもいちおうはつきあってたみたいです。

「では両手をあわせて！　般はん若にや心しん経ぎよう！　斉せい唱しよううっ！」




　観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ、照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、度ど一いつ切さい苦く厄やく。

　舎しや利り子し。色しき不ふ異い空くう、空くう不ふ異い色しき、色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき。




　ぽく、ぽく、ぽく、ぽく。

　シルフィーさんのたたく木もく魚ぎよが鳴り響ひびきます。

　よどみなく般若心経を唱えているのはシルフィーさんだけですけど、とりあえずミュースさんたちも辛しん抱ぼう強づよくつきあっています。

　なにかの儀ぎ式しきなのは理解できますが、それ以上のことはさっぱりわかりません。わたしも部屋の隅すみっこで怯おびえていました。

　読経が終わり、シメになんだかよくわからないラテン語のお祈いのりをしてから、シルフィーさんは声高らかに叫びました。

「おいのり、しゅうりょ─────！　さあ、きょうもみんなでがんばって行こう！」

「お────っ！」

「妖精さん！　これからもパークを助けてください！」

「助けてください！」

「よし！　いこ────っ！」

　脇わきをぱんぱん打ち鳴らし、気合い充じゆう分ぶんでシルフィーさんは楽屋を出て行きました。ミュースさんとサーラマさんの様子は、なにか釈しやく然ぜんとしてない感じでした。

「あの……これ、なんなんですか？」

「あ、おはようコボリー」

　困った笑え顔がおでミュースさんが言ってくれました。ようやく。

「な……なんかね？　ステージの前にお祈りとかするのもいいんじゃないかなあ、という話になって。ほら、マイケル・ジャクソン的な感じの」

「ああ……」

　故マイケル・ジャクソンさんはステージの前に、いつもダンサーたちと集まって、神に祈りを捧ささげていたそうです。なんか、そういうノリらしいです。

「それでさー。どうせだったら、うちパークを助けてくれてる、謎なぞの妖精さんにでも祈ったらどうなのよ、って話になって」

　と、例によってスマホをいじりながら、サーラマさんが言いました。

「妖精さん、ですか……」

「あ、コボリーも聞いてる？　謎の妖精さん。それで……祈るっていってもどうするの？　って話になって……」

「それで未来戦闘機と、般若心経ですか」

「うん。ほとんどシルフィーのプロデュースなんだけど。うちのアトラクションにも、妖精さんの御ご利り益やくがあったらいいなあ……みたいな。そんな調子で」

「なるほど。事情はわかりました」

　情けないやら恥はずかしいやらで、わたしはうつむき、肩かたを震ふるわせました。その様子を誤解したのでしょう。ミュースさんはあわてて両手を振ふりました。

「あ！　もちろんね？　うちの職場は信教は自由なんで。イヤならやらなくていいんだよ!?　ホント！　無理しなくていいから！」

「信教の自由はさておき、ちょっと遠えん慮りよしておきたい感じです」

　自分を拝むのは情けないです。そもそもさっきの儀式を、信教だのなんだの言うのは、真ま面じ目めな宗教者さんに失礼だと思います。

「あ、そう……。とにかく、もうちょっとしたらシルフィーも飽あきると思うから。あんまり気にしないでね!?」

「いやフツー気にするっつーの」

「ええ？　でもあたし、けっこう楽しかったよ!?」

「そんなの、あんただけだってば」

「そうかなあ……」

　あれこれ言いながら、ミュースさんとサーラマさんは楽屋を出ていきました。

　一人だけ残されたわたしは、いそいそとステージ衣い装しように着き替がえて、姿見の前でチェックをしました。

　清純系？　とでもいうのでしょうか。緑と白のひらひらしたかわいい衣装なんですけど、前が全開です。パンツ丸出し。おへそも太ふと股もももノーガードです。でも慣れてしまいました。なんとなく落ち着いた気分なくらいです。けっこう順応しているその事実に、わたしは衝しよう撃げきを受けました。

　でも、毎晩のスナック菓子の誘ゆう惑わくに耐たえてきたおかげで、おなかはそれなりにスマートです。がんばってきてよかったです。まあまあ、見苦しくはないんじゃないのかな、と思います。

　アトラクション内のスタッフが、館内放送で告げました。

『本日の初回公演、あと一〇分で開演です。現在の入場率は八〇パーセント。関係キャストは配置の方、よろしくお願いします』

　わたしはあわてました。次の五分前には点呼も行われます。その場に担当キャストがいないと、公演そのものにストップがかかってしまうのです。

　急いで自分のポジションに走ろうとして、わたしはちょっと足を止めました。

　問題の空ロッカー。

　謎の妖よう精せいさんが祀まつられているところに、スナック菓子がそなえてありました。コンソメＷパンチです。
















　何度も左右を見回します。部屋にはだれもいません。

「………………」

　わたしはひょいと手を出し、スナックをぱくりとつまみ食いしました。

　ほんの一枚。ポテチの一枚です。

　だけど、とてもおいしかったです。体の芯しんに染しみ渡わたるようなおいしさでした。

　これ、お供えものなんですよね？

　だったら、これくらいはアリということでどうでしょうか？

　シルフィーさんも言ってました。




　妖精さん。これからもパークを助けてください。




　はい。助けます。がんばりますとも。

　わたしは誓ちかいました。

　そしてポテチの味は、ずいぶんと後まで残りました。


（おしまい）









　　　普ふ段だんない組み合わせ







　どうもです。水の精せい霊れいミュースです。

　月曜の終業後というのは、あたしたちパークの従業員キヤストにとって、土曜の夜みたいなものです。

　なにしろ火曜日はいちばんおゲ客ス様トが少ない平日でして、いくつかのアトラクションはメンテのために休演することが多いですし、出演のローテーションもかなりゆるくなります。本当ならパーク全体を休園しちゃってもいいんじゃないのかなあ……と思ったりもするんですけど、可か児に江えさんの方針で、それはダメなんだそうです。

（なにがなんでも、休園日は作らん！）

　と、支配人（代行）の可児江さんは会議の席であたしたちに言いました。

（一人でも多く動員数を稼かせがねばならん。本当なら二四時間営業にしたいくらいだ！）

　まあ、さすがに二四時間営業はありえませんけど……リニューアルのおかげもあって、お客様はどんどん増えてきているわけですし、すでに昨年度の動員数も超こえたから安心なはずなんですけど。とにかく、可児江さんは必死な感じです。

　なにかあたしたちに言えない事情でもあるのかな……なんて思ったりもします。それとなく秘書のいすずさんに聞いてみたりもしました（いすずさんとあたしは、わりと仲良しなんです）。でもいすずさんも、そのあたりの話はしたくないみたいでして、なにも教えてもらってません。

　それはさておき、ある九月の月曜日の夜です。

　あたしは最後の公演が終わってから、いつもの『エレメンタリオ』の四人でごはんいこー！　とか思ってたんですけど、三人ともいろいろ都合が悪かったようです。

　サーラマは『ごめん。引っ越ししてから、ぜんぜん荷ほどきが進んでなくて……』と言いました。

　コボリーは『すみません。趣しゆ味みの方でいろいろ原げん稿こうがありまして……』と言いました。

　そしてシルフィーは、『今夜は築つき地じで講習があって……』と言いました。

　前の二人はともかく、シルフィーの『築地で講習』というのはまったく意味不明なんですけど、もう彼女のやることをいちいち気にしていたら身が持ちません。変な噓うそはつかない子なので、たぶん、本当に築地でなにかの講習があるのでしょう。

　とにかく、みんな都合が悪かったと。そういうことです。

　あたしはヒマだったので、うーん、どうしたものかなあ。さっさと帰って、新しいステージの企き画かくでも考えるかなあ、と悩なやみつつ、従業員用のゲートをくぐりました。

　そのままバス停まで歩くと──

「おー、ミュースだふも」

　と、声をかけてきたのはモッフル先せん輩ぱいでした。むくむく、もこもこの妖よう精せいさんです。パークうちの人気ナンバーワンのマスコット。いまは地ち上じよう人びとから一いつ般ぱん人に見える『ララパッチのおまもり』をさげています。

「おつかれさまっぴー」

　と、言ってきたのはワニピー先輩です。同じくララパッチのおまもりをつけて、モッフル先輩と一いつ緒しよにいます。お名前の通り、ワニさんです。パークうちのマイナーなキャラなんですけど、ニッチな人気はわりとあります。あと、よく仕事をサボってます。

「きょうはもう上がりなの？」

　と、優やさしい声をかけてきてくれたのは、経理部長のアーシェさんです。褐かつ色しよく・金きん髪ぱつのお姉さん。メガネとビジネススーツがよく似合います。美人さんです。あと、ナイスバディです。ダークエルフとかサキュバスとか、そういう系統です。普段は角をはやしたり耳をとがらせたりしてますけど、いまはパークの外なので、普通の地上人の姿です。

「あ、はい。みなさんもお帰りですか？」

「もっふ。いや、これから、この三人で焼鳥屋でも行こうか、って話してたふも」

「焼鳥屋って、あの『さべーじ』ですか？」

「そうだっぴー。ミュースちゃんもどうっぴー？」

　珍めずらしい顔ぶれでした。

　モッフル先輩は、たいていマカロン先輩、ティラミー先輩と飲みにいきます。ソウルブラザーってほどなのかどうかは知りませんけど、かなり仲良しです。

　ワニピー先輩は、基本あんまりこういう飲みには参加しません。誘さそわれても断ることが多いですし、筆頭マスコットのモッフル先輩をちょっと敬遠しているようなところがあります。

　アーシェさんは……よくわかりません。現場にはほとんど出てきませんし、事じ務む棟とうビルで挨あい拶さつしたり、会議で顔を合わせることがあるくらいですから。素す敵てきな人だなあ、と前から思ってましたけど、じっくり話したことはないです。

　この三人が、あの焼鳥屋『さべーじ』に？

　みんな年上だし、なんだかしんどいことになるかもなあ、とも思いました。ワニピー先輩はともかく、モッフル先輩とアーシェさんは、この甘あまブリでも重じゆう鎮ちんと呼べる方々です（失礼）。『エレメンタリオ』のリーダーとして、ここは無下に断ることはできません。

　そう！　政治です！　政治！

　がんばってニコニコして、うちのアトラクションにとって有利な状じよう況きようを聞き出すべきではないでしょうか!?

　そうすれば、最近あたしたちを悩ませているあのコスチューム問題も、解決することができるかもしれません！（誰だれ得とくですかって？　もちろんあたしたちです！　あのコスチュームに慣れてきている自分が恐おそろしいんですよ！　ええ、正直、平気なんです！　これはなんとかしたいんです！）

　停留所にバスが近づいてきます。これ以上迷うわけにはいきません。

「はい！　もしお邪じや魔までなければ……！」

　なんとなく胸中にざわざわするものを感じながら、あたしは笑え顔がおで言いました。

「ＯＫふも。じゃあ行こうか！」

　そうして、あたしたちは甘あま城ぎ駅前行きのバスに乗り込みました。




「もっふ。マカロンは娘むすめのララパーと会う予定だっていうし、ティラミーはまたどっかの人妻と密会するって言うしでね。いきなり放ほうり出されちゃったふもよ」

　夜の甘城商店街を歩きながら、モッフル先輩は言いました。

「ぼくも今夜はヒマだったし、一人でちょいと飲んでから帰ろうかなあ、なんて思ってたら、アーシェに会ったふも。経理とか大変すぎて、いつも午前様でしょ？　珍しかったから声かけたふも」

「ええ。きょうはちょうど、池いけ上がみ先生に書類を送ったばかりで……わりと余よ裕ゆうがあったんです」

　池上先生というのは、この甘パブーリクがお世話になっている税理士さんだそうです。サッカー好きのナイスミドルらしいです。あと、お金関係にまったく疎うとい、あるラノベ作家にさんざん迷めい惑わくをかけられてるっぽいです（意味不明）。

「そこで、たまにはどうかなーと思って、アーシェに声をかけたふも」

「はあ」

「現場と経理。およそ相あい容いれない関係なのはわかるけど、ここはひとつ、互たがいの理解を深めるべきだと思ったふも。そうふもね、アーシェ？」

　アーシェさんは苦笑いでした。

「いえ……。お気持ちはうれしいですけど、そういう仕事の話はナシにしておきませんか？　モッフルさん」

「あ……そうだったの。ごめんね。でもまあ、そんなノリふも。たまにはぼくとアーシェで飲もうよー、とか」

「ええ。モッフルさんは甘ブリうちの稼ぎ頭がしらですしね……」

　そう言った瞬しゆん間かんのアーシェさんの微び妙みような目線に、あたしは気づきました。ちょっと色っぽい感じがしたんです。同性ゆえに気づきました。

　いえ！

　アーシェさんがモッフル先輩に色目を使ってるとか、そういうことではありません。ただ……！　なんと言うべきでしょうか？　ひとかどの女性が、ひとかどの男性に向けるような、そういう親しみを感じました。興味、とでも言うのでしょうか？　どこかのセクハラオヤジをあしらうのとは、ちょっと違ちがうムードでした。

　もふもふのネズミさんなのに。

　もしかして、アーシェさんってモッフル先輩の人間体を知ってるんでしょうか？　妙に気になります。

「やれやれ……」

　と、モッフル先輩は肩かたをすくめました。アーシェさんのかすかな仕草にはまったく気づいていないご様子です。そこがまた小こ憎にくらしいです。

「で、まあ……ぼくとアーシェで飲もうって話になったところで、ワニピーが来たふもよ。おまけに誘ってやったふも」

　たちまちワニピー先輩がいきり立ちました。

「なんてこと言うっぴー!?　オイラは最初、断ったのに！　そんな物欲ほしそうな顔なんて、してなかったっぴー！」

「もっふ。だってさー、あそこでぼくとアーシェが夜の街に消えていったら、絶対おめー、黙だまってないふもよ。こないだニャーソンにタカミちゃんの件であれこれ言われたし。もう面めん倒どうくさいのイヤなんだふも」

「それだって怪あやしいっぴー！　タカミちゃんのお持ち帰り疑ぎ惑わくは、まだ消えてないんだっぴー！」

　ちなみにタカミちゃんというのは、焼鳥屋『さべーじ』のバイトさんの女子大生です。これから行くお店の子です。甘ブリうちのキャストが常連なんですけど、モッフル先輩は彼女をアフターに誘い出し、夜の街で酔よいつぶして、ああだこうだと己おのれの欲望でほしいままにした……という噂うわさがたっています。ああ見えてモッフル先輩は硬こう派はなので、あたしは『本当かなあ……？』なんて疑ってるんですけど、みんなは『モッフルさんも所しよ詮せんは人の子だなあ』みたいな受け止め方です。

　しかもタカミちゃんは、わりと甘ブリキャストのマスコットの間ではアイドル的存在です。美人さんだしかわいいけど、基本フツーの女子大生に入れあげて、甘パブーリクの女子はスルーするってのは（かわいい子多いです！）、正直どうかとも思うんですけど。まあ、そんなものかもしれません。職場の女性は、ちょっと対象にしづらいというのならわかります。

「もっふ。……だからさー、普通に送っただけで帰ったふもよ」

「信用できないっぴ！　こうなったら……こうなったら。直接、タカミちゃんに聞いてやるっぴー！」

「ふん。そういうこと聞いたら、マジで嫌きらわれるふもよ？」

「ええっ!?　どうしてだっぴ？」

「わからんのか。わからんのふもか。ワニピー、おまえ重じゆう症しようだふも」

　はやくも嵐あらしの予感です。

　どんなフォローを入れたらいいのやら、とあたしが困っていると、アーシェさんは肩をすくめてほほえむだけでした。たぶん『大だい丈じよう夫ぶよ。ほっときましょう』と言ってくれてるんでしょう。

　そうこうしているうちに、焼鳥屋『さべーじ』に到とう着ちやくします。小さな店構えです。創業が一九九二年とありますから、もう二〇年以上の古いお店です。ガラス戸は油でベタベタ、換かん気き扇せんから出てくるタレの匂においは超ちよう強きよう烈れつ。入り口をくぐった瞬間、足あし下もとのタイルから『べとっ』とした感かん触しよくがやってきます。

　あたしたち『エレメンタリオ』のメンツだけだったら、まず入らないお店なんですけど。でもおいしいんですよね。とくにここのネギマは絶品なんです。

　問題のタカミちゃんは、いませんでした。きょうは非番だったみたいです。代わりに普ふ段だん見慣れない、同じ歳としくらいの男の人が『いらっしゃいませー』と出で迎むかえました。

「もっふ。奥あいてるふも？」

「は？」

「奥ふも」

「は？　えーと……」

　どうも新人のバイトさんみたいです。タカミちゃんなら一発で通じる一言が、どうも彼には通じません。

「奥の座ざ敷しきのことふも。よく使わせてもらってるんだけど……」

「あ、あの……ちょっと聞いてみないと……」

「すみませーん、モッフルさん！」

　見かねたのか、厨ちゆう房ぼうで地じ鶏どりのたたきを盛りつけていた店長さんが言いました。

「空いてますんで。どうぞ」

「もっふ。ありがとふも」

「きょうタカミちゃん、風か邪ぜ引いちゃってて。すいませんね」

「あらら、それはお大事にふも」

　それだけ言って、モッフル先せん輩ぱいは奥に向かいます。ワニピー先輩はちょっと残念そうです。かたや──あたしとアーシェさんは、いまのモッフル先輩のリアクションを、どう解かい釈しやくすべきか慎しん重ちように吟ぎん味みしています。

　はたして、モッフル先輩はタカミちゃんの風邪を知っていたのか、知っていなかったのか？　ここに大きなヒントが隠かくされています。

　知っていたなら、モッフル先輩とタカミちゃんには専用回線が存在するということです。しかも本日、何らかのやりとりがあったということです。

　知らなかったのなら、いちおうはその程度の関係だということです。わざわざ風邪だと知らせることもない間あいだ柄がらなのでしょう。

　ちなみにタカミちゃんのツイッターやラインのアカウントは、あたしも登録しています。風邪の報告はどちらもありませんでした。つまり、公式には風邪だと言っていません。

（アーシェさん……どう解釈しますか？）

（うーん。なんとも言えないわね。モッフル卿きようも役者だし）

（あたしは、知ってた感じがしますけど。素っ気なさすぎませんか？）

（そうね。でも、知ってなくても普段からあんな感じでしょ？　ラティファさまなら大おお騒さわぎだろうけど）

（ふーむ……それは確かに……）

　女子二人でひそひそ話をしていると、奥のお座敷席に上がったモッフル先輩が手招きしました。

「ほれ、こっちふも。入れ入れ」

「あ、はい……！」

　あたしは狭せまい通路を、いそいそと小走りしました。でもこのひそひそ話のおかげで、ちょっとアーシェさんが近くなったような気がしました。なにしろ同じ瞬間、同じことを考えて、最低限の言葉で意見をやりとりできたのです。それだけでも、ちょっとうれしい出来事でした。




「さて！　ではかんぱ──い、ふも！」

　モッフル先輩のかけ声で、あたしたちはジョッキを打ち合わせました。

　モッフル先輩はホッピーの黒。

　アーシェさんとあたしは生ビール。

　そしてワニピー先輩はグレープフルーツ・サワーでした。

　モッフル先輩とアーシェさんは、ほとんど一気飲みです。ごっきゅ、ごっきゅとやったあと、プハーっと心の底から気持ちよさそうにため息をつきます。一方、ワニピー先輩はちょっと一口だけ飲んで、おしまいでした。

「あー、おいしい！　すみませーん！」

「はーい」

「生中とホッピーの中、おかわりでー！」

　アーシェさんが勝手に注文します。モッフル先輩はうれしそうに目を細めました。

「おー、ありがと。アーシェはやっぱりイケるクチみたいふもね」

「いえいえ。たいしたことないです」

「またまた。こないだ、あの鉄ひげを粉みじんに撃げき破はしてたふも。ティラミーが怯おびえきってたふも」

　鉄ひげさんというのは、キャストの一人です。ゾウアザラシのマスコットで、元海かい賊ぞく。酒好きなおじさんです。

「そうですか。でもまあ……鉄ひげさんは飲み方が乱暴ですから」

「おっ！　言い切ったふも！」

「女の子のお店、多すぎるんじゃないですか？　別に普ふ通つうのペースで飲めばいいと思うんですけど」

「そりゃあねえ。でもアーシェちゃんにお酌しやくされたら、ガンガンいっちゃうのは仕方ないふもよ」

「なんですか、それ？」

「だって、断ったらこえーふも」

「ひどいなあ！　どんだけ怯えられてるんですか、わたし」

　モッフル先輩とアーシェさんはケタケタと笑います。あたしは苦く笑しようします。ワニピー先輩はあいまいな笑え顔がおで黙っていました。

　もう、なんというのでしょうか。

　モッフル先輩とアーシェさんのやりとりだけで、あたしはガクブル状態です。

　なにしろこのお二人は、もともと──お世辞にも仲良しとは言えない間柄です。

　最初にモッフル先輩が言った通り、アーシェさんは経理部長──パークのお金を握にぎっている方です。きっちり財さい布ふのヒモを握にぎって、みんなに無む駄だ遣づかいをさせないのが大きな仕事の一つです。

　一方でモッフル先輩は、現場のキャストのトップです。お客様を喜ばせるためにも、『あれがほしい！　これがほしい！』と予算をねだるのが仕事みたいな一面があります。

　立場上、仕方ないんです。この二人が対立してしまうのは宿命とさえいえるでしょう。

　そのお二人が、まだ酔いも回ってない一いつ杯ぱい目のときに、軽～いジャブを打ち合ったのがいまの会話でしょうか。

　不ふ肖しよう、このミュースも社会経験浅いですけど、それくらいのムードは理解できます。

「そりゃ怖こわいふもよー。アーシェが黙ってると、マジ怖いもん。いすずの折せつ檻かんなんて、ものの数じゃないふも」

「ええー？　あれはモッフルさんたちが悪いんですよ。かわいいからって、いすずちゃんをおちょくりすぎでしょ」

　さらっと論点を切り替かえてます。さすがです、アーシェさん！

「もっふ。そうかなあ？」

「そうですよ。いすずちゃん、かわいそうですよ」

「まあ、あいつもスキだらけだからねえ。ぼくもほどほどにしろって、みんなに言ってるふもよ」

「でもみんな、ぜんぜん聞かないでしょ」

「うーん。そうだね。ちょっと考えとくふもよ」

「頼たのみますよ、もう」

　なんて言ってるうちに、新人バイトさんが二杯目のホッピーと生ビールを持ってきました。

「いすずちゃんって言えば」

　バイトさんがお座敷を出ていってから、アーシェさんは言いました。

「最近どうなんですか？　いすずちゃん」

「どうって……普通ふもよ。ああいう奴やつだし。淡たん々たんと秘書をやってるふも。アーシェだって見てるふも？」

「そうじゃなくて。可児江さんのことですよ」

「ああ。ああー！」

　質問の意図を理解した様子で、モッフル先輩は肉球をぽんと打ち合わせます。

「そういう話ふもね」

「そういう話ですよ」

「どうなのかなー。相変わらずっていえば、相変わらずふも。なんかもー、ぜんぜん？　色気はないふもねえ」

「そうですか。まあそうじゃないかと思ってはいたんですけど」

　お二人はジョッキをぐびぐびとあおって、陽気に笑いました。

「いすずちゃん、奥手っぽいですしねえ」

「それをいったら西せい也やも奥手ふも」

「そうなんですか？」

「そりゃそうふも!?　見ててわかんない!?　あいつ、ガチふもよ！　超ちようマジメ。超紳しん士し。職場の女には絶対ちょっかい出さないタイプふも」

　するとアーシェさんはちょっと小首をかしげて、薄うすら笑いを浮うかべました。

「え～？　本当ですか？」

「なにそれ。ちがうの？」

「どうなんでしょう？　秀しゆう才さいタイプって、そうそう簡単には尻尾しつぽを出さないでしょうし……」

　あとで思えば、アーシェさんのその反論は、本心からのものではなかったのでしょう。座を盛り上げるために、あえて暴論を言ってみた、ということだったのだと思います。

　で、その直後にモッフル先輩は腕うで組ぐみして、『ふうむ……』と返事を保留しました。将しよう棋ぎでいったら長考です。ワニピー先輩はうつむき、なにも言いませんでした。それでもって、思い切り釣つられたのは、あたしでした。

「か、可児江さんは！　そういうタイプじゃないと思うんです！」

　お座敷の外──ふすまの向こうまで聞こえそうな声で、あたしは言ってしまいました。

『ほほう？』

　と、モッフル先輩とアーシェさんが同時に言いました。

　ものすごく、興味深そうな顔で……。

「なぜそう思うふも？」

「そのあたり、お姉さんに聞かせてくれないかな……？」

　二人とも、目がサディスティックです。なにかの地じ雷らいを踏ふんだ──それだけはあたしも理解できました。

「え？　あ、あの……」

「気になるふもねえ……」

「気になりますねえ……」

　ようやく理解できました。このお二人は──最初から、別に対立してたわけではなかったんです。あたしとワニピー先せん輩ぱいの前で、軽い漫まん才ざいをやっていただけなんです！　最初に示し合わせてたわけではなくて……それとなく、互たがいに理解して、こういう流れに持ち込んだのでしょう。仕事の話をしたって、喧けん嘩かになるに決まってる。だから今夜は楽しもう、と！
















「もっふ。ぼく気になるふも。なぜ西也がそうじゃないのか……その辺、じっくり教えてほしいふも」

「あ、あの……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ここは飲みの席だから。思い切ってぶっちゃけてみなさい？　ほらほら。まずはぐーっと。ぐぐぐ───っと」

　アーシェさんは優やさしい手つきで、一杯目のビールを飲むようにうながしました。あたしがそれを飲み終えると、いつのまにか二杯目のビールが目の前にありました。

「無理に飲まなくてもいいのよ？」

「うん。無理しなくていいふも。それよりさっきの話題だよ。……どーして西也が女にマジメなのか？　そのあたりの根こん拠きよを話してほしいふも」

「ええっ!?　それは……それは……」

　なにか言わなければなりません。

　なにかを、なにかを……。

　自然と、ジョッキに手がいきました。時間稼かせぎのために、何度がぐびぐび飲みます。

「ぷはっ……」

　この一〇秒くらいの間に、話題が逸それてくれることを期待したんですけど、そうはなりませんでした。モッフル先輩とアーシェさんは、きわめて辛しん抱ぼう強づよく、あたしの言葉を待っています。

『で？』

　二人で同時にうながしてきます。もはや逃のがれる術すべはありません。

「そのー……。可児江さんは……」

「うんうん」

「可児江さんは……対人関係ですと……あんまり計算高くないというか……」

「ふもふも」

　あー、もう知りません。考えずにぶっちゃけてしまいます。

「いえ、だってね？　基本、俺様じゃないですか？　すごくエラそうですよね？　あたしも正直、ムカついたことありますよ？　でも……その辺がクレバーな人だったら、もうちょっと猫ねこなで声で頼んできたり、ヘコヘコして見せたりするじゃないですか。でも可児江さん、そうしませんよね？　徹てつ頭とう徹てつ尾び、俺様ですよね？　ああいうのって、むしろ誠実な証しよう拠こなんじゃないかなあ、って思うんですよ！　だから、あたしも可児江さんに付いていこー！　って思うところもありますし！」

　本心からそういうと、モッフル先輩とアーシェさんは天てん井じようを仰あおぎ、異口同音に『あ────……』と言いました。

「な、なんですか？　そのリアクション」

「いや。うん。これって、あれふもね。古い言葉だけど……ダメンズ？　そういう男と別れられない女が言いそうな感じふもね」

「ええっ？」

「わかります。なんかね……『彼が身勝手なのは、自分に正直だからなの！』とかね……。ヒロイン気分の子に、よくいるんですよね」

「ええっ？　ええっ!?」

　それなりにポジティブなことを言ったつもりなのに、まさかのダメ出しです！　あたしは混乱しました。

「もっふ。これが行きすぎるとね。『たしかに彼はあたしを殴なぐるけど、でも違ちがうの！　だって顔は殴らないから！』とか、そういう世界に突とつ入にゆうするふもよ」

「あー、います、います。わたしの学生時代の友達にも、そういう子いるんですよ。だいたい面食いなんです。それでズルズル、何年も続いてる感じで……」

「うわー、マジふも？」

「ええ。実はわたし、女子大出身なんですよ。わりと多いです」

「ああ。そうだったふも？　面食い多いって聞くよねー」

「ええ。ごく一部ですけどね。わりと多いです」

「どっちふもよ」

　二人はケタケタと笑いました。

「まあ……アレですよ。統計的には怪あやしい世界だと思いますけどね？　ほら、プリウス乗りはアレなドライバーが多いとか」

「もっふ」

「ホントは販はん売ばい台数が多いから、悪質ドライバーが目立っちゃうだけなんでしょうけど。たぶんそんなノリですよ」

「それ、ぜんぜんフォローになってないふもよ！」

「えー」

「そもそも女子大、少ねーから！」

「まあそうなんですけど」

　二人はケタケタ笑いました。

　あたしはちっとも笑えません。ちなみにワニピー先輩は、愛あい想そ笑いをしながらスマホを操作しています。なんかのソシャゲーをやっているようです。いや、そこは助けてくださいよ……！

「まあ、なんだふも。ミュース。面食いは人生、損するふもよ？」

「ま、待ってください。いつからあたしが面食いってことになったんですか!?」

「違うふも？」

「え？　それは……あの……」

「ほら迷った。迷ったふもよ！」

「う……！」

「モッフルさん、そんないじめちゃダメですよー！」

「いじめてないふもよー！」

　またもや二人はケタケタと笑います。そろそろ殺してやりたくなってきました。

「ああ、ごめんなさいね。あなたをからかうつもりはなかったんだけど」

「は、はい……」

「可児江さんみたいな人に憧あこがれちゃう気持ちは、わたしもわかるから」

「おっ、ここで爆ばく弾だん発言ふも？」

「いやだって、彼、実際カッコいいじゃないですかー。わたしが高校生だったら、絶対クラクラしてましたよー！」

　モッフル先輩のツッコミを、アーシェさんはものすごくフラットな感じで笑い飛ばしました。さすがです。すごいです。このテクニックは脳内にきっちりメモっておきたいです。っていうか、いつかこんな台詞せりふ、言ってみたいです。

　いえ、待ってください！

　それはさておき、会話の流れが困ります！　まるであたしが可児江さんに懸け想そうしてるみたいな、そういうノリになってませんか!?　ここは異論を唱えておかなければなりません！

「でもでもあの、別に……上司としての可児江さんというか……。そういう話のつもりだったんですけど」

「うんうん。そういうことにしといてあげるから」

　アーシェさんはにやにやしながら、あたしの肩かたをたたきました。

「でもまあ……面食いはホドホドにしときなさい。たいてい、ロクなことにならないから」

「そ、そうなんですか？」

「まあね。たとえば、ほら」

　と、アーシェさんはモッフルさんの背中をどんとたたきました。

「もふ？」

「こんなモフモフのげっ歯類だけど。生活力あるでしょ？　しかも元将軍様よ？　地味にすごい人よ？　いつもバカばかりやってるけど、実は言うことマトモだし。こういう人をちゃんと見み抜ぬけないと」

「なにそれ。まるでぼくがイケメンじゃないみたいな話ふも」

「イケメンもなにも、ないでしょ」

「もっふ。まあ、そうだけど」

「でもわたしはモッフルさんのこと、すごい人だなあ、っていつも思ってますよ？」

「そうだったの。意外ふも」

「素す敵てきですよ。本当」

　あたしは衝しよう撃げきを受けました。

　お二人の会話の内容だけではありません。並んで座って、モッフル先輩に冗じよう談だんぽく話しかけてるアーシェさんの視線に、わずか──ほんのわずかに、色気のようなものを見いだしたからです。

　もちろん本当の恋こい心ごころとか、そういう感じではありません。でも！　なんでしょうか。ちょっとだけ、『いちおうはあんたも対象内』みたいなムードを感じたのです！

　ああ、女め神がみリーブラよ！

　あたしの知る限りでは、アーシェさんはモッフル先輩の人間体──あのアラゴルンばりのイケメン髭ひげおじさんの姿は知らないはずです。あの写真を見ているのは、あたしと『エレメンタリオ』の三人、それからいすずさんだけのはずです。

　実はイケメンなモッフル先輩の正体も知らずに、その人格だけを見て、そこまで振ふるまえるアーシェさんの人物眼。そこにあたしは、妙みような感かん銘めいを受けました（いえ、外見は全部抜きにしても、あたしにはちょっとモッフルさんはキツい感じはしますけど！）。

　モッフル先輩がどう返すか、あたしは内心でハラハラしていました。

「……うーん、困ったふもね。キャストリーダーと経理部長の、禁断の愛ふもか」

　直球できました！

　もこもこの肉球で、そっとアーシェさんの手をとったりなんかまでしています。

「もし……もしそうなったら、アーシェ」

「はい……」

「先週出した経費の書類、通してくれるふも？」

「絶対ダメです」

「だよねー！」

　たちまちお二人はガハハと笑い、ジョッキを打ち合わせ、残りを飲み干し、『ホッピーとビール、もう一いつ杯ぱい～～！』と叫さけびました。

　あたしは心労で死にそうです。

　なんなんでしょう、この神経戦は。楽しんでるんでしょうか？　戦ってるんでしょうか？　そのあたりがあたしには、さっぱりわかりません。これが大人の世界なんだというのなら、あたしは大人になんかなりたくありません！

　そんなあたしの苦く悩のうをよそに、モッフル先せん輩ぱいとアーシェさんのお気楽（？）トークは続きました。

　これまでの話題をバッサリ切ってから、今年のプロ野球の話になります。

　意外なことに、モッフル先輩は巨きよ人じんファンでした。ただしこれはいろいろと野球ファンとして葛かつ藤とうを抱かかえ、三六〇度一周してからの屈くつ折せつした気持ちを乗り越こえてのことみたいで、いろいろ面めん倒どうくさい巨人ファンでした。

　一方のアーシェさんは広ひろ島しまファンでした。これもまた、昨今いわれる『カープ女子』みたいなノリにものすごい反発を覚える昔からのファンで、いまはその葛藤を乗り越え、そういうもてはやされかたも球団のためならアリなのかな、と割り切るようになってきた広島ファンでした。面倒くさいですね！

　あたしもどこのファンなのか聞かれましたけど、『レッドソックスです』と答えたら、わりとスルーされました。ＭＬＢはダメみたいです。空気読めませんでした。すみません。

　ちなみにワニピー先輩も同じ質問をされましたけど、『オイラは野球、観みないっぴ……』という返事で終しゆう了りようとなりました。

「ワニピーは相変わらずふもねえ……」

　と、モッフル先輩がため息をつきました。

「なにそれ。どういう意味っぴ？」

「そこはさー。ギャグでもいいから、適当な球団をあげとくふもよ。たとえば南なん海かいホークスとか」

　それがギャグなのかどうなのか、あたしにもわかりません。そういえば昔は、そういう球団があったと聞きますけど。

「だけどオイラ、ホントに球団なんてわからないっぴ！　モー娘むすめ。のメンバーなら全世代いえるけど」

「い、いえるふもか」

「余よ裕ゆうっぴ。言ってみせるっぴ？　えー、まずはア行から……」

「いえ、いいですから」

　きっぱりとアーシェさんが遮さえぎりました。ワニピー先輩はとても残念そうでした。

「とはいえアイドルグループというのも、不思議な世界ふもね。うちの『タスクフォースＡＢＣ』なんか、ノリで始めちゃったけど。ワニピー的にはどうふもよ？」

　それはモッフル先輩なりの気き遣づかいだったのかもしれません。この『さべーじ』に来て以来、ワニピー先輩はほとんど無言です。さすがにそれでは気まずいと思ったのでしょう。ワニピー先輩の得意分野を振ってあげたのです。

　ちなみに『タスクフォースＡＢＣ』というのは、甘ブリうちがプロデュースしているご当地アイドルユニットです。安あ達だち映えい子こさん、伴ばん藤どう美び衣い乃のさん、中ちゆう城じよう椎しい菜なさん──三人の地ち上じよう人びとのバイトさんたちで結成されました。正直、あたしたち『エレメンタリオ』としてはライバルといってもいい相手なんですけど、そういう危機感はあたし以外持っていません。サーラマも、コボリーも、シルフィーも、彼女らのＰＶを観て『わー、かわいいー！』とかのんきに喜んでます。下手をしたら、あたしたちの劇場が奪うばわれるかもしれないというのに！

　まあ、たしかにかわいいと思いますけどね？　もうちょっとみんな、向上心とかライバル意識とか持とうよ!?　……とか思います。

　失礼しました。とにかくワニピー先輩へのご質問です。

　アイドルグループのなんたるかについて、モッフル先輩に訊きかれますと──

　ワニピー先輩は、たちまち上級者の余裕丸出しの態度になって、『はっ……』とため息混じりに肩をすくめて、こう言いました。

「まあ……悪くはないっぴ」

「ふむ？」

「でもあれじゃ、所しよ詮せんはローカルアイドルを脱だつすることができないっぴ。そもそも、あの子たちには熱意がないっぴ。地元のクラブ活動の延長だよね？」

「むう……。それは、たしかに……。でも、最近はそういうノリがウケてるんじゃないふも？」

「そう単純じゃないっぴ。昔は、ね？　生まれつき綺き麗れいな子が、オーディションとかで『友達が勝手に応おう募ぼしちゃって、仕方なく来たんです～』なんてノリもアリだったっぴ。でもいまは違ちがうっぴ。栄養状態の改善とか、整形技術の進歩とか……いや、整形はないということにしとくけど、みんなかわいい子だっぴ。洗練されてるっぴ。つまり、頭一つ抜けることが難しい時代なんだっぴ。だから『わりとフツーで、クラスに二～三人はいそうな女の子』みたいなのが、一いつ生しよう懸けん命めいがんばってるのが共感を呼ぶんだっぴ」

「ほほう……うなずけるふも」

「つまり、熱意っぴよ。ちゃんとがんばって、応おう援えんしてくれる人を大事にするスタンスじゃないと、ファンはついてくれないっぴ。それが『タスクフォースＡＢＣ』にはないんだっぴ」

「ふうむ……」

「あの三人はそれぞれいいモノを持ってるっぴ。映子ちゃんのそこはかとないエロさ、お嬢じようさん育ちとの両立は、いまどき稀き少しようっぴ。美衣乃ちゃんの前向きなキャラは、欠かせないっぴ。そして……椎菜ちゃんのあの歌声は、ガチだっぴ。……だけど、それだけでは戦えないっぴ。みんな自分の武器がわかってないっぴ。ファンがついても、半信半疑だし。自己評価が低い証しよう拠こだっぴ。まあ……うぬぼれと自信のバランスをとるのは、思春期の女の子にとってはものすごい難しいことなんだけど。どうせならうぬぼれてるくらいの方が、まだいいくらいだっぴ。要するに、あの子たちが本気にならない限り、これ以上のブレイクは不可能だと思うっぴ。……とはいえ、ブレイクしたらしたで、大変なことはたくさんあるっぴ。すごく苦労するはずだっぴ。昔と違って、いまはネットがあるからね。心ない言葉がダイレクトに襲おそいかかるっぴ。不本意な仕事もやらなきゃならないだろうし……。だから現状のまま、ゆるーいご当地ユニットですませて、来年くらいには解散するのも……賢けん明めいといえば賢明だと思うっぴ。ほどほどに美しい思い出にして、二〇年後くらいに、自分の子供に当時の写真を見せて、『これ、お母さんなのよー』とか言ってみるのもいいんじゃないっぴ？　だれも傷つかない、無難な落としどころだっぴ」

　こんなに饒じよう舌ぜつなワニピー先輩を、あたしはほとんど初めて見ました。しかもいちいち、いいことを言ってます。

　むしろ尊敬の念さえ抱いだいてしまいました。

「まあ、これはあくまでオイラの見解だけどね。反論はあると思うっぴ」

「ふーむ……でも、見事な見解ですね」

　と、アーシェさんが言いました。

「ぼくも見直したふも」

　と、モッフル先輩がうなずきました。

「えへへ……そうだっぴ？」

「まあ、そういう難しいアイドル論はさておいて、先ほどのテーマに戻もどるふもよ」

「ぴ、ぴーっ!?」

　愕がく然ぜんとしたワニピー先輩を放置して、モッフル先輩は咳せき払ばらいをしました。

　なかなか残ざん酷こくです。もうちょっと持ち上げてあげてもいいのではないでしょうか？

「だって、これ以上聞いてたらもっと長くなりそうなんだふも。それに仕事の話っぽいし。やめやめ！」

「ひどいっぴ……」

　ワニピー先輩は肩かたを落とします。

「それで、先ほどのテーマというと……？　女子大から社会人デビュー系女子の話ですか？」

　もうみんな忘れかけていた話を、アーシェさんが蒸し返します。

「そうじゃないふも。……いや、それはそれでおもしろいんだけど。西也の話ふもよ」

「ああ。可児江さんですね。っていうか、モッフルさん、やたら可児江さんのこと気にしてますよね。やっぱり愛しちゃってるんですか？」

「なぜそうなるふもよ。おまえコボリーかよ」

「そういう気持ち悪い意味じゃありませんよ」

　なにげにバッサリです。この話はコボリーにはできません。きっと落ち込みます。そういえばアーシェさんとコボリーの声って似てますよね（はい、どうでもいいですね、忘れてください）。

「だってモッフルさん、前に比べるとずいぶん可児江さんのこと、ほめてますよね」

「そうふも？　あんま自覚ないけど」

「ああ、あれですね？『あいつは、俺の若いころに似ている』という。おじさん特有の自己陶とう酔すいとか」

「ば……！　馬ば鹿かを言うなふもよ！　ぼくだってさすがにそこまで図ずう々ずうしくないふも！」

「へえー」

「いや、マジで！　そういうのじゃないふも！　そもそもぼくは男子校だったし、校内の人望も厚かったし、あのバカよりはずっと、ずーっと気配りの人だったふも」

「あんまり関係ないと思いますけど」

「そうかなあ？　いやとにかく、西也の女関係の話ふもよ」

「ああ、そっちですか……」

　シラケたようにアーシェさんが言いました。

「いやアーシェ。いま絶対わかってたふも！　わかっててぼくをからかったふも！」

「はい。その通りです」

「恐おそろしい子ふも……！」

「それはさておいて。可児江さんの女性関係ですね？」

「なにその事務口調」

「いえ、脱だつ線せんが多くなってきたので。本題に入りましょう」

「もっふ……」

　モッフル先輩は、あらためて咳払いしました。

「ではミュース。おまえはぶっちゃけ、ラティファ派ふも？　いすず派ふも？」

「へ…………？」

　いきなり話を振ふられて、あたしは頭が真っ白になりました。

「あの……あの……よく意味が……」

「あー、まだるっこしい！」

　と、アーシェさんがジョッキをテーブルにたたきつけます。あたしとワニピー先輩が、同時にびくりと肩を震ふるわせました。

「いま可児江さんがくっつきそうな女の子っていったら、ラティファさまかいすずちゃん以外、ありえないでしょ？」

「え……あ……そうですよ……ね？」

　そうだったんです……か？

「それでミューちゃんの立場から見て、どう思うのよ!?　って話をしてるわけ、いま！」

「あ、はい……」

　気づけばアーシェさんはジョッキをやめて、日本酒モードに移行してます。なんだか、きょうはペースが速いです。

　っていうか『ミューちゃん』ってだれですか？　そんな風に呼ばれたのは、幼よう稚ち園えんのとき以来ですよ！

「どっちなの？」

「いえ……あの……」

　あたしは困りました。

「どっち？」

　そう言われましても。

　いすずさんは文句なしの美人さんです。スタイルも抜ばつ群ぐんだし、魔ま法ほうの大国メープルランドの大貴族の家系で、飛び級で士官学校を出て近この衛え隊の士官を務めた、いわばスーパーエリートです。その気になったら、超ちようお金持ちの高名な貴族と、すぐに婚こん約やくできるくらいでしょう（まあ本人にその気はまったくないみたいですけど……）。

　ラティファさまに至っては、いちいち挙げるまでもありません。メープルランドの第一王女で、王位継けい承しよう権けんはいまのところ第一位です。もちろん超美少女さん。めっちゃくちゃかわいいです。『人形みたいにかわいい』というのは、ラティファさまのためにあるような言葉です。体は弱いし華きや奢しやだけど、こちらが心配になるくらいおひとよしで、優やさしく、慈じ悲ひ深ぶかいお方です。

　そのお二方を比べろと言われても……。

「お二人とも、とても素す敵てきな方ですし……」

　それだけ言って、あたしは黙だまり込んでしまいました。

　そうなんです。

　あの可児江さんに釣つり合うような人なんて、ラティファさまやいすずさんくらいじゃないと、まずありえないわけです。

　可児江さんといすずさんが、仕事のことでギャアギャア罵ののしり合ってるのを、間近で見たとき……。可児江さんとラティファさまが、あの空中庭園でお茶しているのを遠くから見たとき……。

　いつも、『ああ、あたしバカだな。情けないな』と思ってました。

　ものすごく俺様なんだけど、いつも真しん剣けんで、必死で、パークの未来のことばかり考えてる可児江さんの横顔に、あたしは惹ひかれていました。最初に会ったころからです。なんだか、かっこいいなあ……というか。大それた恋こい心ごころなんかじゃなくて、あこがれみたいなものなんだと思うようにしてます。

　でもあたしは、ぱっとしない人です。

　子供のころはバレリーナにあこがれてて、そういう教室にも通ってました。運動神経は微び妙みようでしたけど、努力でどうにかおぎなってる感じでした。わりとガチな教室だったんですけど、そこの先生から『あなたには無理だと思う』とはっきり言われたのが、中三の夏休みです。

　それでも踊おどるのが大好きで、あきらめられませんでした。

　あたしは水の精せい霊れいです。実家は地上界にある湖の主あるじをやってまして（迷めい惑わくかけると困るので、某ぼう県のＫ湖の主とだけいっておきます）、両親はあたしが家業を手伝うことを望んでました。

　でも、どうしてもダンスをやりたかったものでして。地上でがんばることにしました。

　甘ブリここに来る前は、ファミレスの夜勤バイトをこなしながら、地方の遊園地でどうにかバックダンサーをやらせてもらっていました。甘ブリうちにメインのダンサーとして入れたのも、幸運のおかげです。

　そんな感じの平へい凡ぼんな庶しよ民みん系精霊です。

　そのあたしが、可児江さんに何かのモーションをかけるなんて、ちょっと考えられません。そもそも異性経験がないんですよ!?　女子校出身だし!?　ええ、モッフル先せん輩ぱいとアーシェさんの言ってた通りです！　面食いなんです！　幻げん想そう抱いだいてます！　悪いですか!?　悪いですか!?

　はい、悪いですね……。

　いえ。さすがにそういう自分の問題くらいは理解できる歳としにはなってますけど。しかも言うほど、面食いではなかったり……。

　とにかく、ですね？

　こんなあたしが可児江さんにアタックするなんて、ゲームでいえば『カジュアル』とか『ベリーイージー』しかプレイしたことない人が、いきなり『ナイトメア』とか『ヘル・モード』とかをプレイするようなものなんです。開始三〇秒で即そく死し確実です。

　ですから、遠くから見るだけにしておいたのです。それでいいんです。

　だというのに。

　目の前のモッフル先輩とアーシェさんは、残酷な質問をしています。

　離はなれて、ため息混じりに、『素敵だなあ』なんて思っていられれば幸せだったのに……。

「ホント……どちらも……す、素敵な方ですよね……」

　途と切ぎれ途切れに言うのが、精せい一いつ杯ぱいでした。

　やばいです。視界がにじんできました。目の前のお通しのお皿の輪りん郭かくが、ぼやーっとしてます。鼻のてっぺんが熱くなって、『ぐすっ』とせざるをえませんでした。

「も、もっふ……。あ、えーと……」

　モッフル先輩が困こん惑わくまじりに言いました。

「うん！　そうふもね？　ミュース。ちょっと……同世代の意見が聞いてみたかっただけふもよ。な!?　アーシェ!?」

「へ？　……あ、はい！　そ、そうでしたね!?　他意はないのよ？　他意は？　ちょっと興味があったかなあ……ってくらいで」

「はい……あの……ホント、大だい丈じよう夫ぶですから……」

　お鼻をすすりながらあたしが言うと、モッフル先輩はどこからともなくお財さい布ふを取り出し、千円札をワニピー先輩に突つき出しました。

「ワニピー。すまないんだけど、ちょっとタバコ買ってきてくれないふも？」

「なにその流れ!?　オイラが邪じや魔ま者ものだってことだっぴー!?」

「そ、それは……」

　モッフル先輩が言いよどんでいると、アーシェさんがバッサリ言いました。

「ぶっちゃけそうです」

「ぴ、ぴ────っ!?」

「買ってきてください。店出て、右です。コンビニありますから。テキトーなマンガ雑誌とか、一冊立ち読みしてから帰ってきてください。ではどうそ」

「ぴ──────！」

　大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら、ワニピー先輩は行ってしまいました。なんだかんだで引き受けてくれるあたり、いい人です……。

　ワニピー先輩がお座ざ敷しきを出ていくと、モッフル先輩が深々と頭を下げました。

「うーん、すまんふも。まさか、そこまでわりとマジだとは思ってなかったふも」

「な……なんのお話ですか？」

　ばかばかしいとは思いつつも、あたしはとぼけてみせました。

「西也のことふも。もっと軽いノリで、『可児江さんカッコいいですねー』とか、そんな感じだと思ってたふも」

「わたしも同じよ。悪ふざけが過ぎたわ。ごめんなさい」

　モッフル先輩もアーシェさんも、深々と頭を下げてきます。なんだかこちらの方が申し訳ない気分です。

　……というか、あれだけの会話であたしの気持ちをおおむね察してしまうこのお二人の余よ裕ゆうにこそ、なんだかムカつく気分です。

「いえ……誤解しないでください」

　目め尻じりの涙をぬぐってから、あたしは言いました。

「あたし、いすずさんとは仲良しですから。なんだか、そんな風に言われてる彼女が気の毒になっただけです」

　大おお噓うそです。でも、がんばって噓をつきます。

「そ、そうふも？」

「ええ。周りで好き勝手言われちゃって。かわいそうですよ。ラティファさまも。そっとしといてあげてほしいです」

「もっふ……そうだね。悪かったふも」

　モッフル先輩はしゅんとうつむき、肩かたを落としました。これは演技ではなさそうです。ラティファさまの名前を出されると、モッフル先輩は弱いのです。

　かたやアーシェさんは──

「そうね、ミュース。あなたの言う通りだわ」

　と、とてもニュートラルな調子で言いました。こちらは……どうなんでしょう？　モッフル先輩ほど単純な反応ではない感じです。

「この話題はやめておきましょう。その代わりに……」

「その代わりに？」

「『エレメンタリオ』の暴ばく露ろ話を所しよ望もうするわ。ぶっちゃけ、どうなの？　あんたたち？　なんかおもしろいネタとか、ないの!?」

「へ？」

「イライラするのよ！　なんかあんたたち、仲良しでしょ!?　中学生の部活じゃあるまいし！　もっとこう、ドロドロないの!?　可児江くんとか、もうどうでもいいから！　ファンの人気とかをめぐって、ドロドロ、ドロドロ……そういうグチとかが聞きたいんだけど！」

「あの？」

「ねえ、頼たのむから！　実は嫌きらいな子とか、いないの!?　サーラマは？　なんかさ、こないだ焼け出されたあと、しばらく泊とめてあげなかったらしいじゃない!?」

「あ、あれは」

「実は仲悪いとか、そういうのが聞きたいわけ！　お姉さんは！　おねがい！　わたしね、そういう話を期待してるの！」

「あ、アーシェ……」

　モッフル先輩が、おそるおそるなだめます。

　アーシェさんの目がすわっていました。ぐいっとおちょこのお酒をあおって、『ふーっ』と威い圧あつ感かんたっぷりのため息をつきます。

「で？　どーなの？」

「そ、そう言われましても……。あの、ホントにわりと、仲いいんで……」

「ウソ、ウソ、ウソ！」

　アーシェさんは断言しました。

「わたしがあんたくらいのころはねえ？　苦労したもんよ？　やれ秀しゆう才さいだ、やれ天才だなんて言われてもね？　ひがまれたり妬ねたまれたり。もー、ロクなもんじゃなかったの!?　がんばって仕事してもね？　そりゃ、もうひどいもんだったわ！」

　ぶはーっと息をつきます。めっちゃ酒くさいです。

「アーシェ。その辺で……」

「やっかましい！　クソネズミ！」

「ええっ!?」

　モッフル先輩が衝しよう撃げきを受けます。

　そういえば、アーシェさんは魔ま法ほうの国のシュベールトで、財務次官を務めていたそうです。これまた、ものすごいエリートです。あたしには想像もつかない苦労があったのでしょう。

「もうね、出世争いで。足の引っ張り合いばかりで。うんざりだったのよ。それで……辞やめてやったの。それで甘ブリ。甘ブリよ……ふふふふ。甘ブリ？　ええ、最高よ。でもなんかさー。ミューちゃん」

「はあ」

　またミューちゃんです。

「あんたら見てると、うらやましくなっちゃうのよね。だってさー、ホント仲いいじゃん？　あのころ、わたしもあんな仲間に恵めぐまれてたらなあ……って」

「は、はい。わかります」

「わかるわけないっしょ？　ボケ」

　ボケですか。すみません。ショックです。

「だから……大切にしなさいよ？　サーラマちゃんもコボリーちゃんもシルフィーちゃんも。みんないい子なんだから」

「はい」

「いい子なのよ!?　わかってんの!?」

「は、はい」

「いーや、その目はわかってない！　だいたいね、あんたのところときたら、いらない予算ばっかりかけて、パークの台所なんて気にもしないで、いつもいつも、いつもいつも……」

「あー！　そろそろ、おひらきにするふも！」

　声たからかに、モッフル先せん輩ぱいが宣言しました。

「えー？　もう？」

「もう、ふも。さ！　帰ろ、帰ろ！　ここはぼくが出しとくから！」

　モッフル先輩が、アーシェさんの肩を押します。アーシェさんはぐにゃっと身を曲げます。ぼんやりしてる感じです。

「それは悪いですよー……。わたし、そんなつもりじゃなかったし……」

「じゃあ経費で落ちるふも？」

「それはダメです」

　このときだけは、きっぱりしてます。

「じゃあ、行くふも。ほらほら。立って立って」

「うーん……」

「まったく……アーシェはもっと強いかと思ってたふも」

「ふん。きょうは疲つかれてるんです」

「うん、一仕事終わったし、寝ね不ぶ足そくだろうし」

「わかってるじゃないですか」

「ぼくも配はい慮りよが足りなかったふも」

「じゃあモッフルさん……送ってくれますかー？」

「ええ？　ああ……送るふも。だから、ほらほら。立って立って」

「もう……」

「ごめんふも！　お会計～～！」

　その後、バイトくんがやってきてお会計となりました。ワニピー先輩はタバコを買いにいったきり、なかなか戻もどってきません。

　アーシェさんがこんなに酔ようのは、やっぱり珍めずらしいみたいです。どーんと大口をたたいていたのは最初だけで、すぐにしょんぼり、おとなしくなってしまいました。

「ごめんなさい、ミュース……」

「いえ、いいですから、いいですから」

「いろいろ疲れてて。許して」

「あの、ホント大丈夫ですから」

「友達でいてね？」

「もちろんです！　ホント平気ですから！」

　むしろアーシェさんに『友達でいてね？』なんて言われたことの方が、びっくりです。光栄です。

「もっふ。それじゃさ、ミュース」

　ぐったりしたアーシェさんを介かい抱ほうしながら、モッフル先輩が言いました。

「ぼく、アーシェを送るから。おまえさ、ワニピーを待っててあげて」

「ええ!?」

「さっきからメッセ送ってるのに、返事がないふも。とりあえず解散って教えてあげればいいから」

「え、でも……」

「よろしく頼んだふも。それじゃ」

　それだけ言って、モッフル先輩とアーシェさんは行ってしまいました。肩を貸して、ふらふらして。『もう最悪……だれにも言わないで』だの『わかったふも』だの、『タカミちゃんもこんなノリだったの？』だの『おまえ、なに聞いてるふもよ』だの、あれこれ言いながら遠ざかっていきます。

　なに、あの色気？

　アーシェさんはあんな調子ですから、モッフル先輩とこのあと、どうこうとかはないでしょう。たぶんホントにあのまま送って、ぐっすり眠ねむって、おしまいなんだと思います。だけどお二人のあの後ろ姿に、あたしはなにか大人っぽいものを感じてしまいました。

　同時に、あたしも頭がフラフラするのを感じました。

　ものすごく眠いです。歩くのもちょっとしんどいくらいです。胃のあたりもどんより重いですし。あの『さべーじ』の席で、わりと飲み過ぎたところもあります。気持ち的にキツいところもありました。正直いって、アーシェさんと同様、クラクラな状態でした。

「ミュースちゃん？」

　見れば、ワニピー先輩が立っていました。

「ごめんっぴ。マンガ雑誌一冊っていわれてたけど、きょう発売のが多かったから、三冊分読んじゃったっぴ」

　ある意味、この人は大物だなあ、とあたしは思いました。

「ああ、ワニピー先輩。実は……」

　と、あたしは事情を話しました。モッフル先輩とアーシェさんが帰ってしまったことについてです。ワニピー先輩はあっさり理解して、『なるほど。わかったっぴ』と言ってくださいました。

「でもミュースちゃん。きみもしんどそうだっぴ」

「ええ、まあ……」

「下心はないけど、甘城駅のタクシー乗り場までは送るっぴ。それで帰りな？　オイラ、ちゃんと見送るから！」

「す、すみません」

　ワニピー先輩はいい人です。ちょっと警けい戒かいしちゃった自分が情けないくらいです。

　そのときあたしは電柱のそばに座り込んでいたんですけど、ワニピー先輩に手を貸されて、どうにか立ち上がりました。

　ふらふらっとよろめきました。

　ワニピー先輩があたしを支え、どうにか転ばずに済みました。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ミュースちゃん」

「はい。すみません……」

　そのとき、正面から声がしました。前に聞いたことのある声です。『にゃ、にゃー！』というのが第一声でした。

　見ると、商店街の一角に、ニャーソンさんがいました。どこか近所で、飲んできた帰りなのでしょう。

　ニャーソン大たい佐さ。

　甘ブリうちの五大エリアのひとつ、『エトセトランド』で働いている、共産主義の猫ねこさんです。出身国はポ連。階級は大佐らしいです。

　ニャーソン大佐は戦せん慄りつしながら、その場でわなわなと肩かたをふるわせていました。

「わ、ワニピー……」

　と、ニャーソン大佐が言いました。

「ぴー？」

「おまえだけは……おまえだけはと信じてたのに。見み損そこなったにゃー」

「ニャーソン。なにを言ってるんだっぴー？」

「この……資本主義者!!」

　ニャーソン大佐は絶ぜつ叫きようしました。

「よりにもよって、『エレメンタリオ』の女子を酔わせて、お持ち帰りとは。見損なったにゃー！　見損なったにゃー！」
















「待つっぴ！　誤解だっぴ！」

「いいや！　おまえもモッフルと同類なんだにゃ！　死ね！　苦しんで死ね！」

「待……」

「もう会いたくないんだにゃ────！」

　泣きながらニャーソン大佐は行ってしまいました。あたしはフラフラだったので、なにも言えずにぐったりしていました。




　　　　●




　聞けば、モッフル先輩とタカミちゃんの噂うわさの発ほつ端たんも、まったく同じノリだったそうです。ニャーソンさんが出所っぽいです。

　あのときは一いつ緒しよに面おも白しろがっていたんですけど、もう無理です。

　でも……なぜでしょうか。

　ワニピー先輩とあたしという組み合わせは、案外、大丈夫だったみたいです。

　複雑な気分です。

　もしかして、ワニピー先輩とあたしがつきあうのは、傍はた目めにはアリということなんでしょうか!?　これは微び妙みようにショックです！

　必死に否定しました。徹てつ底てい的てきに否定しました。正直、ワニピー先輩に失礼なレベルで否定したくらいです（ごめんなさい）。

　それから何度か、食堂や地下通路でワニピー先輩と顔を合わせる機会がありました。こちらから『すみません』といったら、ワニピー先輩はものすごく取り繕つくろったような笑え顔がおで、『大丈夫っぴ、大丈夫っぴ』と言ってくれました。

　そのとき、あたしは『あれ？　この人、やっぱり意外といい人かも』なんて思ってしまいました。

　いえ！　忘れてください。

　だけど、ちょっと思ってしまいました。アーシェさんみたいなイイ女でも、あんなだし。こんなにダメなあたしでも……。

　いえ。

　やっぱり忘れてください。あたしはさすがに、そこまでバカじゃありません。

　いすずさんか、ラティファさまか？

　そんなの、あたしにわかるわけがないと思います！


（おしまい）









　　　しるふぃー・ちゃんねる！　わくわくレビュー







　みんなー！　風の精せい霊れい・シルフィーだよー！

　いつも『エレメンタリオ』を応おう援えんしてくれてありがとー！

　みんなはお休みの日とか、どこにおかいものにいく？

　シルフィーは巣す鴨がもだよ！

　でもさいきんはお仕事がいそがしくて、ぜんぜんおかいものにいけません！　そこで活かつ躍やくするのが、ネット通つう販はんです！　ドドンバシ・ドットコムいいよね！　あと定番のニャマゾンももちろんレギュラーです！

　そんなわけで、きょうはネットで買ってみた、魔ま法ほうのアイテムをしょうかいするよー！

　シルフィーが自腹で買ってるから、辛から口くち批評だよ！　メーカーさん、かくごしてね！




　今回紹しよう介かいするのは、フモキラー製薬、『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』だよ！

　これ！

　見た目は殺虫剤ざいかヘアスプレーっぽいね！　サイケデリックなデザインとロゴが超ちようファンキー！　このスプレーを浴びると、魔法のお花『パルポンの花』を飲んだときと、同じ効果が得られるんだって！

　みんなはパルポンの花、知ってるかなあ？

　小さなヒマワリさんみたいなんだけど、サングラスをかけて、腰こしをグイグイくねらせて、ゴキゲンなダンスを踊おどったりしそうな感じの花なんだよ！

　このお花を食べると、超絶好調！　ものすごいハイテンションになるらしいよ！

　おもにメープルランドのティラダホ地方で自生してるんだって！　お花の妖よう精せいのティラミー先せん輩ぱいも、パルポンの花をいろいろ品種改良してるらしいよ！

　この『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』は、おなじ効果をスプレーで実現する魔法のアイテムってわけさ！

　すごい！

　成分表示に、『ピレスロイド系（フタルスリン、レスメトリン）、ケロシン』とか書いてあるけど、気にしない！　きっと殺虫効果もあるのさ！　蚊かの多い季節とか、お得だよね！

　さっそくシルフィーが使ってみることにしたよ？

　女は度胸！　なんでも試ためしてみるのさ！

　おもいっきり顔に向けて、ぷしゅーっ！

　きっつい！　きっついよ！

　染しみるわー。トニックシャンプーみたいに染みるわー。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡わたるわー！

　さてさて、効果はどうかな？

　……どうかな!?

　お気に入りの砂時計で時間をはかってみたよ！　グイグイ踊ったりして、わくわくしながら、三分！　六分！　九分！

　………………。

　…………。

　……。

　ぜんぜん変化がありません！

　ハイテンションになんかならないよ！　いつものシルフィーのままだよ！

　ざんねん！

　この『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』は、ちょっと大げさな商品だったのかもしれないね！

　だってシルフィー、ぜんぜんいつも通りだよ!?　テンション高いままだよ？

　ざんねん！

　でも！　それだとレビューにならないから、ほかの人で試すことにしたよ！　これが公平性ってやつさ！

　ちなみにこのレビューを書いてるのは、いつもの楽屋です！　ちょうどいいところに、いつもテンション低い人がきました！

　火の精霊のサーラマさんです！

「サーラマ、サーラマ！」

「ん、なに？」

「ぶしゅ─────っ！」

「ひっ……!?」

　シルフィーがんばった！　サーラマにぶっかけたよ！　おもいきりぶっかけた！

　すごいよ！　効果てきめん！

　サーラマさん、ものすごいテンションであたしに怒おこって泣いたりしたあと、すぐに踊り出しました！

　シルフィーが反省して『ごめんね……？』っていったら、『いいから！　いいから！　ワーオ！　げらっぱ！』とか言ってくれたよ！　シルフィーもうれしくなって、一緒に踊ったよ！

　楽しい！　なかよし！

　二人で手をつないで、ぐるぐる、ぐるぐる回ったりしてたら、ミュースとコボリーも楽屋に来たよ！

「な、なにやってるんですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　とか言ってたけど、シルフィーは自信がついてたから、二人にも『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』を噴ふん射しやしました！　なにしろスーパージェットだからね！　逃にげたって無む駄だ無駄無駄ァ！（ぶっかけた！）

　レビュー的には、だいたい三メートルくらいなら十分効果ある感じです。

　ばっちり！

　ミュースもコボリーもハイテンションになったよ！　みんなで手をつないで、マイムマイムを踊った！　あとコサックダンスとバリ島のチャカとマサイ族の戦いの踊りをタンノーしました！

　みんななかよし！　超楽しい！

　でも騒さわぎすぎちゃったみたい。メインステージのお仕事のことで、打ち合わせにきたモッフル先輩が怒りましたよ！

「お、おまえら……なにやってるふも！」

　とかなんとか！

　でも大丈夫！　モッフル先輩にも噴射してみたよ！

　ぶしゅ─────っ！　って。

「ぐはっ……！」

　顔面に！　噴射！　略して、顔ガン噴フン！

「わーお！　いい気分ふも！　タラララララ……！」

　モッフル先輩も、ふくざつなステップで踊り出したよ！

　すごい！　すごい！

　今度はモッフル先輩も仲間に入れて、五人でマイムマイムだよ！　マイムマイムマイムマイム、マイムエッセッセ！　だよ！

　マカロン先輩とティラミー先輩もかけつけたよ！

「これは……なんの騒ぎだろん!?」

「ひょっとして、これはパルポンの花……!?」

　ふたりとも戦せん慄りつしてます！　でも大丈夫！

　ようしゃなくだよ！

　ぶしゅ──────っ！

「ろ───ん！」

「み────！」

　マカロン先輩はイヤそうだったけど、ティラミー先輩は嬉うれしそうだったよ!?

　たちまち二人ともハイテンション！

「僕も踊らせるろ───ん！」

「ボクの腰づかいをみるみ────！」

　さあ！　甘あまブリのトップスターが七人集まって、絶好調でマイムマイムです！　こんなの、バックステージで演やるなんてもったいないよね!?　だからシルフィー言ったよ！　みんなでオンステージに行こうって！

「賛成ふも！」

「賛成ろん！」

「賛成だみー！」

　みんなで通用口にダッシュだよ！　途と中ちゆうであったレンチくんや鉄ひげくん、ビーノちゃんやシーナちゃんにも顔噴！　顔噴！

　みんな陽気にクネクネしました！　シルフィーはうれしくて、叫さけんだよ！

「いっくぜ────っ！」

『おお──────っ！』

　みんなで東とう京きよう音おん頭どを踊りながら、なかよく突とつ進しんします！　だけど地下通路の階段の前で、支配人の可か児に江えくんが立ちふさがった！

「待て、おまえら！　あからさまに様子がおかしいぞ!?　ひょっとして酒でも飲んでるのか!?」

　飲んでないよ！　テンション高いだけだから！

　と、だれかが言ったよ！

「そのテンションが問題なのだ！　おゲ客ス様トの前にはとても出せん！　いいか？　いますぐ回れ右して──」

　ぶしゅ─────っ！

　可児江くんにも顔噴！　きっと楽しいことになるよ！

「ごほっ!?　うっ……くっ……」

　可児江くんはよろめきながら、ぐっとこらえた！

「うっ……うぬ……くうっ……」

　あっ。なんだか、耐たえてるっぽい!?

　シルフィーだけじゃなくて、みんなで固かた唾ずを吞のんだよ！　可児江くんがダメって言ったら、いくらテンション高くてもダメなの、わかってるし！　それなりに怒られたらやだなあ、って思ってるよ！

「ぬう…………」

「可児江くん？」

「う……ふふ……」

「大丈夫？」

「まったく！　おまえらのダンスはまるでなっとらん！　俺が手本を見せてやる！　ポォ────ウ！」

　可児江くんが、すかさずムーンウォークを始めたよ！　しかも、ものすごくうまいよ！

「ポォ──ウ！　ポォ──ウ！」

　なぜだか、おもにマイケル・ジャクソン系ばかりだね！　でもすごい！

「ポォ────ウ！　ポォ────ウ！」

　みんなで拍はく手しゆ！　いっしょに『スリラー』のダンスをやったよ！　息ぴったり！　みんなで仲良くゾンビ！　ワーオ！

　ゾンビ歩きしながら、オンステージに向かってくと、階段のてっぺんにいすずちゃんが待っていた！

　マスケット銃じゆうを抱かかえて、仁に王おう立ち！　かっこいい！

「ここは通さないわ」

　いすずちゃんはきっぱり言いました！

「ポォ────ウ！」

「ポオ────ウふも！」

「西せい也やくん……モッフル卿きよう……あなたたちまで……嘆なげかわしいわね。犯人はだれ？　シルフィーかしら？」

　シルフィー、おもいきり挙手しました！

「はい！　だめですか!?」

「だめよ。解散しなさい」

「ぬぬ……では、お手向かいいたします！」

　レビュアーとして、最後までがんばりたいんだ！　シルフィーは『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』を構えました！

「その意気やよし。来なさい」

「これまでお世話になりました。では……ちぇすと─────！」

　バトル開始です！　さすがいすずちゃん！　強いよ！　シルフィーの顔噴をよける！　よける！　よける！

　かっこいいね！　さすがわが終生の強と敵も！

　いすずちゃん、撃うった！

　シルフィー、よけた！

　なかなかがんばったよ！　でも負けた！

　けっきょくいすずちゃんの銃じゆう撃げきを受けて、『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』は壊こわされてしまいました！

「わかったわね？　オンステージに出ることは許可できないわ。では解散」

『は───い……………』

　みんなテンション下がりまくって、解散です！　完敗です！

　楽しかったのに。ざんねん。

　でも、フラフラの可児江くんに、肩かたを貸して去っていくいすずちゃんが見られたのはよかったよ！　絵になるね！　お似合いです！　ヒューヒュー！
















　そんなこんなで、レビューしゅうりょ─────！




　　　　●




［追記］

　ごめんね！

　先日のレビューで取り扱あつかった『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』なんだけど、副作用があったみたいだよ！

　ハイテンションになったあとは、ものすごくテンションが下がるらしいよ！

　可児江くんなんか、執しつ務む室の窓の外の木を見て、『あー、なんか枝えだ振ぶりのいい木があるなー……』とか言ってたみたい！　つまり首をくくってぶら下がるのには、いい枝ってことだよね。

　二～三日くらい、いすずちゃんが監かん視ししてないと危なかったみたい。

　ごめんね！

　モッフル先せん輩ぱいもずーっとげんなりしてたし、『エレメンタリオ』のみんなもそう。ほかのキャストも、みんなそう。

　シルフィーが悪かった！　すまん！　もう『パルポンＮＥＸＴ　スーパージェット』は使わないよ！

　でもふしぎ！

　みんなあんなに効果テキメンだったのに、どうしてシルフィーには効かなかったのかな？　そこだけ、いまだに気になるよ！





（おしまい）









　深夜──

　残業をこなしている西せい也やのために、いすずは夜食を作って執しつ務む室に向かった。簡単なサンドイッチだ。

　真夜中の事じ務む棟とうは静まりかえっている。どうせ誰だれもいないだろうから、と部屋着にビーチサンダルで来てしまった。それにいすずが今日の仕事を終えて女子寮りように帰ったことは、西也も知っている。入浴後にわざわざいつもの制服姿になってサンドイッチを届けに来るほうが、ちょっと間ま抜ぬけな気もしていた。

　ノックして、執務室に入る。

「西也くん……？」

　そっとのぞくと、西也は応接用のソファーで眠ねむっていた。ごろん、と無造作に寝ねそべって、手足を投げだし、大口を開けている。まったくだらしない。色気のかけらもない格好だ。あれだけハンサムなのだから、もうすこし、こう、美しい寝姿でもいいだろうに。

　とはいえ、起こすのも気の毒だ。こっそり夜食を置いて、立ち去るとしよう。

　いすずは忍しのび足あしで執務室に入り、サンドイッチの皿を置く場所を探した。すぐそばの応接テーブルは書類の束だらけだし、自分の秘書席は気づいてもらえないだろう。

　彼女は部屋の奥にある西也の執務机に、夜食を置いていくことにした。ＰＣのキーボードの横にお皿を置くと、そのはずみでマウスが動いて、真っ暗だったディスプレイが点灯した。

　簡素なテキストエディタが表示された。西也は仕事で文書を書くとき、いつもこのエディタを使う。ワープロソフトをなぜか敬遠しているのだ。

　画面は真っ白だった。ただえんえんと、右みぎ端はしに改行マークが続いている。行数の表示を見たところ、一〇〇行以上は空白のようだった。

　なんとなく、いすずには想像がついた。

　きっと西也は真っ白な画面を眺ながめながら、なにかを考え、ただ意味もなく改行キーを押し続けていたのだろう。考えがまとまらず、文書の内容に悩なやんでいるときは、自分もそんな感じになることがよくある。

「…………」

　いすずはちらりと西也を見た。彼はまだ眠っている。よくないことだとは知りつつも、彼女はマウスを操作し、文書をスクロールさせてみた。文書の末まつ尾びに『ラティファ』とか書いてあったらどうしようか……そんな妄もう想そうが彼女をとらえて放さなかったのだ。

　だが末尾に書いてあったのは、そんな人名ではなかった。




『ＥＸＯＤＵＳ』




　たった六文字。それだけだ。

　いすずは胸の奥でざわつくものを感じた。西也はずっと悩んでいる。表面上は元気だったが、苦しんでいるのは明らかだった。

　もちろん、このパークの未来についてだ。

　だが先日の交こう渉しよう──デジマーランドとコズミックスタジオとの交渉劇のとき、彼はなにかの糸口を思いついた様子でいた。

　それが何なのか、彼女には想像もつかなかったが──

　問いつめる気持ちには到とう底ていなれず、いすずはそのままこっそり、執務室を出ていくしかなかった。







　あとがき




　前回がちょっと重たい話だったので、今回は……はい、アニメでは大だい活かつ躍やくだったけど意外と原作では出番がなかった四人娘むすめがメインの話です。ついでにアトラクション名も、ややこしいから『アクワーリオ』から『エレメンタリオ』に改かい称しようさせてもらいました！　いいんです！　行き当たりばったりがこのシリーズです！

　というわけで各話のコメントなどを。




『火の精せい霊れいなんだけど仕事から帰ったら自宅が炎えん上じようしてた件』

　ところでみなさんは火事の現場で野次馬したことがあるでしょうか（中には自宅が火事になった人もいるかもしれませんが）。賀が東とうはあります。

　ある真冬の晩、近所で住宅一棟とうが全焼した火事がありまして。そこはもう作家なんで見物するしかねー！　という感じで野次馬にいきました（被ひ害がいにあった方々、すみません）。で、その消火作業中、怒ど濤とうの放水がそれてきて、われわれ野次馬集団に襲おそいかかりました。逃にげまどう野次馬たち。自分は天てん罰ばつだと腹をくくって、動かず真っ向からひっかぶりました。一いつ瞬しゆんで全身ずぶ濡ぬれ。水すい滴てきのあの重さ。超ちよう冷たかったです。火事場って冷たいのね。勉強になりました。




『腐くさってばかりじゃないんですよ？』

　実は縁えんの下したの力持ちだったコボリーさんのお話です。

　ＰＣ‐98で照明の制せい御ぎよなんて、ホントにしてたのかどうかわからないんですが、ずいぶん前にクルマ好きの友人から聞いた話が元になってます。走り屋タイプのその人は、古めの愛車をチューンナップするのが趣しゆ味みでした。そのクルマは初期の電子制御が搭とう載さいされていたモデルで、メーカーの設定したリミッターが施ほどこされてまして、更さらなる性能アップをするにはプログラムを改変する必要がありました。ところがその車載回路にアクセスできるのが、その当時でもほとんど見かけなくなっていたＤＯＳ／Ｖマシンのみで、プログラムをいじれる人も日本に数人しかいないレベルだったとか（実際に改変ができたのかどうかは、あえて書かずにおきます！）。

　時代が流れると、こうして古いマシンをいじれる人はどんどんいなくなっていってしまうのでしょうね。フィクションの中のハッカーキャラなんかも、若いゲームオタクみたいなのは当たり前すぎるので、六〇過ぎの爺じいさんとかだとカッコいいだろうなあ、とよく思ってるんですが、自分の作品ではなかなか出す機会がありません。もうどっかで誰かにやられちゃってるかな。




『普ふ段だんない組み合わせ』

　ミュース受難というか何というか。そんな感じの話です。

　職場のお財さい布ふを握にぎってる人には、とかくみんな頭が上がらないものみたいですね。賀東はずーっと個人事業主（八百屋のオッサンみたいなもんです）なので、あんまりピンとこなかったりするのですが。

　経費といえば、担当のモリイくんとよく行く飲み屋さんがありまして、その名前が『おふろ』というお店なんですね（普通のダイニング居酒屋です！）。それで領収書をもらったモリイくんが、会社でそれを経理の人に渡わたすわけです。で、経理の人から周りに聞こえるような声で、こう言われたそうなんですよ。

「モリイくん、また賀東さんとおふろ行ったの!?　好きだねえ！」

　周囲の人たちは、きっと誤解してます。屈くつ辱じよくです。あとファンタジア文庫さんはそういう経費出すところではないです。念のため。それから賀東はそういうお風ふ呂ろは行ったことないです。サウナやスーパー銭湯はよく行きますが。本当です。




『しるふぃー・ちゃんねる！　わくわくレビュー』

　えー。はい。なんか変なテンションの話ですみません。

　シルフィーはいまだに自分でも謎なぞだらけのキャラでして、しらふではとても書けそうになかったので、ちょっとグデングデンに酔よっぱらいながら書いてみました。たぶんあの子、頭の中でひまわりが咲さいてグネグネ踊おどってるタイプなんだと思います。超ポジティブ。なにかと悲観的な年とし頃ごろの自分には、想像もつかないお脳の働きの持ち主なのでしょう。ちょっとだけ見習おう。うん、ちょっとだけ。

　ネタ的には、某ぼう動画サイトで有名なおもちゃレビュー番組と、仕事場に転がっていた殺虫剤ざいを見て即そく決定。超いい加減です。でも楽しかったんで、また変なアイテムのレビューでもやらせてみたいかな。




　次巻はまた、ちょっと長めの話がやりたいかなあ、などと思ってるのですが、どうなるかさっぱりわかりません！　そんなこんなで、関係者のみなさま、ありがとうございました！＆ご迷めい惑わくおかけしました！


二〇一五年　九月　賀東招しよう二じ
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